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同フランス行政法における公役務概念について

li論 lj

H 脱~!フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
け
る
公
役
務
概
念
に
つ
い
て

7
-フ
ン

行

政

法

研

究

ス

目

次

第
二
草
公
役
蕩
概
念
の
成
立
と
そ
の
展
開

第
一
節
公
役
務
理
論
の
判
例
上
~
の
導
入

一

序

説

ニ
ブ
ラ
ン
コ
判
決
の
内
容
と
そ
の
意
畿

三
テ
リ
エ
判
決
の
内
容
と
そ
の
意
義

四
フ
ウ
ト
リ
イ
判
決
の
内
容
と
そ
の
意
義

五
テ
ロ
ン
判
決
の
内
容
と
そ
の
怠
義

六

む

す

び

第
二
節
公
役
務
理
諭
の
学
税
上
の
展
開

一

序

説

ニ
デ
ユ
ギ
イ
学
派
の
思
想
と
公
役
務
概
念
の
展
開

三
ジ
エ
エ
ズ
に
よ
る
公
役
蕩
概
念
の
修
正

そ
の
二
)

宇中

(二)
ノI、
:口'

.. 

昭

北法 13(2・1)217



鋭論

四
公
役
務
理
論
に
対
す
る
学
説
上
の
反
論

五

む

す

び

第
三
節
公
役
努
理
論
と
行
政
判
例
の
状
態

一

序

鋭

二
ソ
レ
イ
ユ
保
険
会
社
事
件
に
お
け
る
目
的
忙
よ
る
権
限
分
配
の
原
則
の
放
棄

三
行
政
契
約
に
関
す
る
判
例
と
公
役
務
理
論

四
商
工
業
的
役
お
に
つ
い
て
行
政
の
権
限
を
否
定
す
る
判
決
の
出
現

五
商
工
業
的
役
蕩
に
つ
い
て
の
判
例
の
動
揺

六
む
す
び
(
以
上
前
号
)

第
二
章
公
役
震
理
織
の
衰
退
と
そ
の
原
因

第

一

節

序

説

一
行
政
の
機
能
の
増
大
と
公
役
務
理
論

ニ
判
例
に
よ
る
公
役
務
概
念
の
拡
張
的
解
釈
の
傾
向

第
二
節
国
の
商
工
業
的
役
務
の
拡
大
と
公
役
務
理
論

一

序

説

二
商
工
業
的
公
役
蕗
の
績
念
に
関
す
る
諸
学
説

三
商
工
業
的
公
役
務
に
関
す
る
法
制
度
と
公
役
務
理
論
と
の
学
説
上
の
間
関
連

凶

む

す

び

第
三
節
職
業
団
体
の
行
為
と
公
役
務
理
論

一

序

説
M

そ
の
生
成
を
め
ヤ
る
状
況
の
概
要

二
行
政
の
権
限
を
容
認
し
た
判
決
と
そ
の
意
義

三
権
限
の
二
元
性
を
容
認
し
だ
判
決
と
そ
の
意
義

回
公
役
務
に
参
与
す
る
組
織
の
行
為
に
行
政
の
権
限
を
否
定
し
た
判
決
と
そ
の
意
義

五

む

す

び

北法 13(2・2)218



同フランス行政法における公役務概念について
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説

第
二
章

公
役
務
理
論
の
衰
退
と
そ
の
原
因

論

第
一
節

序

説

行
政
の
機
能
の
増
大
と
公
役
務
浬
論

前
章
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
了
解
で
き
る
よ
う
に
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
公
役
務
理
論
は
、

一
面
に
お
い
て

そ
の
欠
陥
を
の
ぞ
か

せ
な
が
ら
も
、
第
二
次
大
戦
以
前
に
お
い
て
は
、

フ
ラ
ン
ス
行
政
法
の
基
礎
的
概
念
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
。
だ
が
、

と
も
か
く
も
、

の
よ
う
な
公
役
務
概
念
の
支
配
的
な
状
態
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
通
じ
て
、
国
の
役
務
が
増
大
し
、

る
に
つ
れ
て
、

い
ち
じ
る
し
い
動
揺
を
き
た
し
、

そ
の
公
的
生
活
の
外
貌
が
変
化
す

フ
ラ
ン
ス
行
政
法
は
、
最
近
二
十
年
間
に
、
大
き
な
変
遷
を
蒙
む
る
に
至
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
行
政
法
体
系
の
変
遷
、
公
役
務
理
論
の
動
揺
は
、
ど
の
よ
う
な
原
因
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
の
変
遷
と
動
揺
は
、
も
っ
ぱ
ら
新
ら
し
い
行
政
役
務
の
出
現
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
り
、

は
、
次
の
三
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
、
国
の
経
済
的
な
役
務
の
拡
大
に
伴
い
、
先
述
し
た
よ
う
な
商
工
業
的
な
性
格
を
有

そ
の
原
因
と
し
て
、

ク
ウ
ジ
ネ

(
n
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E
S
m昨
)

す
る
役
務
の
領
域
が
い
ち
じ
る
し
く
拡
張
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
、
一
九
四

O
年
以
降
の
同
業
組
合
的
な
制
度
(
宮
田
氏
E
巴

0
5

円円

o
E
2
8
4
2由
民
)
ま
た
は
職
業
的
な
性
格
を
有
す
る
公
役
務
(
印

2
1
2
吉
E
n
r
ぇ
E
n
Z
B
M
V
H
O同
2
2
0
5何
日
目
立
と
呼
ば
れ
る
も
の

の
出
現
で
あ
り
、

そ
の
第
三
は
、

い
わ
ゆ
る
固
有
化
企
業

(
-
2
8可
4
3
2
ロ
旦
。
ロ
田
正
常
田
)
の
創
設
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
役
務
ま
た
は
企
業
の
拡
大
な
い
し
は
出
現
は
、
公
役
務
概
念
に
よ
っ
て
行
政
制
度
を
区
別
し
よ
う
と
し
た
公
役
務
理
論
の
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へ
九

欠
陥
を
さ
ら
に
増
大
さ
せ
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、

コ
ラ
イ
ユ
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
第
二
次
大
戦
以

前
の
公
役
務
の
古
典
的
な
概
念
(
}
開
口
。
t
oロ
n
F
8
5
5
門
吉
印
四
円
己
円
相
官
E
R
)
は
、
グ
ュ
ギ
イ
の
主
張
に
も
拘
わ
ら
ず
、
判
例
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
で
は
、
行
政
官
庁
の
も
と
に
お
け
る
作
用
(
公
権
力
に
対
す
る
緊
密
な
依
寄
)
、
公
権
力
手
続
(
普
通
法
外
条
項
)
の
使
用
、
お
よ
び
一
般
的

な
利
益
の
需
要
(
一
般
的
な
利
益
の
目
的
)
の
三
つ
の
要
素
に
対
応
し
、

こ
の
よ
う
に
、
公
役
務
の
古
典
的
な
概
念
に
は
、
組
織
的
、
形
式
的
、

お
よ
び
合
目
的
(
酌
ロ
丘
町
お
)
な
観
点
が
混
在
し
て
い
る
、
と
い
う
。

乙
の
公
役
務
の
概
念
が
行
政
法
の
構
成
に
お
い
て

そ
し
て
、
彼
は
、

そ
の
適
用
分
野
の
限
定
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
公
役
務
の
概
念
に
よ
っ
て
、

す
べ
き
統
一
が
行
政
の
法
律
制
度
の
諸
要
素
の
綜
合
を
達
成
す
る
。
L

乙
の
よ
う
に
、
彼
は
、
従
来
の
会
役
務
概
念
の
意
義
お
よ
び
役
割
に

果
た
す
基
本
的
な
役
割
は
、

一
の
注
目

同

つ
い
て
論
じ
た
後
に
、

ζ
の
公
役
務
概
念
と
先
に
挙
げ
た
三
つ
の
役
務
ま
た
は
企
業
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
及
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

フランス行政法における公役務概念について

る
。
ま
ず
、
第
一
の
商
工
業
的
役
務
の
拡
大
に
つ
い
て
言
え
ば
、

乙
れ
ら
の
役
務
は
、
通
常
私
人
に
留
保
さ
れ
て
い
た
活
動
が
固
に
よ
っ

て
負
担
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
組
織
お
よ
び
作
用
の
法
的
な
状
態
に
お
い
て
、
私
企
業
に
近
く
、
公
権
力
手
続
の
使

用
が
見
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、

ζ

の
よ
う
な
役
務
を
公
役
務
と
す
る
乙
と
に
よ
り
、
公
役
務
の
形
式
的
な
観
点
は
打
撃
を
蒙
る
ζ

と

に
な
る
。
次
に
、
第
二
の
同
業
組
合
的
な
い
し
は
職
業
的
な
役
務
に
つ
い
て
言
え
ば
、

こ
れ
ら
の
役
務
の
機
構
は
行
政
に
合
体
さ
せ
る
乙

と
が
困
難
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
国
の
役
務
の
拡
大
と
こ
れ
ら
の
機
構
に
対
し
て
園
が
行
な
う
そ
の
任
務
の
援
助
と
に
よ
っ
て
、
判
例

は
、
乙
れ
ら
の
機
構
の
作
用
に
対
し
て
新
ら
し
い
機
能
的
公
役
務
(
ぽ
∞

2
i
s
z
z
w
r
z
t。
ロ
ロ
色
)
の
概
念
を
定
義
す
る
に
至
っ
て
い

乙
の
よ
う
な
役
務
を
公
役
務
と
す
る
結
果
、
公
役
務
の
組
織
的
な
要
素
は
排
除
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
第

る
。
し
た
が
っ
て
、

三
の
固
有
化
企
業
の
出
現
に
つ
い
て
言
え
ば
、

乙
れ
ら
の
企
業
は
、

一
般
的
な
利
益
を
追
求
す
る
が
、

そ
の
活
動
は
商
工
業
的
で
あ
り
、

他
方
、

と
れ
ら
の
機
関
は
、
国
に
対
し
て
独
立
し
て
活
動
し
、
行
政
に
合
体
さ
れ
る
と
と
の
で
き
な
い
機
関
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
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説

か
ら
、

ζ

の
よ
う
な
企
業
を
公
役
務
と
す
る
と
と
に
は
、
形
式
的
お
よ
び
組
織
的
と
い
う
こ
つ
の
面
に
お
い
て
、

会
役
務
概
念
の
危
機
が

綜
合
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

論一

右
の
よ
う
な
コ
ラ
イ
ユ
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
公
役
務
概
念
の
危
機
は
、
面
を
か
え
て
い
え
ば
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
の
商
工
業
的
役
務
と
第
三
の
国
有
化
企
業
の
役
務
と
は
、

そ
れ
ら
の
役
務
が
、
公
役
務
と
さ
れ
、

一
般
的
な
利
益
の
目

的
で
活
動
し
て
い
る
と
は
い
え
、

そ
れ
ら
の
活
動
が
公
権
力
手
続
を
使
用
し
て
い
な
い
た
め
に
、
あ
る
い
は
、

さ
ら
に
、
行
政
に
合
体
さ

れ
る
乙
と
が
で
き
な
い
機
関
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
行
政
法
の
適
用
を
除
外
さ
れ
、
私
法
の
規

律
の
も
と
に
服
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
の
同
業
組
合
的
な
い
し
は
職
業
的
な
役
務
は
、
こ
れ
ら
の
役
務
の
機
構
を
行
政
に
合
体
さ
せ
る

乙
と
が
困
難
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
追
求
す
る
目
的
と
そ
れ
が
使
用
す
る
公
権
力
手
続
と
に
よ
っ
て
、
乙
れ
ら
の
役
務
が
公
役

務
と
さ
れ
、
公
法
の
規
定
に
服
す
る
場
合
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
最
近
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
公
役
務
概
念
と
行
政

制
度
ま
た
は
公
法
の
規
律
の
適
用
と
の
関
係
が
犬
幅
に
分
離
す
る
傾
向
に
あ
り
、
公
役
務
の
古
典
的
な
概
念
の
危
機
は
、

ζ

の
点
に
お
い

て
、
最
も
明
白
に
観
取
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

と
の
よ
'
つ
に
、

一
方
で
は
、
公
役
務
の
制
度
の
分
野

こ
れ
ら
の
役
務
ま
た
は
企
業
の
拡
大
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
い
て
は
、

に
大
幅
に
私
法
の
適
用
が
見
ら
れ
る
に
至
り
、
v

他
方
で
は
、
従
来
公
役
務
と
し
て
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
分
野
に
行
政
法
の
適
用
さ
れ

る
余
地
を
生
じ
た
。

乙
の
公
役
務
理
論
の
動
揺
の
直
接
か
つ
主
要
な
原
因
は
、
右
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
行
政
の
機
能
の
拡

そ
し
て
、

大
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
法
的
状
態
は
、
後
に
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
よ
う
に
、
疑
い
も
な
く
、
公
役
務
学
派
の
主
張
と
遊

離
す
る
結
果
を
生
じ
、
行
政
法
学
に
お
け
る
公
役
務
理
論
の
価
値
を
低
下
さ
せ
る
効
果
を
招
来
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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( 

与

ω
ロ
パ
デ

l
ル
は
、
最
近
二
十
年
間
に
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
も
た
ら
さ
れ
た
二
つ
の
重
要
な
変
遷
が
あ
る
と
し
て
、
行
政
訴
訟
制
度
の
改
革
と
な
ら
ん
で
、

と
の
公
役
事
理
雌
の
変
遷
を
挙
げ
て
い
る

o
E
5
E
P
5
0匂
-
a
F

神
戸
法
学
雑
誌
四
巻
三
号
、
四
七
頁
。
な
お
、
彼
が
他
の
変
遷
と
し
て
挙
げ
て
い

る
行
政
訴
訟
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
神
谷
「
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
訴
訟
制
度
」
公
法
研
究
一
五
号
、
一
二
九

l
一
=
二
頁
参
照
。

聞

の

C
E
Z
E
U
M
M同
b
p
n四
回

百

円

UDa--wOMyn戸
市
・
〈
口
・

問

。

a
a
r
o
M
M
-
n
F
F
M
M・
51E-
な
お
、
と
の
著
書
の
私
の
紹
介
、
国
家
学
会
雑
誌
七
一
巻
一
一
号
八
六
頁
以
下
参
照
。

凶

ロ

パ

デ

l
ル
は
、
乙
の
公
役
務
理
論
の
変
遷
の
結
果
、
公
役
務
の
制
度
に
私
法
が
侵
入
し
て
き
て
い
る
と
と
を
強
く
指
摘
し
て
い
る

o
H
K
E
Z仏
身
内
r
C
M
Y

nFF

神
戸
法
学
雑
誌
四
巻
三
号
四
八
|
五
五
頁
。

判
例
に
よ
る
公
役
務
概
念
の
拡
張
的
解
釈
の
傾
向

同

右
に
述
べ
た
行
政
の
役
務
の
拡
大
と
な
ら
ん
で
、
今
日

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
公
役
務
理
論
の
動
揺
を
招
来
し
、

そ
の
衰
退
を
強
め
た

フランス行政法における公役務概念について

他
の
一
つ
の
理
由
が
存
在
す
る
。

そ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
機
能
的
公
役
務
の
名
の
も
と
に
、
近
時
の
判
例
が
、
公
役
務
概
念
を
極
め
て
拡
張

し
て
解
釈
し
、

こ
の
概
念
を
極
め
て
広
汎
な
領
域
に
わ
た
っ
て
適
用
し
て
き
た
こ
と
に
基
因
す
る
。

乙
の
公
役
務
の
機
能
的
概
念
(
}
曲
目
o
t
oロ同

8
2
5
5巾
-
z
r
zコ
5
3】戸
Z
W
)
に
よ
る
拡
張
は
、
い
わ
ゆ
る
公
益
施
設
(
で

bgzgmgg件

門
円
己
居
広
岡
】
ロ
Z
Eロ
巾
)
お
よ
び
そ
の
活
動
が
規
制
さ
れ
て
い
る
私
企
業
(
巾

E
B官
山
田
町
田
匂
江

4bg
乱
。
ロ
ニ
u
R
P
A
H
-
広
巾
凹
片
足
色
町

B
g一
広
刊
)
の
分

野
に
お
い
て
、
判
例
上
最
も
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
。
従
来
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、

こ
の
園
に
独
特
な
理
論
と
し
て
、
公

施
設
(
】

wbszgmgg仲間話
Z
K
)
と
私
施
設
(
]
ぷ
仲
間

E
5巾
5
2仲
間
肖
一
手
)
と
を
厳
重
に
区
別
し
、
私
施
設
の
資
格
を
付
与
さ
れ
た
施
設
の
活

そ
れ
が
公
益
の
目
的
の
た
め
に
創
設
さ
れ
た
施
設
(
い
わ
ゆ
る
公
益
焔
設
)
に
つ
い
て
で
あ
れ
、
そ
の
活
動
が
行
政
に
よ
っ
て
規
制
さ

T
a
一
v

れ
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
で
あ
れ
、
公
役
務
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
判
例
の
態
度
は
、

動
は
、

公
益
施
設
に
つ
い
て
、

一
九
三
八
年
の
海
外
フ
ラ
ン
ス
会
館
全
国
委
員
会
事
件
(
。
。

g
志

Z
同
氏
。
ロ
乱
含
釘
冨

2
8
骨

F
F
g
n仰
向

弓
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説

。EHm-Z2)
の
判
決
が
、
こ
の
新
ら
し
い
施
設
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
活
動
が
「
公
役
務
に
利
害
の
あ
る
」
も
の
と
判
示
し
て
以
来
、

論

セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
お
い
て
は
、
公
役
務
の
概
念
と
公
益
の
た
め
に
容
認
さ
れ
た
施
設
と
は
、
も
は
や
両
立
し
が
た
い
も
の
と
言
う
乙
と
が
で

そ
れ
以
後
の
判
例
に
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ま
た
同
様
に
、
行
政
の
認

き
ず
、

乙
の
よ
う
な
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
態
度
は

可
を
必
要
と
す
る
企
業
に
つ
い
て
も
、
交
通
の
問
自
の
原
理
が
制
限
さ
れ
、
行
政
が
公
益
を
理
由
化
公
布
し
た
あ
る
種
の
規
制
を
と
れ
ら

そ
の
自
由
な
活
動
を
妨
害
す
る
に
及
び
、
判
例
は
、
陸
上
、
海
上
お
よ
び
空

ω
公
産
を
使
用
す
る
各
種
交
通
企
業
に
と

の
公
役
務
概
念
を
適
用
す
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

の
企
業
に
課
し
、

こ
の
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
事
項
に
お
い
て
、
会
役
務
概
念
は
、

こ
の
公
役
務
概
念
は
、

い
わ
ゆ
る
客
観
的

か
な
り
の
拡
張
を
生
じ
た
。

な
概
念
を
採
用
し
て
お
り
、

乙
の
概
念
に
お
い
て
は
、
公
役
務
の
構
成
要
素
は
甚
だ
し
く
縮
小
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
公
役
務
の

構
成
要
素
は
、
も
は
や
、
古
典
的
な
理
論
の
そ
れ
で
は
な
く
、

公
法
手
続
の
要
素
が
そ
れ
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。

会
権
力
の
要
素
、

乙
の
判
例
の
傾
向
は
、

そ
の
腰
昧
な
概
念

ω
う
ち
に
も
、

し
て
、

公
役
務
概
念
の
力
点
を
活
動
の
一
般
的
な
利
益
の
性
格
に
お
乙
う
と
す

こ
の
よ
う
な
判
例
に
よ
っ
て
、
公
役
務
概
念
は
公
益
と
殆
ん
ど
同
様
の
意
味
を
有
す
る
概
念
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
判
例
に
よ
っ
て
拡
張
さ
れ
た
公
役
務
の
機
能
的
概
念
は
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か

に
、
こ
の
よ
う
な
公
役
務
概
念
に
よ
っ
て
行
政
の
公
的
活
動
と
私
的
活
動
と
を
法
律
学
的
に
区
別
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

と
の
公

役
務
の
機
能
的
概
念
に
立
脚
す
る
現
在
の
行
政
判
例
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
古
典
的
な
「
特
別
の
制
度
」
の
要
素
は
こ
の
概
念
中
に
加
え

ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
公
役
務
の
資
格
を
付
与
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
機
構
は
私
法
の
も
と
で
作
用
す
る
事
例
を
数
多
く
惹
起
す
る
。

て
、
こ
の
よ
う
な
公
役
務
と
行
政
の
権
限
と
の
背
反
は
、
社
会
的
公
役
務
に
つ
い
て
の
最
近
の
権
限
裁
判
所
の
ナ
リ
ア
ト
事
件

(Z己
宣
言
)

の
判
決
が
、
容
易
に
認
容
し
て
い
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
と
の
よ
う
に
、
最
近
の
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
判
例
に
お
い
て
は
、
行
政
に
特
別
な
法

コ
ン

北法 13(2・8)224

そ

そ
し



J、

制
度
と
公
役
務
と
の
聞
に
は
分
離
が
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、

コ
ラ
イ
ユ
の
言
を
借
り
る
な
ら
ば
、
「
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
公
役
務
の
性
格
か
ら
く
る
唯
一
の
効
果
は
、
活
動
の
規
制
、
す
な
わ
ち
と
れ
ら
の
企
業
の
経
営
を
妨
げ
る
あ
る
種
の
規
定
へ
の

服
従
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
と
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
公
役
務
概
念
の
こ
の
よ
う
な
状
態
に
お
い
て
は
、
リ
ロ
未
亡
人
事
件

(
U
2
5

〈
2
4
0
F巳
。
)
に
お
け
る
政
府
委
員
ト
リ
コ
(
吋
弘
no)
の
公
役
務
が
存
在
す
る
か
否
か
と
い
う
乙
と
は
単
な
る
言
語
上
の
問
題
に
す
ぎ
な

い
と
の
趣
旨
の
発
言
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
乙
の
拡
張
さ
れ
た
公
役
務
概
念
は
、
も
は
や
、
法
律
学
的
な
概
念
で
は
あ
り
え
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
と
の
領
域
に
お
い
て
は
、
公
役
務
概
念
は
外
見
だ
け
の
役
割
の
み
を
果
た
す
に
す
ぎ
ず
、
と
の
よ
う
な
新
ら
し
い
公
役
務
概
念
の

傾
向
は
、
利
益
な
い
し
は
目
的
の
観
点
を
強
調
せ
ざ
る
を
え
な
い
戦
時
下
に
お
け
る
特
殊
事
情
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
と
は
い
え
、

同

公
役
務
理
論
の
衰
退
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
る
と
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

フランス行政法における公役軍事績念について

山
。
。
お
子
高
-
n
F
F
M
M・

8
N
a
白・

間

ζ

の
フ
ラ
ン
ス
法
に
独
自
な
公
施
設
と
は
、
ロ
パ
デ
1

ル
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
役
務
が
一
の
公
の
機
構
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
場
合
に
、
乙
の
公
的
機

構
が
法
人
格
を
授
与
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
あ
る
範
囲
の
自
律
性
を
享
有
す
る
と
い
う
特
徴
を
も
っ
、
公
役
務
の
管
理
の
一
方
式
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
公
益
施
設
は
、

ζ

れ
が
表
示
す
る
あ
る
種
の
利
益
を
理
由
に
デ
タ
レ
に
よ
っ
て
「
公
益
の
認
可
」
を
授
与
さ
れ
て
は
い
る
が
、
公
役
務
を
管
理
せ

ず
、
私
的
活
動
を
管
理
す
る
私
的
な
団
体
で
あ
っ
て
、
法
制
度
上
、
公
施
設
に
対
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
と
の
公
施
設
と
公
益
施
設
と
の
区
別
の

様
噂
は
微
妙
で
あ
り
、
判
例
は
、
二

O
世
紀
の
当
初
の
頃
に
お
い
て
は
、
と
の
標
準
を
、
そ
の
施
設
の
起
源
に
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
そ
の
設
立
の
創

意
が
公
権
力
に
よ
る
か
私
人
に
よ
る
か
に
求
め
て
き
た
が
、
乙
の
標
準
は
今
日
で
は
妥
当
せ
ず
、
ロ
パ
デ
l
ル
に
よ
れ
ば
、
そ
の
標
準
は
行
政
の
意
思
の

探
究
に
よ
る
他
は
な
い
と
い
う

o
r
z
E島町
0

・、円円回転

-
N
E・司・
8@18ω

そ
し
て
、
乙
の
公
施
設
と
公
益
施
設
と
の
関
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
、
一
九
O
五
年
花
、
ォ
l
リ
且
ウ
に
よ
っ
て
、
「
我
々
が
理
解
す
る
よ
う
に
厳
格
な
、
我
々
の
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
特
殊
な
公
施
設
と
公
益
施
般
と
の

聞
の
区
別
は
、
そ
の
最
も
よ
く
発
見
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
乙
の
区
別
は
、
生
活
の
必
要
と
い
う
以
上
に
論
理
に
合
致
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
」
と
の

批
判
が
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

z
g
z
o
p
ロ
0
8
2
臼
月
ア

Hgm-HHH・
8

こ
の
公
施
設
と
公
益
施
設
と
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
戸
。
。
ロ
ロ

o
F

F
S
Eロ
烏
和
信
r
r
8
5
2畔
句
g
F
E
n
自
身
急
包
E
ロ
5
5
t
Z
H
S
S
F
H甲
山
由
増
刷

Y

叶
巾
:
・
神
谷
「
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
け
る

F
u
b
s
Z釘
8
8
8
H
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税

同M
g
g
n
の
制
度
に
つ
い
て
」
行
政
と
経
営
、
昭
和
三
六
年
度
三
号
、
五
三
1

五
五
頁
参
照
。
な
お
、
と
の
公
施
設
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
最
近
動
揺
が

見
ら
れ
、
そ
の
概
念
の
拡
張
が
一
部
に
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
乙
の
点
に
つ
い
て
は
、
ロ
B
m
0・
戸

2
2
5回
忌

E
5
5口
同
合
併

vrzsg仲
官

rr-

H
湾

5
・
神
谷
・
前
掲
・
五
七
|
五
八
頁
参
照
。

聞
の
・
開
・

5ω
∞
-
N
H・。
o
E
a
z同
氏
。
ロ
乱
含

F
ζ
2
3
L
O
V
Hり
g
口
口
命
円
。

5
5・Z
F
ω
町
内
予
巴

ω∞
-HHH-N印
・
と
の
判
決
に
お
い
て
は
、
「
ζ

の
会
館
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
活
動
は
、
こ
れ
が
公
役
務
に
利
害
が
あ
る
と
し
て
も
、
公
役
務
と
混
同
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
」
そ
の
活
動
は
、
私
人

に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
行
為
と
さ
れ
る
旨
を
判
示
し
て
い
る
の
で
、
公
役
務
概
念
と
公
益
施
設
と
が
両
立
し
う
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
も
の
と
は
言
い
切

れ
な
い
が
、
会
役
お
郷
念
の
鉱
張
の
傾
向
は
、

ζ

の
判
決
で
も
明
白
に
観
取
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

凶
そ
の
例
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
。
・
開
-
H
E
M・
M-

ロ
ζ
c
-
r
p
ω
F
Rア
巴
お
・
口
同
・
白
・

間

わ

O
E
-
-
O唱
-nFF
句
・
組
事
NNH・

刷

。

o
g
p
o
p
n
F
F
M
Y
隠串
lNN印・

m
吋

-
P
H自白
-
H・
M
N
-
Z包
仲
良
0
・
M
凶

2
5
E
ι
H
O
X
宮
町
民
口

-
H
g印
wHM・
ご
∞
・
乙
の
ナ
リ
ア
ト
判
決
は
、
次
の
よ
う
な
事
件
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

隠
の
あ
る
製
造
工
場
の
職
員
の
子
弟
を
受
け
い
れ
る
た
め
の
あ
る
林
間
学
校
施
設

(
F
B
Eロ
ぽ
常

g
g宮市
ω)
に
参
加
し
た
ナ
リ
ア
ト
少
年
が
、
乙
の

学
校
施
設
の
指
導
員
(
自

8
5
5国
)
の
一
人
に
よ
っ
て
監
督
さ
れ
て
い
た
遊
戯
中
に
、
事
故
の
被
害
者
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
乙
の
少
年
の
父
は
、

ζ

の

事
故
の
責
任
を
負
う
も
の
と
し
て
、
乙
の
製
造
工
場
の
管
理
者
を
相
手
と
し
て
、
損
害
賠
償
を
求
め
て
、
民
事
裁
判
所
に
出
訴
し
た
。
だ
が
、

ζ

の
布
件

に
つ
い
て
県
知
事
か
ら
管
轄
遣
い
の
抗
弁
が
出
さ
れ
、
乙
の
事
件
を
審
理
す
る
権
限
の
有
無
が
権
限
裁
判
所
に
持
ち
と
ま
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
権
限

裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
「
林
間
学
校
施
設
を
組
織
し
て
、
国
お
よ
び
行
政
団
体
が
目
標
と
す
る
社
会
的
な
利
益
の
目
的
は
、
と
の
機
構
に
一

の
公
役
富
田
の
性
格
を
押
す
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
と
の
機
構
は
、
と
の
事
件
に
お
い
て
、
そ
の
受
益
者
と
行
政
と
の
聞
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
、
私

法
上
の
吸
困
貝
ま
た
は
制
度
に
属
す
る
類
似
の
機
構
と
法
律
的
に
区
別
す
ぺ
き
何
ら
の
特
殊
的
な
性
質
も
を
表
わ
し
て
は
い
な
い
。
そ
の
施
設
の
指
導
員
の

一
人
に
よ
る
子
弟
の
監
督
中
に
犯
さ
れ
た
過
失
の
場
合
に
国
に
負
わ
さ
れ
る
責
任
が
、
司
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
の
み
審
査
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

と
と
は
、
そ
れ
か
ら
生
ず
る
。
」

捌

F
O口問
u
d『
色
曲
目
凶

H
a
Zロ
F
O唱
-
n
x・匂・

ωミ
・
と
の
ナ
リ
ア
ト
事
件
の
註
釈
は
、
現
在
の
判
例
に
お
い
て
、
権
限
裁
判
所
は
公
役
議
榔
念
の
純
実
質
的

な
性
格
を
確
信
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
一
般
的
な
利
益
の
目
的
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
す
べ
て
の
活
動
は
、
今
日
、
公
役
務
を
構
成
す
る
と
と
が
で

き
る
。
だ
が
、
そ
の
極
端
に
広
い
性
格
自
体
に
よ
り
、
公
役
務
概
念
は
、
権
限
の
決
定
に
お
い
て
、
直
接
的
な
利
益
を
全
く
失
っ
て
い
る
と
解
説
し
て
い

る

。

-

論
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し

聞

の

Rara-nFFMM・目。・

仰

の

g
n
z
a
g
骨
吋
同
町

no
ニ
F同
国

H
H
O
U岡
田
町
〈

Ear--cu(U・
開
・
呂
田
-
H
N
N
ω

・河内お
-
u・
勾
ω
・
立
広
宮
H

F
ロ
E
L
P
Z
吋

gxb叶
r
b
a
a
s

2
3巴
官
二
8
8ロ
g
z
邑

E
5
5
5・
F

ご
・

2
・ロ
og(ω)・
乙
の
論
告
に
お
い
て
、
ト
リ
コ
は
、
行
政
契
約
と
の
関
連
に
お
け
る
公
役
務

概
念
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
述
し
て
い
る
、
と
い
う
。
「
契
約
が
行
政
的
な
性
格
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
に
、
公
役
務
が
存
在
す
る
と
い
う

乙
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
真
に
必
要
で
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
最
近
の
年
代
中
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
で
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
て
き
た
議
論
を
繰
り
返
え
す

ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
、
現
在
で
は
主
に
言
語
の
問
題
に
関
し
て
い
る
と
い
う
乙
と
が
観
察
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
も
し
も
公
役
務
を
一
般
的
な
利
益
の

満
足
の
た
め
の
行
政
作
用
の
極
め
て
広
い
意
味
に
と
る
な
ら
ば
、
ア
ル
ジ
エ
リ
ー
は
一
の
公
役
務
を
組
織
し
た
。
だ
が
、
厳
格
な
外
貌
を
有
す
る
が
、
そ

れ
が
も
は
や
法
律
的
な
利
益
を
殆
ん
ど
有
し
な
い
ほ
ど
包
括
的
に
な
っ
た
一
の
術
語
(
公
役
務
と
い
う
用
語
)
に
訴
え
る
乙
と
は
充
分
に
必
要
で
あ
ろ
う

か
。
我
々
が
信
ず
る
と
と
ろ
に
よ
れ
ば
、
契
約
は
、
私
的
な
事
件
に
の
み
関
す
る
も
の
で
な
く
、
一
般
的
な
利
益
を
対
象
と
し
て
い
る
と
い
う
ζ

と
を
確

定
す
る
の
で
充
分
で
あ
る
。
」

聞

の

os--uCMynFF同
Y
N
ω
H
・

同フランス行政法における公役軍事概念について

第
二
節

序

説

国
の
商
工
業
的
役
誌
の
拡
大
と
公
役
務
理
論

適
用
を
容
認
す
る
見
解
は
、
種
々
の
曲
折
を
経
な
が
ろ
も
、
行
政
判
例
上
に
受
け
い
れ
ら
れ
、

一
九
二
一
年
の
象
牙
海
岸
植
民
地
事
件
の
判
決
に
そ
の
端
を
発
し
た
商
工
業
的
役
務
に
つ
い
て
私
法
の

公
役
務
理
論
に
一
の
重
大
な
欠
陥
を
生
じ

先
に
も
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

さ
せ
た
。

の
で
あ
る
か
は
、

人
に
よ
り
、

乙
の
商
工
業
的
公
役
務
と
い
う
概
念
は
、
極
め
て
暖
昧
で
あ
り
、
こ
の
範
曙
に
属
す
る
役
務
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
も

こ
の
よ
う
な
商
工
業
的
役
務
の
判
例

上
の
発
展
に
よ
り
、

ま
た
判
例
に
よ
っ
て

そ
の
見
解
を
異
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

乙
の
分
野
に
お
け
る
公
役
務
理
論
の
役
割
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
た
か
を
知
る
た
め
に
、
次
に
、
学
説
を
紹
介

し
て
、

ζ

の
商
工
業
的
役
務
の
概
念
を
追
求
し
、

支」
3

り
に
、

こ
の
商
工
業
的
役
務
と
公
役
務
理
論
と
の
関
係
を
検
討
し
て
、

と
の
分
野
に
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説

お
け
る
公
役
務
理
論
の
価
値
に
つ
い
て
、
簡
単
に
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

(1) 

前
出
、
第
一
章
第
三
節
四
、
五
。
北
法
二
ニ
巻
一
号
九
二

l
一
O
二
頁
参
照
。

論

商
工
業
的
公
役
務
の
概
念
に
関
す
る
諸
学
説

乙
の
商
工
業
的
公
役
務
の
概
念
は
、

コ
ラ
イ
ユ
の
説
く
と
と
ろ
に
よ
れ
ば
、
二
種
に
分
類
き
れ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
ら
の
役

務
を
客
観
的
な
性
格
に
よ
っ
て
定
義
す
る
客
観
間
な
い
し
は
実
質
説
と
も
い
う
べ
き
概
念
と
、

そ
の
組
織
の
法
律
条
件
に
よ
っ
て
定
義
す

る
主
観
説
な
い
し
は
形
式
説
に
よ
る
概
念
と
が
、

こ
の
二
つ
の
説
に
分
類
し
て

そ
の
概
念
の
大
要
を
紹
介
し
て

そ
れ
で
あ
る
。
次
に
、

み
る
乙
と
に
し
よ
う
。

(1) 

客
観
的
な
性
格
に
よ
っ
て
定
義
す
る
説

(
工
)

質

性

説

一
九
二
一
年
の
象
牙
海
岸
植
民
地
事
件
の
政
府
委
員
マ
チ
ル
の
論
告
が
あ
る
。

こ
の
マ
テ
ル
の
論
告

ζ

の
説
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、

は
、
先
に
詳
述
し
た
よ
う
に
、
行
政
の
役
務
を
、

公
行
政
に
本
質
的
な
国
の
正
常
な
機
能
と
国
に
必
然
的
で
な
い
機
能
に
分
類
す
る
。
そ

そ
れ
は
一
般
的
な
利
益
の
確
保
に
関
係
し
、
ど
の
よ

し
て
、
商
工
業
的
な
役
務
は
、

そ
れ
が
固
に
よ
っ
て
企
て
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、

う
な
私
人
も
そ
の
任
を
負
つ
て
は
い
な
い
稀
な
場
合
で
あ
り
、
国
に
必
然
的
な
機
能
か
ら
由
来
し
な
い
役
務
で
あ
っ
て
、

そ
の
意
味
で
行

政
の
権
限
か
ら
は
ず
れ
る
役
務
で
あ
る
、
と
い
，
っ
。
だ
が
、
と
の
マ
テ
ル
の
商
工
業
的
役
務
の
定
義
は
、

う
に
、
何
を
も
っ
て
国
の
正
常
な
機
能
と
そ
う
で
な
い
機
能
と
を
区
別
す
る
の
か
と
い
う
そ
の
区
別
の
要
素
の
判
然
た
る
説
明
を
欠
い
て

い
ふ
吃
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は
、
福
祉
国
家
的
な
行
政
の
機
能
の
拡
大
に
直
面
す
る
と
き
、
腰
昧
な
も
の
と
な
る
乙
と
を
免
れ
な
い
。

コ
ラ
イ
ユ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
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、、
三一'

そ
し
て
、

乙
の
意
味
で
は
、

乙
の
役
務
の
性
質
に
着
目
し
た
マ
テ
ル
の
定
義
は
、
画
期
的
な
意
義
を
有
し
な
が
ら
も
、
商
工
業
的
役
務
の

最
も
原
始
的
な
定
義
と
言
う
乙
と
が
で
き
る
で
あ
人
う
。

(
E
)
 

経
済
的
な
目
的
に
よ
っ
て
定
義
す
る
説

乙
の
経
済
的
な
目
的
に
よ
っ
て
商
工
業
的
公
役
務
の
概
念
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
説
は
、
主
と
し
て
、

ボ
ナ
1
ル
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ

て
き
た
。
彼
は
、
「
商
工
業
的
役
務
と
い
う
も
の
に
よ
っ
て
何
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
に
言
及
し
て
、

し
て
い
る
。
「
商
工
業
的
役
務
に
よ
っ
て
、
人
は
、
主
と
し
て
商
工
業
的
な
目
的
を
追
求
す
る
役
務
、

次
の
よ
う
に
主
張

す
な
わ
ち
、

役
務
ま
た
は
給
付
を

供
給
し
て
、
私
企
業
と
同
じ
よ
う
に
、
利
得
の
実
現
を
目
標
と
す
る
役
務
を
理
解
し
よ
う
と
し
ゃ
ん
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
役
務
の

同

そ
れ
ゆ
え
に
、
行
政
の
た
め
に
収
入
源
を
構
成
し
、

乙
の
目
的
の
追
求
の
た
め
に
創
一
設
さ
れ
た
こ
と
を
基
本
的
な
目
的
と
す
る

特
徴
は
、

フランス行政法における公役務概念について

乙
と
に
あ
る
じ
こ
の
よ
う
に
、
ポ
ナ
1
ル
に
よ
れ
ば
、
商
工
業
的
公
役
務
は
、
「
行
政
的
な
公
役
務
(
固
有
の
公
役
務
)
が
公
の
需
要
に
つ
い

て
利
用
者
に
対
し
て
満
足
を
与
え
る
と
と
を
基
本
的
な
目
的
と
す
る
」
の
に
反
し
、
商
工
業
的
な
目
的
を
追
求
す
る
点
に
お
い
て
、

と

の

二
つ
の
役
務
が
区
別
さ
れ
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
彼
は

ζ

の
商
工
業
的
な
公
役
務
へ
の
私
法
の
適
用
を
、
「
行
政
が
主
と
し
て
正
常
な

商
工
業
的
利
得
を
実
現
す
る
ζ
と
、
す
な
わ
ち
、
私
企
業
と
し
て
振
舞
お
う
と
し
て
い
る
」
乙
と
に
よ
っ
て
、
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
で

あ
っ
た
。

叩

m
ワ
u

勾

o
q
ん

得
を
実
現
す
る
場
合
の
あ
る
と
と
一
す
な
わ
ち
、
公
益
の
満
足
と
利
得
の
実
現
が
た
が
い
に
矛
盾
す
る
概
念
で
は
な
く
、
そ
の
区
別
が
因
別

難
で
あ
る
と
と
を
看
過
し
て
い
る
。
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
説
も
ま
た
、
商
工
業
的
公
役
務
の
概
念
を
充
分
に
明
確
に
定
義
す
る
も
の
と
は
北

乙
の
ポ
ナ
1
ル
の
定
義
は
、
商
工
業
的
役
務
の
性
格
を
そ
の
利
得
の
実
現
の
可
能
性
に
求
め
て
い
る
。
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
ボ
ナ
1
ル

の
説
は
、
商
工
業
的
役
務
の
活
動
が
そ
の
利
得
の
実
現
と
同
時
に
公
益
を
目
的
と
し
、
ま
た
行
政
的
公
役
務
が
公
益
の
満
足
と
同
時
に
利



説

言
い
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
直
)

そ
の
活
動
の
商
工
業
的
性
格
に
よ
っ
て
定
義
す
る
説

論

そ
の
活
動
の
商
工
業
的
な
性
格
に
よ
っ
て
荷
工
業
的
役
務
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
こ
の
説
は
、
主
と
し
て
、
シ
ヤ
パ
ノ
ン

(nE488)

に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
。
彼
は
、
す
で
に
示
さ
れ
た
す
べ
て
の
概
念
を
排
斥
し
て
、
産
業
的
公
役
務
の
概
念
を
精
密
化
し
う
る
唯
一
の
要

素
は
、
行
政
の
企
業
に
よ
る
商
法
典
第
六
三
二
条
お
よ
び
第
六
三
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
商
行
為
(
同
2
2
母

g
g
g冊
目
巾
)
の

遂
行
で
あ
る
、
と
説
く
。

そ
し
て
、
彼
は
、
と
の
商
行
為
の
概
念
に
よ
る
商
業
性
の
標
準
と
し
て
、
投
機
(
印
刷

vbgE5ロ
)
、
流
通

(nwn己
色
。
ロ
)

お
よ
び
企
業
の
三
つ
を
提
示
す
る
。

と
の
よ
う
に
、
彼
に
よ
れ
ば
、
投
機
の
概
念
が
商
業
活
動
の
概
念
K
受
け
継
が
れ
、
さ
ら
に
、
利
得

の
概
念
が
そ
れ
に
付
属
し
て
産
業
的
役
務
の
概
念
中
に
両
立
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

ζ

の
ジ
ヤ
パ
ノ
ン
の
説
は
、
商
業
性
の
標
準
を
、
産
業
的
役
務
の
概
念
の
固
有
の
要
し
素
と
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
法
律
制
度
を
説

明
す
る
概
念
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
の
説
に
よ
れ
ば
、
商
行
為
を
遂
行
す
る
と
い
う
産
業
的
で
あ
る
範
囲
内
に
お
い
て
の
み
、

公
役
務
は
、

そ
れ
ゆ
え
に
、

と
の
説
に
依
拠
す
る
と
き
に
は
、
産
業
的
公
役

そ
れ
に
固
有
な
制
度
か
ら
は
ず
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

務
は
、
次
の
二
面
性
を
有
す
る
。

そ
の
第
一
は
、
公
役
務
の
制
度
の
大
幅
な
適
用
で
あ
り
、

た
と
え
ば
、
産
業
的
役
務
の
職
員
の
法
律
的

地
位
、

そ
の
財
産
制
度
お
よ
び
そ
の
契
約
外
責
任
に
関
す
る
制
度
に
お
い
て
は
、

乙
の
領
域
中
に
役
務
の
商
業
的
な
面
が
現
わ
れ
て
い
な

い
た
め
に
、
公
法
の
制
度
が
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
反
し
て
、
第
二
に
、
産
業
的
公
役
務
の
活
動
が
ζ

の
役

務
の
商
業
的
な
面
に
基
因
す
る
と
き
、

そ
の
供
給
者
と
の
聞
に
締
結
さ
れ
る
契
約
な

ど
に
関
す
る
と
き
に
は
、
産
業
的
な
役
務
に
特
殊
な
制
度
、
す
な
わ
ち
、
私
法
が
適
用
さ
れ
る
と
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、

乙
の
役
務
と
そ
の
利
用
者
と
の
関
係
、

乙
の
シ
ャ
パ
ノ
ン
の
商
業
牲
の
概
念
に
よ
る
産
業
的
役
務
の
把
握
は
、

そ
の
明
白
さ
の
ゆ
え
に
、
か
な
り
の
魅
力
を
感
じ
さ
せ
る
。
だ

，..一、
、J
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ノ戸、

が
、
こ
の
説
に
よ
る
産
業
的
役
務
の
概
念
は
、

コ
ラ
イ
ユ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
行
政
判
例
の
状
態
と
大
幅
な
食
い
違
い
を
見
せ
て

、，、
J
O

'
L
V
.

，q
 

そ
し
て
、
現
実
の
行
政
判
例
に
お
い
て
は
、
商
業
的
な
活
動
を
行
使
す
る
役
務
で
あ
っ
て
も
産
業
的
公
役
務
と
さ
れ
な
い
事
例
も

あ
り
、
ま
た
他
方
、
公
役
務
に
お
け
る
行
政
制
度
の
排
除
は
、
先
述
し
た
職
員
の
法
律
的
地
位
と
か
契
約
外
責
任
の
領
域
に
お
け
る
と
同

様
に
、
商
業
的
な
活
動
に
専
心
す
る
あ
る
種
の
行
政
企
業
に
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
企
業
化
合
同
三
口
凹
丹
江
主
甘
え
5
ロ
)
の
す
べ
て
の
概
念
が
排

除
さ
れ
る
新
ら
た
な
公
役
務
に
、
大
幅
に
私
法
が
適
用
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
'
つ
に
、

こ
の
シ
ヤ
パ
ノ
ン
の
説
は
、
意
欲
的
な

そ
の
論
理
的
か
つ
合
理
的
な
発
展
に
お
い
て
、
実
定
の
法
律
制
度
と
矛
盾
す
る
欠
陥
を
包
含
し
て
い
る
事
実
を
否

定
す
る
と
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
っ
た
。

面
を
も
ち
な
が
ら
も
、

同フランス行政法における公役務概念について

山

わ

O
H
a
r
c句・

2
・
MM・
町
四
件
由
・

間

(UGH-5-oロ
向
日
。
豆
島
内
♂

ω町
a
-
S
E・
E
-
ω
ム・

四
頁
参
照
。

聞

の

O岡
田
子
。
匂

-nFFMV・

8
・

凶

m
-
W
Cロロ匝
HLWMν
円bn即
日
含
身
ou
邑
B
E
ω
可
a
F
F
N
b
L・
5
8
"
司
・
印
凸
・

間

ボ

ナ

l
ル
は
、
さ
ら
に
、
「
商
工
業
的
役
務
は
、
財
政
的
な
独
占
を
構
成
す
る
役
務
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
何
と
な
れ
ば
、
財
政
的
な
独
占
は
、
租
税

の
徴
収
に
関
し
て
お
り
、
正
常
な
商
工
業
的
な
利
得
の
実
現
に
は
関
し
て
い
な
い
己
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
財
産
的
な
独
占
と
そ
、
国
の
収
入
を
目

的
と
し
て
、
そ
の
利
得
の
実
現
を
は
か
る
最
も
典
型
的
な
制
度
で
あ
る
か
ら
、
財
政
的
な
独
占
を
除
外
し
て
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
利
得
の
目
的
で
商
工
業

的
役
務
の
概
念
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
乙
の
説
に
は
、
無
理
が
あ
る
、
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

附
だ
が
、
ボ
ナ
l
ル
は
、
一
九
四
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
最
終
版
に
お
い
て
は
、
こ
の
見
解
を
改
め
、
次
に
述
べ
る
そ
の
活
動
の
商
業
的
な
性
格
に
よ
っ
て

定
義
す
る
説
に
賛
成
し
て
い
る
と
い
う
。
乙
の
最
終
版
は
、
参
照
す
る
と
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
改
説
の
事
実
は
コ
ラ
イ
ユ
の
述
べ
る
と
と
ろ

に
従
っ
て
、
付
記
し
て
お
く
乙
と
に
す
る
。
図
。
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D
g
B
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H
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fHUω
由
・
乙
の
著
書
は
参

こ
の
論
告
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
向
、
第
一
輩
、
第
三
節
四
、
北
法
一
三
巻
一
号
九
三
|
九
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税

照
す
る
乙
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
乙
の
シ
ャ
パ
ノ
ン
の
見
解
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
コ
ラ
イ
ユ
の
紹
介
す
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
記
述
し
た
。
。
0HarOHM-

n
F
F
句・

ω喧・

閣

の

R
a
r
a
-
n
F
匂・

8
l
p

仰

の

O
H
a
-
w
a
-
n
F
M
V・
怠
I
念・

論

(2) 

そ
の
組
織
の
法
律
的
条
件
に
よ
っ
て
定
義
す
る
説

(I) 
立
法
者
意
思
説

そ
の
組
織
の
法
律
的
条
件
に
よ
っ
て
商
工
業
的
公
役
務
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
第
一
の
説
と
し
て
、

グ
エ
ル
グ
ア
ン
ク
事
件
の
ノ
1
ト

に
お
け
る
ワ
リ
ヌ
の
立
法
者
意
思
説
を
挙
げ
る
と
と
が
で
き
る
。

ワ
リ
ヌ
は
、
判
例
は
極
め
て
ひ
ん
ぱ
ん
に
役
務

乙
の
-
評
釈
に
お
い
て
、

が
私
企
業
と
同
一
の
条
件
で
経
営
さ
れ
て
い
る
と
き
に
産
業
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
た
後
に
、
こ
の
標
準
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
「
我
々
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
産
業
的
公
役
務
に
つ
い
て
一
の
確
か
な
標
準
の
み
が
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

ζ

れ
は
立
法
者
の
意
思
で
あ
る
。
公
役
務
は
、
立
法
者
の
意
図
が
役
務
と
そ
の
利
用
者
ま
た
は
そ
の
職
員
と
の
聞
に
設
定
さ
れ
る
関
係
を

私
法
の
原
則
に
服
す
る
も
の
と
し
た
と
き
に
、

産
業
的
(
ま
た
は
商
業
的
)
で
あ
る
。
」
こ
の
ワ
リ
ヌ
の
見
解
は
余
り
に
も
簡
単
で
あ
り
、

を
も
っ
て
立
法
者
の
意
思
を
考
察
す
る
の
か
の
点
の
説
明
を
欠
い
て
い
る
。

こ
の
ワ
リ
ヌ
の
見
解
は
、

と
の
第

そ
し
て
、

ζ

の
意
味
で
、

二
の
範
鴫
に
属
す
る
説
の
中
で
、
最
も
原
形
的
か
つ
素
朴
な
説
と
ニ
一
一
口
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

(
E
)
 

私
企
業
と
の
類
似
の
考
え
方
に
よ
る
説

乙
の
私
企
業
と
の
類
似
の
考
え
方
に
よ
っ
て
商
工
業
的
公
役
務
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
説
は
、
主
と
し
て
、

ロ
パ
デ

1
ル
に
よ
っ
て
主

張
さ
れ
て
い
る
。

ロ
パ
デ

1
ル
は
、
「
何
に
よ
っ
て
人
は
公
役
務
が
商
工
業
的
で
あ
る
と
認
め
る
の
か
」
に
言
及
し
て
、
一
般
的
な
方
法
で
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言
え
ば
、
判
例
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
標
準
は
、
同
様
の
対
象
を
有
す
る
私
企
業
と
公
役
務
と
の
類
似
ま
た
は
不
類
似
の
そ
れ
で
あ
る
、

と
説
け
戸
乙
の
ロ
パ
デ
1
ル
の
主
張
す
る
見
解
は
、
「
行
政
は
一
般
に
私
法
の
手
続
を
選
択
し
う
る
と
い
う
す
で
に
認
め
ら
れ
た
考
え
方
か

ら
出
発
し
て
、
判
例
は
、
産
業
的
な
役
務
で
あ
る
た
め
に
は
、
行
政
が
類
似
の
私
企
業
と
同
一
の
条
件
に
お
い
て
役
務
を
行
使
し
よ
う
と

す
る
自
己
の
意
図
を
表
示
し
て
、

こ
の
よ
う
な
選
沢
を
し
う
る
と
と
を
認
め
て
き
た
」
と
説
明
し
て
い
る
か
ら
、

こ
の
私
企
業
と
の
類
似

の
概
念
に
よ
る
定
義
は
、
確
か
に
主
観
的
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
。

だ
が
、
彼
は
、
そ
れ
と
同
時
に
、
「
と
の
主
観
的
な
観
点
を
追
い
抜
い

て
、
判
例
は
、
徐
々
に
、

し
た
が
っ
て
、

そ
の
対
象
と
そ
の
性
質
と
に
よ
っ
て
、
商
工
業
的
な
役
務
が
、

こ
の
よ
う
な
条
件
で
作
用
し
、

同

少
な
く
と
も
行
政
が
行
政
法
の
優
越
手
続
を
使
用
す
る
意
図
を
明
白
に
表
示
し
な
い
か
ぎ
り
、
司
法
裁
判
所
の
権
限
K
帰
属
す
る
と
と
を

認
容
し
て
き
た
」
と
述
べ
、
ま
た
最
近
の
板
に
お
い
て
は
、
あ
る
種
の
公
役
務
は
、
判
例
上
、
「
そ
れ
ら
の
性
格
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
全

体
が
原
則
と
し
て
司
法
裁
判
所
の
権
限
に
帰
属
し
て
き
た
」
と
論
述
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
ロ
パ
デ
1
ル
の
説
は
、
判
例
に
忠
実
な
主
観

フランス行政法における公役務概念について

説
と
客
観
説
と
を
折
衷
し
た
見
解
と
で
も
言
う
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
E
)
 
私
法
へ
の
服
従
を
表
示
す
る
と
考
え
ら
れ
る
要
素
を
探
究
す
る
説

こ
の
私
法
に
服
従
す
る
要
素
を
探
究
し
よ
う
と
す
る
説
は
、
特
に

ロ
ラ
ン
(
岡
山
0
口
同
口
仏
)
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ラ
ン
は
、

法
文
が
沈
黙
し
ま
た
は
殆
ん
ど
明
白
で
な
い
場
合
花
、

そ
の
役
務
が
行
政
の
特
別
の
制
度
に
服
す
る
か
否
か
を
宣
言
す
る
ζ

と
は
極
め
て

微
妙
な
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
述
し
て
い
る
。
「
ま
ず
第
一
に
、
役
務
の
創
設
者
の
意
図
が
何
で
あ
っ
た
か
を
探
究
す
る

乙
と
が
適
当
で
あ
る
。

乙
の
意
図
は
明
ら
か
に
す
る
の
に
容
易
で
は
な
い
。
法
文
お
よ
び
立
法
資
科
(
同
E
4
2
M
官
S
R
2
0町
gv
が
沈
黙

し
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
意
図
は
、
組
織
お
よ
び
作
用
の
原
則
の
審
査

K
、
役
務
の
設
置
を
取
り
囲
む
す
べ
て
の
環
境
の
審
査
に
、
現

わ
れ
る
。
」
そ
し
て
、
テ
リ
エ
判
決
な
ど
を
引
用
し
て
、
「
権
限
裁
判
所
お
よ
び
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
極
め
て
し
ば
し
ば
こ
の
方
法
を
用
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説

い
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
、
時
に
は
、
組
織
お
よ
び
作
用
の
条
件
の
全
く
極
度
な
審
査
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
だ
が
、
彼
も
、

こ
の
よ
う
な
私
法
に
服
従
す
る
要
素
の
探
究
だ
け
で
は
商
工
業
的
役
務
の
認
容
に
不
充
分
で
あ
る
と
と
を
考
え
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
か
、

論

補
足
的
に
、
「
諸
判
決
は
、

そ
の
他
に
、
だ
が
排
他
的
な
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
役
務
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
任
務
を
考
慮
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
、

そ
の
目
的
が
何
で
あ
り
、

乙
と
に
、

そ
の
対
象
が
何
で

一
つ
の
役
務
が
商
工
業
的
性
質
を
有
す
る
か
否
か
を
知
る
た
め
に
、

あ
る
か
を
探
究
し
て
い
る
」
旨
を
付
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

ζ

の
ロ
ラ
ン
の
定
義
は
、
あ
る
役
務
が
商
工
業
的
公
役
務
で
あ
る
か
否
か

を
探
究
す
る
方
法
と
し
て
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、

と
の
よ
う
な
定
義
か
ら
、
商
工
業
的
役
務
が
判
然
と
え
が
き
出
さ
れ
る
と

と
は
困
難
で
あ
り
、
不
充
分
で
あ
る
と
の
欠
陥
を
免
れ
る
乙
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
W
)
 
公
権
力
の
考
慮
に
よ
る
説

商
工
業
的
公
役
務
の
概
念
を
主
と
し
て
公
権
力
の
欠
如
に
求
め
よ
う
と
す
る
こ
の
説
は
、
ラ
ロ

1
ク
(
戸
田

8
3ロ
巾
)
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ

て
い
る
。
ラ
ロ

1
ク
は
、
乙
の
商
工
業
的
公
役
務
の
概
念
を
、
行
政
の
有
す
る
公
権
力
の
主
観
的
な
意
図
の
上
に
の
み
依
拠
さ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
は
な
い
。

彼
は
、
ま
ず
、
「
我
々
が
商
工
業
的
役
務
の
名
称
の
も
と
に
総
括
す
る
公
役
務
は
、

そ
の
対
象

一
方
に
お
い
て
、

と
そ
の
内
部
組
織
に
よ
っ
て
、
他
方
、

そ
れ
と
第
三
者
と
の
法
律
関
係
に
よ
っ
て
、
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
と
主
張
し
、

そ
の
内
部
組

織
の
面
に
よ
っ
て
、
商
工
業
的
公
役
務
を
特
徴
づ
け
る
四
つ
の
要
素
が
あ
る
、
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
性
質
に
よ
る
商
業
的
活
動
、

費
用
の
少
な
く
と
も
大
部
分
が
役
務
に
固
有
の
財
源
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
て
い
る
と
と
、
利
得
の
可
能
性
、
お
よ
び
特
許
の
可
能
性
、

諸
要
素
が
こ
れ
で
あ
る
。

だ
が
、
彼
に
よ
れ
ば
、
「
公
役
務
は
、
行
政
の
意
図
が
、

そ
の
役
務
と
第
三
者
と
の
閣
の
関
係
の
組
織
方
法
に

お
い
て
、

な
お
表
示
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、

乙
の
関
係
に
お
い

乙
の
性
質
(
商
工
業
的
役
務
の
性
一
質
)
を
完
全
に
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

て
、
:
:
:
役
務
は
通
常
の
企
業
者
と
し
て
行
動
し
て
い
る
。

一
つ
の
役
務
の
作
用
を
生
じ
さ
せ
る
法
律
関
係
に
お
い
て
、
:
:
:
一
の
も
の
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，、、、

は
普
通
法
外
の
規
定
に
服
す
る
の
に
対
し
、

他
の
も
の
は
私
人
聞
に
定
め
ら
れ
た
規
定
と
類
似
し
て
い
る
、
」
と
い
う
や

し
た
が
っ
て
、

乙
の
ラ
ロ

1
ク
の
説
に
お
い
て
は
、
商
工
業
的
公
役
務
の
概
念
の
定
義
に
お
け
る
力
点
は
、
明
白
に
、
後
者
の
法
律
関
係
に
お
け
る
普
通

法
外
の
規
定
の
有
無
に
依
拠
し
て
い
る
。

彼
の
挙
げ
る
例
に
よ
れ
ば
、
「
固
に
よ
っ
て
管
理
さ

そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
彼
の
説
の
結
果
、

れ
る
保
険
の
公
役
務
は
、
も
し
も
国
が
そ
れ
ら
の
会
役
務
を
私
的
会
社
が
す
る
の
と
同
一
の
条
件
に
お
い
て
提
供
し
て
い
る
な
ら
ば
、
商

業
的
公
役
務
の
性
格
安
格
す
る
で
あ
ろ
う
」
し
、
「
も
し
も
反
対
に
保
険
が
義
務
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
国
が
保
険
を
つ
け
ら
れ
た
価
値
の
決

定
に
お
い
て
、
:
:
:
普
通
法
外
の
特
権
を
留
保
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
と
き
に
は
、

そ
と
に
は
も
は
や
商
業
的
な
役
務
は
存
在
し
な
い
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

同

と
の
商
工
業
的
公
役
務
の
概
念
は
、

そ
の
客
観
的
な
性
格
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
説
に
よ
っ
て
は
妥
当
な

右

K
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

フランス行政法における公役務概念について

概
念
で
は
な
く
、
ま
た
、

そ
の
組
織
の
法
律
的
条
件
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
諸
説
に
よ
っ
て
も
、
充
分
に
そ
の
性
格
が
解
明
き
れ
た
も
の

と
は
奮
い
難
い
。

と
の
よ
う
に
、
荷
工
業
的
公
役
務
の
法
律
的
な
観
点
か
ら
の
定
義
は
、
か
な
り
暖
昧
で
あ
り
、
学
説
上
判
然
と
し
た
見

そ
の
基
本
的
な
観
点
を
、
普
通
法
外
の
規
定
へ
の
服
従
の
有

無
ま
た
は
私
企
業
と
の
類
似
の
有
無
の
要
求
に
求
め
ざ
る
を
え
な
い
状
態
に
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
概
念
の
定
義
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ

解
を
う
ち
た
て
る
と
と
が
で
き
ず
、
行
政
判
例
の
用
い
る
公
式
に
従
っ
て
、

の
商
工
業
的
役
務
の
拡
大
に
よ
り
、
公
役
務
理
論
が
重
大
な
打
撃
を
蒙
っ
た
事
実
は
疑
い
が
な
い
ヲ

し
た
が
っ
て
、

と
の
よ
う
な
商
工
業

的
役
務
の
発
生
な
い
し
は
増
大
に
よ
り
、
公
役
務
理
論
が
ど
の
よ
う
な
修
正
な
い
し
は
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
か
を
知
る
た
め
に
、
次

に
、
と
の
商
工
業
的
役
務
の
理
論
と
公
役
務
概
念
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

そ
の
学
説
を
検
討
し
て
み
る
乙
と
に
し
よ
う
。

(2) (1) 

Z
O
S
S
E
-
-
o
p
H
U
F
H
H
H・
HN.

円
陣
ロ
グ
曲
向
日
和
H
P
吋
同
忠
弘
色
恥
目
。
ロ
宮
町
四
島
町
仏

H10X
白
《

-
H
U
E
-
2
g
z
p
N
b
ι
・
匂

-
N
5・
Hhrι
・
同
M
・

ωHH・

北法 13(2・19)236



鋭

間

H
b
E
E仏
静
岡
町
妙
。
同

y
g
F
H
E・句・

ωHN・

凶

E

5
色
町
♂

O句
-
n
F
F
N
E・
MM・
出
品
lN由日・

附

m
o
F
E
-
H
ν
円
台
広
骨
骨
o
x
a
g
wロ
EHmw件以
W
E
E
-
巴
E
V
同

y
N
H・

倒

H
b
H
O
ρ
5
6
F
g
a
g四
四
同
白
色

g
国
刊

H4Fn相
田
匂
戸

H
r
-
-
2
5門
円
戸
田
可

5vwHuuuw
日
〕

-
H
?
H
N・

m
ロ
バ
デ

l
ル
の
税
く
と
乙
ろ
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
商
工
業
的
公
役
務
と
そ
の
利
用
者
と
の
関
の
判
例
の
慣
用
文
例
は
次
の
よ
う
な
文
書
で
あ
る
と

い
う
。
「
国
は
、
そ
れ
が
産
業
的
ま
た
は
商
業
的
な
性
格
の
公
役
務
の
管
理
を
負
担
す
る
と
き
、
役
あ
の
作
用
の
特
別
の
条
項
ま
た
は
特
別
の
条
件
が
そ
の

利
用
者
と
補
給
さ
れ
た
個
別
的
な
協
約
に
行
政
契
約
の
性
格
を
与
え
な
い
か
ぎ
り
、
通
常
の
産
業
と
同
一
の
状
況
に
お
い
て
利
用
者
に
相
対
し
て
い
る
。
」

r
z
H福
島
町
♂
叶
自
正
吾
品
0
2
5
2
M
g
E
E
号
m
gロ
E
Z
色
白
5
5
5
2
F
F
Y
匂
・
出

N・

論

商
工
業
的
公
役
務
に
関
す
る
法
制
度
と
公
役
務
理
論
と
の
学
説
上
の
関
連

乙
の
商
工
業
的
役
務
の
概
念
と
公
役
務
理
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
学
説
は
、
大
別
し
て
、
次
の
一
二
つ
の
型
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
的
な
立
場
に
立
っ
て
商
工
業
的
役
務
の
概
念
を
否
認
し
公
役
務
理
論
を
固
執
す
る
説
、
商
工
業
的
役
務
と
公
役
務

理
論
と
を
妥
協
さ
せ
よ
う
と
す
る
説
、
お
よ
び
、
公
役
務
理
論
を
排
除
し
て
独
自
の
観
点
か
ら
商
工
業
的
役
務
に
関
す
る
法
制
度
を
説
明

し
よ
う
と
す
る
説
、

の
諸
説
が
乙
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
次
に

乙
れ
ら
の
諸
説
に
つ
い
て
、
簡
単
に
そ
の
内
容
を
紹
介
し
、

見
解
を
検
討
し
て
み
る
ζ

と
に
し
よ
う
。

(1) 

公
役
務
理
論
を
固
執
す
る
説

と
の
公
役
務
理
論
を
固
執
し
、
公
役
務
に
属
す
る
分
野
に
お
け
る
公
法
の
全
体
的
な
適
用
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
説
は
、

い
わ
ゆ
る
公

役
務
学
派
の
主
張
に
お
い
て
、
最
も
顕
著
に
見
出
き
れ
る
。
乙
の
点
に
関
し
て
、
デ
ユ
ギ
イ
は
、

よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
デ
ュ
ギ
イ
は
、
ま
ず
、
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
の
理
論
を
受
け
継
い
で
い
る
・
ヘ
ル
テ
ル
ミ
イ
の
権
威
の
役
務
と
管
理

一
九
二
八
年
に
お
い
て
、
な
お
、
次
の

〆
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〆、¥/

の
役
務
の
区
別
に
言
及
し
て
、
「
人
は
、
権
威
の
役
務
と
管
理
の
役
務
の
こ
の
誤
っ
た
不
幸
な
区
別
の
す
べ
て
が
、

一
度
に
取
り
払
わ
れ
る

乙
と
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
区
別
が
、

混
乱
し
か
っ
梱
反
し
さ
え
し
て
い

そ
し
て
、
人
は

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
、

つ
い
で
、

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
判
例
に
お
い
て
、
現
在
再
生
し
よ
う
と
し
て
は
い
な
い
か
ど
う
か
を
問
う
こ
と
が
で
き
る
、
」
と
述
べ
る
。

彼
は
、
公
権
力
に
む
す
び
つ
け
ら
れ
る
公
役
務
と
理
論
上
私
企
業
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
公
役
務
と
を
分
類
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
普

通
法
外
の
特
別
の
規
定
を
用
い
な
い
か
ぎ
り
、
行
政
の
権
限
か
ら
排
除
さ
れ
る
旨
の
あ
る
政
府
委
員
の
論
告
に
触
れ
て
、

そ
の
論
告
を
強

く
攻
撃
す
る
。
「
そ
れ
が
何
で
あ
れ
、
私
は
、

私
が
先
に
述
べ
た
と
と
を
完
全
に
維
持
す
る
。

二
つ
の
物
は
同
一
の
も
の
で
あ
り
、

活
動
は
公
役
務
で
あ
る
か
、

そ
れ
は
常
に
同
一
の
性
格
を
有
す

そ
う
で
な
い
か
で
あ
る
。
も
し
も
そ
の
活
動
が
公
役
務
で
あ
る
な
ら
ば
、

同

る
。
そ
れ
が
公
役
務
で
あ
る
こ
と
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
す
べ
て
の
結
果
は
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

い
わ
ゆ
る
権
威
の
公
役
務
と
管

フランス行政法における公役麓概念について

理
の
公
役
務
と
の
閣
の
す
べ
て
の
区
別
は
、
混
乱
と
過
誤
と
に
陥
ち
い
る
も
の
と
し
て
、
決
定
的
に
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

ζ

の
デ
ュ
ギ
イ
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
公
役
務
理
論
を
固
執
す
る
説
は
、
同
じ
く
公
役
務
学
派
の
一
人
で
あ
る
グ
エ
エ
ズ
に
よ
っ
て
、

多
少
緩
和
さ
れ
た
形
の
も
と
に
、
主
張
さ
れ
て
い
る
o

U
ェ
エ
ス
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
一
般
的
な
利
益
を
満
足
さ
せ
る
す
ぺ
て

の
行
政
活
動
が
必
然
的
に
公
法
の
制
度
に
服
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
認
め
、
公
役
務
の
定
義
に
公
法
の
手
続
に
よ
る
特
別
の
制
度
の
要

素
を
付
加
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
、
公
役
務
と
は
、
公
益
の
目
的
の
た
め
に
行
政
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
行
動
で
あ
る
と

同
時
に
、
公
法
の
手
続
を
用
い
て
行
使
さ
れ
る
活
動
で
あ
り
、

こ
の
公
法
の
手
続
の
要
素
を
付
加
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、

乙
の
ジ
ェ
エ

一
層
の
譲
歩
を
示
し
て
い
る
も
の
と
き
口
う
こ
と
が
で
き
る
。

ズ
の
説
は
、
デ
ュ
ギ
イ
の
説
に
比
し
て
、

と
の
よ
v

つ
に
、

グ
エ
エ
ズ
は
、
デ

ユ
ギ
イ
と
異
な
り
二
般
的
な
利
益
を
満
足
さ
せ
る
行
政
の
活
動
が
私
法
の
み
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
場
合
の
存
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
。

だ
が
、
彼
の
説
に
よ
れ
ば
、
公
役
務
は
一
元
的
な
制
度
と
し
て
把
握
さ
れ
て
お
り
、
次
の
二
つ
の
可
能
な
解
決
が
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
。 の
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鋭

す
な
わ
ち
、

一
般
的
な
利
益
の
た
め
の
行
政
企
業
は
、
公
法
の
特
別
の
制
度
に
服
す
る
公
役
務
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
排
他
的
に
私
法

に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
行
政
的
管
理
の
企
業
で
あ
る
か
、
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
と
の
ジ
エ
エ
ズ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
そ

論

の
役
務
の
範
鷹
が
対
置
さ
れ
る
と
と
に
な
り
、

そ
の
活
動
は
、
あ
る
而
で
は
公
法
に
、
他
の
面
で
は
私
法
に
、

そ
れ
ぞ
れ
規
律
さ
れ
る
混

合
的
な
制
度
に
服
す
る
産
業
的
な
公
役
務
の
概
念
は
、

そ
の
存
在
を
無
視
さ
れ
る
結
果
を
生
ず
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
デ
ュ
ギ
イ
は
、
産
業
的
役
務
の
中
に

一
の
公
役
務
の
み
を
見
出
そ
う
と
欲
し
、

ジ
ュ
エ
ズ
は
、

そ
こ
に
、
あ
る
い
は

一
の
公
役
務
を
、
あ
る
い
は
一
の
行
政
的
管
理
を
見
出
そ
う
と
し
て
お
り
、

入
す
る
余
地
が
見
出
さ
れ
な
い
。
だ
が
、

と
れ
ら
の
説
に
お
い
て
は
、
産
業
的
役
務
の
概
念
は
何
ら
介

こ
の
よ
う
な
公
役
務
理
論
を
固
執
す
る
見
解
は
、
判
例
が
産
業
的
役
務
の
概
念
の
名
の
も
と
に

公
役
務
の
領
域
広
大
幅
に
私
法
の
適
用
を
認
め
て
い
る
状
態
に
適
合
す
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
近
時
の
学
説
は
、
同
様
に
公
役
務

理
論
を
採
用
す
る
と
し
て
も
、
何
ら
か
の
形
で
と
の
産
業
的
役
務
の
概
念
を
と
り
入
れ
、

と
の
概
念
と
公
役
務
概
念
と
を
妥
協
さ
せ
よ
う

と
努
力
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

山

口

agHHEH恥
L
E・
5
伊
丹
・
ロ
・
匂
・
害
虫

間
前
出
、
第
一
章
第
二
節
三
、
北
法
一
一
一
一
巻
一
号
六
三
|
六
八
頁
参
照
。

聞
こ
の
行
政
的
管
理
(
伺

gEOロ
g
g庄
町
宵
旦

S)
と
い
う
語
は
、
今
日
で
は
、
通
常
、
公
管
理
と
同
意
畿
に
用
い
ら
れ
、
私
管
理
と
対
置
さ
れ
た
続
念
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ジ
エ
ズ
に
よ
っ
て
は
、
「
排
他
的
に
私
法
の
手
続
を
も
っ
て
す
る
公
の
職
員
に
よ
る
一
般
的
な
利
益
の
需
用
の
満
足
の
場
合
」

が
乙
れ
に
当
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
む
し
ろ
今
日
で
い
う
私
管
理
と
同
様
の
意
裁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
に
注
意
を
要
す
る
。
』
宮
内
J
T協
同
誌
ロ
n-胃
師
"

ω

血中島・
H
U
ω
0
・F
H
H
・M
V

・叶・

凶
乙
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
出
、
第
一
章
第
二
節
三
、
北
法
二
ニ
巻
一
号
六
六
頁
、
特
に
そ
の
註
間
参
照
。
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(2) 

妥

協

説

(I) 
会
役
務
理
論
に
留
保
を
認
め
る
説

と
の
留
保
を
容
認
す
る
説
は
、

ポ
ナ
1
ル
に
よ
っ
て
、
最
も
典
型
的
に
代
表
さ
れ
る
。
ボ
ナ
1
ル
は
、
行
政
法
の
適
用
領
域
に
言
及
も

て
、
「
私
法
は
、
原
則
と
し
て
公
役
務
に
適
用
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
役
務
の
作
用
に
対
し
て
そ
れ
が
全
く
排
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
」

と
述
べ
、

そ
の
理
由
と
し
て
、
「
公
権
力
の
行
使
の
考
え

K
よ
る
行
政
法
の
正
当
化
に
よ
っ
て
、

次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
c

「
実
際
、

行
政
法
は
す
べ
て
の
行
政
活
動
に
拡
げ

ら
れ
る
乙
と
が
で
き
な
い
」
と
と
を
挙
げ
て
、

こ
の
考
え
を
行
政
活
動
に
お
け
る
公
権
力
の
介
入

か
ら
引
き
出
す
学
説
は
、
す
べ
て
の
行
政
活
動
が
公
権
力
の
方
法
に
よ
っ
て
、
指
揮
的
意
思
の
介
入

K
よ
っ
て
行
使
さ
れ
な
い
こ
と
を
認

同

め
る
。
そ
れ
は
、
行
政
が
、
同
様
に
多
く
、
か
な
り
し
ば
し
ば
、
私
人
の
そ
れ
と
同
様
な
意
思
を
も
っ
て
活
動
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

フランス行政法における公役務概念について

ζ

れ
が
管
理
の
行
政
活
動
で
あ
る
。
」
乙
の
よ
う
に
、
「
行
政
法
は
優
越
的
な
意
思
の
介
入
の
事
実
、
公
権
力
の
行
使
の
事
実
か
ら
正
当
化

さ
れ
る
。

公
権
力
が
介
入
し
な
い
と
き
、

行
政
が
私
人
の
そ
れ
と
類
似
の
意
思
を
も
っ
て
活
動
す
る
と
き
に
は
」
、
行
政
法
の
適
用
は
も

は
や
正
当
化
さ
れ
ず
、

そ
し
て
、

公
役
務
理
論
の
立
場
ピ
立
ち
帰
っ
て
、
「
行
政
法
の
領
域
は
、

そ
の
と
き
に
は
私
法
が
適
用
さ
れ
る
。

公
役
務
の
対
象
お
よ
び
目
的
の
特
別
の
性
格
の
考
慮
に
よ
る
行
政
法
の
正
当
化
を
も
っ
て
、
行
政
の
組
織
お
よ
び
活
動
の
す
べ
て
の
事
項

に
拡
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
J

だ
が
、

い
く
つ
か
の
行
政
活
動
は
公
役
務
に
関
し
な
い
が
ゆ
え
に
、
ま
た
あ
る
公

役
務
に
つ
い
て
は
公
法
の
適
用
が
役
務
の
良
き
作
用
を
確
保
す
る
た
め
に
必
然
的
に
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
、
留
保
が
私
法
に
有

利
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

乙
乙
で
は
私
法
が
妥
当
す
る
」
と
説
き
、
こ
の
留
保
が
さ
れ
う
る
場
合
と
し
て
、
次
の
三
つ
の
領
域
を
挙

げ
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
、
行
政
の
活
動
の
目
標
と
す
る
需
要
が
公
の
需
要
で
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
私
産
を
構
成
す
る
行
政
の
財
産
の

管
理
の
場
合
で
あ
り
、

そ
の
第
二
は
、
公
役
務
の
作
用
の
た
め
に
締
結
さ
れ
た
、
私
人
聞
の
契
約
に
お
い
て
正
常
に
見
出
さ
れ
る
条
項
の
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税

み
を
包
含
す
る
契
約
で
あ
る
。
そ
し
て
、

い
わ
ゆ
る
商
工
業
的
役
務
の
作
用
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
第
三
が
、

乙
の
ポ
ナ

1
ル
の
見
解
は
、
行
政
法
の
適
用
分
野
の
決
定
に
つ
い
て
、
公
権
力
の
行
使
に
依
拠
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
注

論

自
に
値
す
る
。
だ
が
、
彼
は
、

と
の
よ
う
な
考
え
を
も
ち
な
が
ら
も
、
公
役
務
概
念
を
行
政
法
の
基
礎
的
概
念
と
す
る
立
場
を
固
守
し
、

実
定
の
行
政
判
例
の
状
態
に
し
た
が
っ
て
、

そ
れ
に
留
保
な
い
し
は
例
外
を
容
認
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、

乙
の
意
味
に
お
い

て
、
理
論
的
な
関
連
に
言
及
せ
ず
、
単
に
留
保
の
み
を
認
め
る
と
の
説
は
、
公
役
務
概
念
と
商
工
業
的
公
役
務
に
関
す
る
法
律
制
度
を
妥

協
さ
せ
よ
う
と
す
る
諸
説
の
中
で
、
最
も
素
朴
な
説
と
言
う
と
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

(
E
)
 
公
役
務
概
念
の
二
元
性
を
容
認
す
る
説

と
の
公
役
務
に
二
元
性
(
仏
ロ
丘
町
自
巾
)
を
認
め
る
説
は
、
主
と
し
て
、

ロ
ラ
ン
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
、
主
張
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
公
役
務
の
概
念
を
、

組
織
的
お
よ
び
形
式
的
な
観
点
か
ら
、
「
為
政
者
の
高
度
の
監
督
の
も
と
に
お
か

ロ
ラ
ン
は
、

れ
、
民
衆
の
集
団
的
な
需
要
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
な
利
益
の
企
業
ま
た
は
制
度
で
あ
る
、
」
と
定
義
す
る
。

そ
し
て
、
「
公
役
務

は
す
べ
て
そ
れ
を
私
企
業
か
ら
区
別
す
る
共
通
の
性
格
を
有
す
る
」
と
説
き
、
こ
の
よ
う
な
共
通
の
性
格
と
し
て
、
為
政
者
の
監
督
、
継

改
正
法
律
(
}
♀
母
与
吉
宮
5
3
H
)、
お
よ
び
平
等
の
原
理
を
挙
げ
て
い
る
。
だ
が
、
彼
に
よ
れ

続
の
義
務
(
0目
】
釘
随
一
由
民

O
出
向
同
町

no江口巳怠)、

ば
、
「
公
役
務
は
す
べ
て
が
同
一
の
制
度
に
服
す
る
も
の
で
は
な
い
。

正
常
、
通
常
に
は
、

そ
れ
ら
は
特
別
の
法
律
制
度
に
服
す
る
。

か
し
、

そ
れ
は
私
法
の
原
理
に
服
す
る
ζ

と
も
あ
る
。
・
:
公
役
務
と
い
う
表
現
は
、

ζ

の
よ
う
に
二
つ
の
意
味
を
と
る
。

そ
れ
は
、
ま

ず
、
為
政
者
に
所
属
す
る
す
べ
て
の
公
企
業
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、

固
有
の
公
役
務
ま
た
は
狭
義
の
公
役
務
を
意
味
す
る
。
」

ζ

の
よ
う
に
、

つ
い
で
、
特
別
の
法
律
制
度
に
服
す
る
ζ

れ
ら
の
企
業
の
意
味
、

公
役
務
に
つ
い
て
、

私
法
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る

ロ
ラ
ン
は
、

場
合
を
も
含
め
た
広
義
の
概
念
と
、
公
法
の
特
別
の
制
度
に
服
す
る
場
合
の
み
に
限
定
さ
れ
た
狭
義
の
概
念
と
の
二
つ
の
概
念
が
成
立
す

北法 13(2・24)240
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/、

る
こ
と
を
認
め
、

こ
の
概
念
の
二
元
性
を
明
白
に
肯
定
し
て
い
る
。

p
-
S三

J
h
A
H
N
 

乙
の
彼
の
説
は
、

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
普
通
の
原
則
(
】
同

は
、
公
的
企
業
は
固
有
の
公
役
務
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
疑
い
の
あ
る

場
合
に
、
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
公
筏
務
に
特
別
な
制
度
の
原
則
で
あ
る
」
、
と
付
加
し
、
こ
の
概
念
の
二
元
性
を
容
認
し

zht巾
口

O
B
B
E
M
a

な
が
ら
も
、
な
お
、
公
役
務
理
論
の
原
則
的
な
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

と
の
ロ
ラ
ン
の
説
も
、
先
の
ボ
ナ

I
ル
の
説
と

同
様
に
、
論
理
的
な
見
解
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
絞
述
的
な
見
解
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

(
盟
)

公
役
務
を
必
要
条
件
と
す
る
説

公
役
務
概
念
を
商
工
業
的
役
務
に
お
け
る
公
法
の
適
用
の
必
要
条
件
と
す
る
説
は
、

一
九
五
三
年
の
ロ
パ
デ
1
ル
の
著
書
の
初
版
に
お

同

い
て
、

展
開
さ
れ
て
い
る
。

乙
の
著
者
に
お
い
て
は
、
「
行
政
法
に
特
別
の
原
則
お
よ
び
理
論
を
説
明
し
正
当
化
ず
る

ロ
パ
デ
1
ル
は
、

の
は
、
公
役
務
の
需
要
で
あ
る
」
と
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
も
、
公
役
務
の
領
域
へ
の
私
法
の
侵
入
の
事
実
を
認
め
、
あ
る
種
の
公
役
務

フランス行政法における公役軍事郷念について

特
に
商
工
業
的
役
務
な
ど
に
つ
い
て
公
役
務
理
論
が
障
害
を
蒙
り
、
「
こ
れ
ら
の
役
務
に
つ
い
て
は
、

と
の
一
の
競
合
が
存
在
す
る
」
乙
と
を
指
摘
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「
そ
の
こ
と
か
ら
、

の
範
峰
、

今
日
私
法
と
行
政
制
度

会
役
務
は
、

そ
れ
ら
の
事
項
に

そ
の
利
益
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
結
果
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
最
近
の
判
決
に
至
る
ま
で
、

お
い
て
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
グ
タ
は
、

行
政
裁
判
所
の
権
限
を
決
定
し
公
法
の
規
定
の
適
用
を
正
当
比
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
は
、
事
件
化
お
い
て
一
つ
の
公
役
務
が
存

と
の
概
念
を
援
用
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、

公
役
務
の
存
在
は
行
政
制
度
が
実
施
さ
れ
る
た
め
の
一
の
必

在
す
る
か
否
か
を
探
究
し
、

要
条
件
で
あ
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。

と
の
意
味
化
お
い
て
、
公
役
務
と
行
政
な
い
し
は
私
人
の
私
的
活
動
と
の
聞
の
区
別
は
基
本
的

な
ま
ま
で
あ
る
じ
だ
が
、

ロ
パ
グ
1
ル
に
お
い
て
は
、
「
公
役
務
の
存
在
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
も
は
や
行
政
の
権
限
お
よ
び

法
が
出
現
す
る
た
め
の
充
分
条
件
で
は
な
い
。
公
役
務
の
活
動
に
む
す
び
つ
け
ら
れ
る
す
べ
て
の
も
の
は
、
必
ら
ず
し
も
、
行
政
制
度
に
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税

帰
属
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
の
私
法
と
行
政
法
と
の
競
合
は
、
公
役
務
は
常
に
行
政
法
の
優
越
的
規
定
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
一
般
的
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。
」
し
た
が
っ
て
、
彼
の
説
に
よ
れ
ば
、

公
役
務
は
、

行
政
法
の
特
別
の
制
度
の
適
用
さ
れ

論

る
必
要
条
件
で
あ
る
が
、
充
分
条
件
で
は
な
い
と
い
う
乙
と
に
な
り
、
公
役
務
に
属
し
な
け
れ
ば
と
の
制
度
は
適
用
さ
れ
る
と
と
が
で
き

と
の
概
念
は
そ
の
意
義
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

な
い
と
い
う
限
度
で
、

こ
の
よ
う
な
ロ
パ
デ

1
ル
の
説
は
、

コ
ラ
イ
ユ
に
よ
っ
て
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
第
一
に
、

一
般
的
な
昆

解
と
し
て
、
私
産
の
管
理
は
私
法
に
属
す
る
と
言
う
と
と
が
で
き
て
も
、

そ
れ
は
行
政
法
の
規
定
の
部
分
的
な
適
用
を
排
除
す
る
も
の
で

は
な
く
、
判
例
は
、
私
産
の
管
理
に
関
す
る
あ
る
種
の
法
律
行
為
が
行
政
的
な
性
格
を
有
す
る
乙
と
を
認
め
て
い
る
か
ら
、

と
の
説
は
現

実
の
法
律
状
態
に
適
合
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
、

そ
し
て
、
第
二
に
、

乙
の
説
は
、
行
政
制
度
の
適
用
の
問
題

K
つ
い
て
何
ら
の
効
果
も

な
く
、

そ
の
答
を
提
出
し
て
は
い
な
い
乙
と
、

そ
の
実
定
法
へ

の
諸
点
が
乙
れ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
実
際
、

と
の
ロ
パ
デ
1
ル
の
説
は
、

の
適
合
性
の
点
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、

そ
の
行
政
制
度
の
適
用
の
点
に
つ
い
て
は
、
消
極
的
な
余
り

コ
ラ
イ
ユ
の
指
摘
す
る
と
お
り
、

tζ 充
展分
開で
さな
れい
て意
は義
いの
なみ
いを
の有
です
ある
るす lと
0..- す

ぎ
ず

と
の
著
者
に
よ
り
充
分

し
た
が
っ
て
、

と
の
必
要
条
件
説
は
、

そ
の
第
二
版
に
お
い
て
、

右
の
よ
う
に
、
公
役
務
理
論
と
商
工
業
的
公
役
務
の
概
念
を
妥
協
さ
せ
よ
う
と
す
る
諸
説
は
、

い
ず
れ
も
、
必
ら
ず
し
も
満
足
す
べ
き

も
の
と
は
言
い
え
な
い
。

つ
い
で
、
公
役
務
理
論
を
排
除
し
て
、
独
自
の
立
場
か
ら
、

乙
の
商
工
業
的
役
務
の
概
念
を
構
成

そ
れ
ゆ
え
、

す
る
諸
説
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
と
に
し
よ
う
。

(2) (1) 

切

g
E
E
W
同

V
H
b
n
F
N
E
-
S
E
w
-
y
ω
ι
・

と
の
改
正
法
律
の
原
理
と
は
、
公
役
蕩
の
組
織
お
よ
び
作
用
は
、
権
限
を
有
す
る
機
関
の
定
め
る
法
律
に
よ
っ
て
、
い
つ
で
も
改
正
さ
れ
る
と
と
が
で

〆、J
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、" 一民、

同

き
る
と
い
う
原
理
を
い
う
。

聞
を
E
P
v
t・
5EHug-
下
平
ロ
・

凶
問
。
ロ

B
P
S
-
n伊丹・句・
N
H
・

間

H
h
c
E島町
P
J門
B
E
b
v
b
g
g
S
5・
H
E・
5
8
w
H】・凸・

倒

Eロ
ゲ
脚
色

b
H
9
0旬

-
a
F
M
y
hム∞・

m(UDHa円F
O
匂

-
n
F
M】・由叶
1
8・

間

ロ

パ

デ

l
ル
は
、
第
三
版
に
お
い
て
は
、
先
の
初
版
の
記
述
に
対
応
す
る
「
公
役
務
に
お
け
る
私
法
の
侵
入
」
と
題
す
る
頃
に
お
い
て
、
「
乙
の
領
域

に
お
い
て
は
、
私
法
の
制
度
は
、
も
は
や
、
例
外
的
か
っ
少
数
の
現
象
と
し
て
現
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
、
単
に
、
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
「
乙
れ

ら
の
役
務
の
作
用
が
叩
服
す
る
一
般
的
な
原
理
と
な
っ
て
い
る
の
は
私
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
も
見
る
よ
う
に
、
産
業
的
ま
た
は
商
工
業
的
な
公
役
蕩
の

場
合
で
あ
る
」
と
だ
け
記
述
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
o
F
2
5
ι
b
H
P
C日
y
n昆

-
N
E・
5
S
-
H
Y
&・
だ
が
、
彼
は
、
他
の
個
所
に
お
い
て
は
、
公
役
務

の
存
在
は
、
行
政
の
活
動
が
乙
の
裁
判
所
に
帰
属
す
る
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
る
と
と
を
、
依
然
と
し
て
留
め
て
い
る
。
号
耳
目
V
N
U
H
・

フランス行政法における公役務概念について

(3) 

公
役
務
理
論
を
排
除
す
る
説

右
に
紹
介
し
て
き
た
よ
う
な
公
役
務
概
念
と
の
関
連
に
お
い
て
商
工
業
的
役
務
に
関
す
る
法
制
度
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
諸
説
に
対
し

て
、
他
方
、

こ
の
商
工
業
的
役
務
の
基
礎
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
説
が
存
在
す
る
。

乙
の
公
役
務
概

公
役
務
概
念
と
は
全
く
無
関
係
に
、

念
を
排
除
す
る
見
解
は
、
公
役
務
理
論
の
価
値
の
下
落
に
伴
っ
て
、
今
日
か
な
り
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
次
に
、

こ
の
よ

う
な
説
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、

乙
の
商
工
業
的
役
務
に
関
す
る
法
制
度
の
基
礎
を
、
役
務
の
法
的
状
況

(
C
S
E
E
t
g
Y江
島

5
5
)

に
求
め
る
コ
ラ
イ
ユ
の
説
と
、
公
管
理
と
私
管
理
心
区
別
に
よ
る
シ
ヤ
ピ
ュ
の
説
と
を
紹
介
し
て
、

そ
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
乙
と
に

し
た
い
。(工

)

役
務
の
法
的
状
況
に
依
拠
す
る
説

乙
の
説
を
主
張
す
る
コ
ラ
イ
ユ
は
、
ま
ず
、
従
米
の
学
説
を
検
討
し
て
、
商
工
業
的
役
務
に
関
す
る
法
制
度
は
従
来
の
公
役
務
理
論
に
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説

よ
っ
て
は
説
明
さ
れ
る
と
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、

次
の
よ
う
に
論
述
す
る
。
「
一
般
的
な
態
度
か
ら
し
て
、

が
到
達
す
る
の
は
そ
の
概
念
の
二
元
性
で
あ
る
。

乙
の
二
元
性
は
多
か
れ
少
な
か
れ
是
認
さ
れ
て
お
り
、
多
か
れ
少
な
か
れ
明
白
で
あ
っ

論

て
、
そ
れ
は
常
に
存
在
す
る
。

一
九
四

O
年
以
前
の
公
役
務
の
理
論
家
た
ち
が
殆
ん
ど
重
要
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
そ
の
留
保
、
そ
の

た
だ
ち
に
か
な
り
広
域
な
も
の
と
な
っ
た
。
:
:
:
産
業
的
役
務
の
理
論
は
、
も
は
や
、
真
の
公
役
務
理
論
で
は
な
い
。
」
つ
い
で
、

屈
折
は
、

彼
は
、
商
工
業
的
公
役
務
に
関
す
る
判
例
の
解
釈
を
、
損
害
賠
償
責
任
制
度
、
職
員
の
地
位
に
関
す
る
制
度
、
お
よ
び
そ
の
法
律
行
為
に
関

す
る
制
度
の
三
分
野
に
お
い
て
分
析
し
て
、
一
九
二
一
年
の
象
牙
海
岸
植
民
地
事
件
に
お
い
て
、
そ
の
権
眼
を
決
定
す
る
た
め
に
権
限
裁
判

所
が
採
用
し
た
原
理
は
、
役
務
の
法
律
的
な
性
質
決
定
(
広
告
色
広
口
白
色

S
Y円
五
五
回
町
内
日
正
岡
岡
田
町

2
Fロ
巾
)
の
問
題
の
探
究
、
す
な
わ
ち
公
役

務
理
論
に
よ
る
権
限
決
定
の
探
究
に
あ
る
の
で
は
な
く

法
的
状
況
ま
た
は
行
政
の
行
動

(
E
n
o
s
O
3
m
S
E
r
-
w
注
目

5
5号
ロ
)

の
分
析
の
問
題
、
す
な
わ
ち
私
的
企
業
と
の
類
似
の
観
念
に
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
と
の
よ
う
な
権
限
裁
判
所
の
立
場
は
、
先
に

も
述
べ
た
よ
う
に
、
若
干
の
動
揺
を
示
し
な
が
ら
も
、
そ
の
後
の
行
政
判
例
に
よ
っ
て
、

う
に
結
論
す
る
。
「
商
工
業
的
公
役
務
に
関
す
る
こ
の
研
究
に
お
け
る
我
々
の
意
図
は
、

一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
き
た
と
説
き
、
次
の
よ

公
役
務
の
一
般
的
理
論
に
合
体
さ
れ
よ
う
と
す

る
一
つ
の
理
論
の
深
い
基
礎
を
探
究
す
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
合
体
は
、
数
多
く
の
困
難
と
矛
盾
と
を
惹
起
す
る
。

そ
の
す

そ
の
と
き
、

べ
て
を
不
確
か
で
あ
り
か
つ
不
精
密
な
判
例
に
依
拠
す
る
多
く
の
学
説
的
構
成
の
分
析
は
、
同
様
な
立
場
の
不
充
分
さ
を
我
々
に
示
し
た
。

:
・
乙
れ
ら
の
我
々
の
実
定
法
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
も
の

(ng
門
目
。
ロ
ロ
常
的
)
の
基
礎
を
説
明
し
か
っ
探
究
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

の
基
礎
は
、

理
論
の
淵
源
に
つ
い
て
さ
え
探
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
:
:
:
乙
の
事
項
に
お
け
る
判
例
の
進
化
の
研
究
は
、
完
全
に

我
々
の
次
の
論
題
を
確
信
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
産
業
的
役
務
に
つ
い
て
の
判
例
は
、
公
役
務
理
論
と
は
関
係
が
な
い
。
行
政
制
度
と
行

政
の
権
限
は
公
役
務
の
概
念
を
用
い
て
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
法
的
状
況
の
諸
要
素
の
性
質
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
す
る

戸、 J

人
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一
つ
の
傾
向
が
、

一
九
一
二
年
以
来
確
信
さ
れ
て
い
る
。
行
政
制
度
、

し
た
が
っ
て
、
行
政
裁
判
所
の
権
限
の
基
盤
に
あ
る
の
は
、
使
用

さ
れ
た
法
手
続
、
行
政
の
一
の
行
動
、

そ
れ
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
活
動
の
性
質
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
確
信
さ
れ
か
つ
発
展
さ
れ

る
乙
と
を
止
め
な
い
一
の
重
要
な
進
化
は
、
公
役
務
の
伝
統
的
な
理
論
の
障
害
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
商
工
業
的
役
務
と
一
言
わ
れ
る
理
論

は
、
公
役
務
の
概
念
の
真
正
な
防
禦
者
が
否
定
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
原
理
を
仮
定
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
行
政
に
特
別
な
制
度
の
適
用

は
法
的
状
況
の
性
質
を
用
い
て
さ
れ
る
と
と
を
仮
定
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、

そ
れ
は
、
行
政
は
正
常
に
優
越
的
制
度
と
普
通
法
の
制

度
の
二
つ
の
制
度
に
服
す
る
ζ

と
を
仮
定
し
て
い
る
。
」
こ
の
よ
う
に
、

コ
ラ
イ
ユ
は
、
商
工
業
的
役
務
に
お
け
る
権
限
の
基
礎
を
、
普

通
法
外
の
法
的
状
況
と
普
通
法
上
の
法
的
状
況
と
の
区
別
の
概
念
に
求
め
、

こ
れ
ら
の
役
務
の
基
礎
が
公
役
務
概
念
と
関
連
を
有
し
な
い

同

事
実
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

フランス行政法における公役務概念について

(
E
)
 
公
管
理
と
私
管
理
の
区
別
に
よ
る
説

乙
の
説
を
主
張
す
る
シ
ャ
ピ
ュ
は
、
ま
ず
、
責
任
訴
訟
に
お
け
る
司
法
裁
判
所
の
権
限
の
領
域
に
言
及
し
て
、

乙
の
司
法
裁
判
所
の
権

限
の
領
域
は
、
そ
の
職
員
に
関
す
る
事
項
の
場
合
を
除
い
て
、
商
工
業
的
公
役
務
に
つ
い
て
の
訴
訟
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
と
き
ヲ
つ
。

そ
れ
は
、

「
こ
れ
ら
の
役
務
が
、
第
三
者
に
対
し
て
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
利
用
者
と
の
関
係
に
お
い
て
、
私
人
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
企
業
と
し
て

.
一
不
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
、
す
な
わ
ち
、

そ
れ
ら
が
類
似
の
私
企
業
が
そ
う
で
あ
り
ま
た
は
そ
う
で
あ
る
で
あ
ろ
う
条
件
と
同
一
の
条
件
に

お
い
て
経
営
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
で
あ
る
。
」
乙
れ
に
反
し
て
、

行
政
の
権
限
の
領
域
は
、

公
管
理
の
制
度
の
も
と
で
作
用
す
る
す
べ
て

の
行
政
的
役
務
に
拡
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、

公
団
体
の
責
任
が
行
政
と
た
と
え
ば
そ
の
職
員
と
の
関
係
を
規
律
す
る
特
別
の
原
則
を

考
慮
し
て
の
み
審
査
さ
れ
る
と
と
の
で
き
る
場
合
で
あ
り
、
商
工
業
的
役
務
が
公
管
理
の
制
度
の
も
と
で
行
政
の
権
限
に
服
す
る
の
は
、

そ
の
職
員
と
の
関
係
の
若
干
の
場
合
の
他
に
は
、

独
占
的
な
役
務
と
無
償
の
役
務
(
田
2
4
k
g
m
E
Eぽ
)
の
場
合
が
あ
る
に
す
ぎ
ず
、

と
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税

れ
ら
二
つ
の
役
務
が
公
管
理
の
制
度
中
に
包
含
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
公
権
力
手
続
を
用
い
て
い
な
い
と
し
て
も
、
前
者
の
役
務
は
私

企
業
が
享
有
し
な
い
独
占
の
形
式
を
採
用
し
、
後
者
の
役
務
は
そ
の
経
費
を
支
出
し
て
い
る
点
か
ら
、
私
企
業
と
類
似
し
て
い
る
と
言
う

乙
と
が
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
乙
の
シ
ヤ
ピ
ュ
の
説
は
、

論

次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
と
い
う
。
「
一
の
責
任
訴
訟

が
公
団
体
に
対
し
て
提
起
さ
れ
た
と
き
、

そ
れ
に
つ
い
て
負
わ
さ
れ
る
責
任
の
存
在
お
よ

そ
れ
を
審
理
す
る
権
限
を
有
す
る
裁
判
所
は
、

び
範
囲
を
決
定
す
る
た
め
に
審
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
為
が
、

る
行
為
で
あ
る
か
に
し
た
が
っ
て
、

公
管
理
の
標
識
を
有
す
る
行
為
で
あ
る
か
、
私
管
理
の
標
識
を
有
す

行
政
で
あ
り
ま
た
は
司
法
で
あ
る
。
」
そ
し
て
、

と
の
公
管
理
と
私
管
理
の
区
別
の
概
念
を
判
例
の

解
決
の
論
理
的
な
解
釈
で
あ
る
と
し
、
商
工
業
的
役
務
に
つ
い
て
の
権
限
の
適
用
の
基
準
を
こ
の
概
念
に
求
め
る
シ
ヤ
ピ
ュ
の
説
に
よ
れ

ば
、
「
公
役
務
概
念
が
行
政
の
権
限
の
主
要
な
標
準
で
あ
る
と
い
う
支
配
的
な
命
題
は
、
あ
る
数
の
例
外
(
私
管
理
の
場
合
)
に
低
触
し
、
重

大
な
論
理
的
な
欠
陥
の
殺
柾
を
負
っ
て
い
る
」
も
の
と
し
て
、
排
斥
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

山

。

og--・0
喝

-nw同
y
斗
N
・

凶

日
r
F
M
M・J

可。I
3・

間

ル
V
F
F
刷

y

H
以
ア
H
N
U
・

凶

nEMM巨
師
"
岡
山
内
出
吉
国

g
v己主匂
-
E
N・

岡

正

予

匂

-EAR-
ロ
o
g目
白

S
F
S
E
E
-

制

ζ

の
よ
う
に
し
て
、
シ
ャ
ピ
ュ
に
よ
れ
ば
、
乙
の
公
管
理
の
概
念
は
、
普
通
法
外
手
続
の
使
用
さ
れ
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、
私
法
に
お
い
て
は
適
用
し

な
い
よ
う
な
役
野
の
管
理
の
手
続
{
た
と
え
ば
無
償
の
管
理
て
ま
た
は
私
的
生
活
に
お
い
て
類
似
性
を
有
し
な
い
役
務
の
執
行
行
為
を
も
包
合
ず
る
点
に

お
い
て
、
普
通
法
外
手
続
に
よ
る
標
準
よ
り
も
広
い
と
い
う
o
p
E
w
司・

5
u・ロ
C
5
2・
だ
が
、
と
の
点
は
、
普
通
法
外
手
続
の
意
穏
を
ど
の
よ
う
に

解
す
る
か
に
か
か
っ
て
お
り
、
普
通
法
外
手
続
の
意
義
を
シ
ャ
ピ
ユ
の
言
う
公
管
理
と
同
様
な
意
味
に
使
用
し
て
い
る
者
も
い
る
の
で
、
多
少
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
差
異
は
あ
っ
て
も
、
シ
ヤ
ぜ
ユ
の
言
う
よ
う
に
、
単
純
に
こ
の
公
管
理
の
概
念
の
方
が
広
い
と
言
う
乙
と
が
で
き
る
か
否
か
は
問
題
が
あ
ろ
う
。

， 

北法 13(2・30)246



、

(8) (7) 

F
r
F
R
F
M
M
・
一
戸

ω斗・

日
『
山
内
「
切
-

H
品
H

・

四

む

び

す

右
に
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、

乙
の
商
工
業
的
役
務
と
公
役
務
概
念
と
の
関
係
に
関
す
る
学
説
は
、
極
め
て
多
岐
で
あ
り
、
か
つ
ニ
ユ

ア
ン
ス
に
富
ん
で
い
る
。
だ
が
、

こ
の
よ
う
に
多
様
な
学
説
に
お
い
て
も
、
今
日
、

こ
れ
ら
の
役
務
に
関
す
る
事
項
に
大
幅
な
私
法
の
適

用
を
認
め
る
行
政
判
例
の
動
向
に
つ
れ
て
、

と
の
商
工
業
的
役
務
に
つ
い
て
の
法
制
度
を
公
役
務
概
念
か
ら
切
り
離
し
て
考
察
し
よ
う
と

す
る
一
の
強
力
な
傾
向
が
観
取
さ
れ
る
ζ

と
を
否
定
で
き
な
い
。

ζ

の
商
工
業
的
役
務
に
関
す
る
私
法
の
渉
透
の
理
論
は
、
最
近
、

同

に
行
政
の
い
わ
ゆ
る
社
会
的
公
役
務
(
印
巾

2
w
g
同信

σ
r
g
g己
EM)
と
呼
ば
れ
る
分
野
に
ま
で
拡
犬
さ
れ
て
、
そ
の
適
用
を
見
る
に
至
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
乙
の
分
野
に
属
す
る
先
に
も
触
れ
た
一
九
五
五
年
の
有
名
な
ナ
リ
ア
ト
事
件
の
判
決
に
お
い
て
、
権
限
裁
判
所
は
、

そ
の
事
故
を
惹
起
し
た
林
間
学
校
施
設
(
宮

n
o
rロ
山
内
応
白
司
同

2
ロ
nm田
)
が
公
役
務
の
性
格
を
有
す
る
と
と
を
認
め
な
が
ら
も
、

フランス行政法における公役務概念について

そ
の
施
設
の

活
動
が
私
法
の
制
度
に
属
す
る
類
似
の
組
織
の
活
動
と
法
律
上
区
別
さ
れ
る
べ
き
特
別
な
性
質
を
有
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
、

そ
の
事
件

の
審
理
が
司
法
裁
判
所
に
帰
属
す
る
回
目
を
判
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

乙
の
ナ
リ
ア
卜
事
件
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
在
の
判
例
に
お
い
て

は
、
商
工
業
的
公
役
務
な
い
し
は
社
会
的
公
役
務
と
円
以
役
務
理
論
と
の
分
離
は
、
決
定
的
と
も
み
る
乙
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、

乙
の
ナ

リ
ア
ト
判
決
は
、
学
説
上
に
お
い
て
も
、

エ
イ
ゼ
ン
7

ン
(
自
由

g
g
gロ
)
に
よ
っ
て
、
従
来
の
公
役
務
学
説
を
否
定
し
、

ブ
ラ
ン
コ
判
決

お
よ
び
グ
エ
ル
パ
ン
ク
判
決
な
ど
に
よ
っ
て
う
ち
立
て
ら
れ
た
判
決
の
用
語
を
、
権
限
裁
判
所
が
自
づ
か
ら
訂
正
し
た
も
の
と
註
釈
さ

A
U
4
V
 

れ
、
ま
た
、
ワ
リ
ヌ
に
よ
っ
て
、
公
役
務
概
念
は
も
は
や
言
葉
の
上
だ
け
の
も
の
と
な
っ
た
、
と
批
評
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
c

こ
の
よ
う
な
商
工
業
的
役
務
の
分
野
に
お
け
る
公
使
務
概
念
と
の
分
離
の
傾
向
は
、
他
方
に
お
い
て
、

と
の
商
工
業
的
役
務
に
対
す
る

さ
ら

北法 13(2・31)247



鋭

私
法
の
適
用
を
拡
大
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
特

K
、
商
工
業
的
役
務
と
そ
の
職
員
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
最
近
、
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
る
。

先
述
し
た
一
九
二
三
年
の
ロ
ペ
1
ル
・
ラ
フ
レ
ジ
ェ
イ
ル
判
決
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
管
理
職
員
と
従
属
職

そ
し
て
、

ζ

の
点
に
関
し
て
、

論

員
と
の
区
別
の
概
念
は
、
近
時
の
判
例
に
お
い
て
、
管
理
職
員
を
厳
格
に
制
限
し
、

そ
の
公
法
の
適
用
を
縮
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。

て
、
た
と
え
ば
、
役
務
の
長
は
、
彼
が
そ
の
階
層
に
お
い
て
よ
り
上
級
の
地
位
に
あ
る
監
督
官
に
従
属
す
る
と
き
に
は
、
も
は
や
管
理
職

を
占
め
て
い
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
公
法
の
法
律
関
係
と
さ
れ
る
こ
の
管
理
職
の
範
鳴
に
入
る
の
は
、
産
業
的
役
務
の
全
体
に
つ
い

て
費
任
を
負
う
監
督
官
の
み
、
あ
る
い
は
せ
い
ぜ
い
商
業
的
な
型
の
公
施
設
に
つ
い
て
の
事
務
局
長
(
印

2
H
b
E
H巾
m
E今
色
)
お
よ
び
出
納

職
員
官
官

Z
g
B
M
M
g
z
m
)
を
付
加
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
状
態
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
商
工
業
的
公
役
務
に
関
す
る
判
例
は
、
当
初

に
比
し
て
、
私
法
の
適
用
を
よ
り
広
汎
に
容
認
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
商
工
業
的
役
務
の
分
野
に
お
け
る
公
役
務
出
論
の
撤
退
と
私
法
の
適
用
の
拡
大
の
傾
向
は
、
最
近
の
行
政
判
例
上
に
、
行

政
と
司
法
と
の
裁
判
権
限
の
分
配
に
関
す
る
新
ら
し
い
解
決
と
出
現
さ
せ
た
。

こ
の
新
ら
し
い
見
解
は
、
あ
る
種
の
社
会
的
な
役
務
に
関

す
る
判
例
に
見
ら
れ
、
そ
の
行
為
を
実
行
し
た
機
関
と
か
そ
の
行
為
を
す
る
に
当
っ
て
用
い
た
特
権
と
か
を
殆
ん
ど
考
慮
す
る
と
と
な
く
、

そ
の
行
為
の
内
容
(
可
O
V守
ご
F
で
由
巳
開
)
の
み
を
考
慮
し
、

そ
の
行
為
の
内
容
が
公
法
の
関
係
に
関
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
行
為
は
行
政
行

為
で
あ
り
、

そ
の
行
為
の
内
容
が
私
法
の
関
係
花
関
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
が
命
令
的
な
性
格
(
回
目

S
2
2昨
日
芯

m
-
g
M
g
g
w昂
)
を
有
し
な

い
か
ぎ
り
、
司
法
裁
判
所
に
帰
属
す
る
、
と
い
う
。

乙
の
見
解
は
、
一
Z

一
口
い
か
え
る
な
ら
ば
、
訴
訟
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
問
題
の
性
質
の

み
を
考
慮
し
て
そ
の
権
限
の
帰
属
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
り
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
お
け
る
論
告
の
表
現
を
借
り
る
な
ら
ば
、

権
限
を

有
す
る
裁
判
官
は
、
「
訴
訟
の
解
決
が
公
法
の
問
題
に
帰
国
す
る
か
私
法
の
問
題
に
帰
国
す
る
か
に
従
っ
て
、
」
行
政
裁
判
官
と
な
り
、
ま

た
は
司
法
裁
判
官
と
な
る
、

乙
の
標
準
は
内
容
が
権
限
を
支
配
す
る

(
-
z
o
E
g
g
g
g
P
E
n
o
s
-
8
5
m
)

と
い
v

つ。

ζ

の
よ
，
つ
に

そ
し
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¥、、

と
い
う
一
般
的
な
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
こ
の
解
決
は
、
そ
の
行
為
の
内
容
な
い
し
は
訴
訟
の
対
象
と
さ
れ
た
問
題
の
性
質
を

考
慮
し
て
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
問
題
の
審
理
権
を
一
体
と
し
て
行
政
裁
判
所
ま
た
は
司
法
裁
判
所
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
を
主
眼
と

し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
乙
の
見
解
は
、
私
法
の
問
題
花
関
す
る
訴
訟
の
審
理
を
行
政
裁
判
官
か
ら
除
去
し
て
い
る
意
味
に
お
い
て
、
行
政
の

権
限
の
一
の
制
限
的
な
標
準
を
構
成
し
て
い
か
ご
し
て
、
と
の
毘
解
は
、
県
知
事
に
よ
る
県
の
ま
手
当
金
補
償
職
業
間
基
金

(FS需

5
3召
H
a
g曲即
O
ロ
ロ
色
市
内
同
市
n
O
B
官
出
国
同
同
日
。
ロ
向
日
巾
曲
目

--02片山
O
ロ
田
町
釦
包
山
口
氏
巾
凹
)
へ
の
職
権
に
よ
る
加
入
決
定
を
越
権
訴
訟
の
方
法
で
争
っ
た

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
一
九
五
四
の
エ
ル
・
ア
ミ
デ
ィ
ア
事
件
の
判
決
(
巴
出
即
日
正
互
に
お
い
て
、
明
瞭
に
確
認
さ
れ
、

手
当
に
関
す
る
問
題
の
審
理
は
、
行
政
裁
判
所
に
帰
属
し
な
い
と
し
て
、
排
斥
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
家
族

同

右
の
よ
う
な
行
為
の
内
容
に
よ
っ
て
そ
の
審
理
権
限
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
見
解
は
、
現
在
の
と
と
ろ
、
判
例
上
、
あ
る
種
の
社
会
的

フランス行政法における公役君臨概念について

役
務
、
特
K
社
会
保
障
(
】
帥
忽

2同町
b
g
a回
目
立
と
家
族
手
当
金

K
関
す
る
役
務
に
、

そ
の
適
用
を
限
定
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
「
権
限
の

限
界
に
お
け
る
と
の
新
ら
た
な
段
階
は
、
今
日
ま
で
判
例
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
て
き
た
分
析
的
方
法
の
放
棄
の
後
K
、
行
政
ま
た
は
司
法

よ
り
深
遠
か
つ
よ
り
野
心
的
な
一
の
運
動
の
出
発
点
で
あ
り
う
る
」
も

の
権
限
の
大
き
な
堆
積
の
構
成
に
導
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、

そ
の
見
解
の
採
否
な
い
し
は
役
割
は
、
将
来
に
お
い
て
、

の
で
あ
り
、

そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
ど

注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

の
よ
う
に
し
て
そ
の
対
象
と
さ
れ
た
問
題
の
性
質
が
公
法
上
ま
た
は
私
法
上
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
残
し
、

の
基
準
に
明
確
性
を
欠
く
と
は
言
い
な
が
ら
も
、

乙
の
点

と
の
解
決
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
っ
て
部
分
的
に
も
せ
よ
採
用
さ
れ
た
結
果
、

工
業
的
役
務
お
よ
び
社
会
的
役
務
の
分
野
に
お
い
て
は
、
私
法
の
適
用
さ
れ
る
領
域
が
益
々
増
大
し
、

公
役
務
理
論
が
全
く
そ
の
価
値
を

失
い
か
ね
な
い
よ
う
な
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

商

北法 13(2・33)249



山
乙
の
点
に
つ
い
て
、
ナ
リ
ア
ト
事
件
に
お
け
る
政
府
委
員
シ
ヤ
ル
ド
の
論
告
は
、
「
商
工
業
的
役
務
の
す
で
に
古
い
概
念
の
社
会
的
役
務
の
領
域
へ
の

一
の
適
合
」
で
あ
る
、
と
説
い
て
い
る
、
と
い
，
う
つ
1。(わい

Dsロ口r

凶
吋
.
(
わ
U.Hs由印田
印

.Hド.
N
ド

Z
同
包
-
冒
冨
同
ぢ
。
.
と
の
判
決
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
出
、
第
二
章
第
一
節
一
一
、
註

m本
号
二
二
六
頁
参
照
。

則

自

白

g
自
白
ロ
タ
ロ
O
H巾

2
0
m
w
z
o
N
2
ω
可
冊
子
巴
印
少
令

(υ
白
rFmHw
司

-a-
エ
イ
ゼ
ン
マ
ン
は
、
乙
の
評
釈
に
お
い
て
、
「
こ
れ
は
極
め
て
奇
妙
な
判

決
で
あ
る
。
も
し
も
人
が
ζ

れ
を
実
定
法
の
尺
度
に
お
い
て
お
し
は
か
る
と
す
れ
ば
、
人
は
そ
れ
を
く
だ
ら
な
い
余
り
意
味
の
な
い
も
の
と
判
断
す
る
で

あ
ろ
う
。
だ
が
、
も
し
も
人
が
学
説
の
尺
度
で
そ
れ
を
お
し
は
か
る
な
ら
ば
、
反
対
に
極
め
て
注
目
す
べ
き
大
き
な
効
果
を
，
つ
け
る
も
の
に
属
す
る
」
と

雷
い
、
次
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
る
。
「
そ
れ
に
つ
い
て
そ
の
訴
訟
が
生
じ
た
活
動
は
一
つ
の
公
役
務
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
活
動
が
生
じ
た
関
係
は
、

は
同
一
の
活
動
が
私
人
に
よ
っ
て
負
わ
さ
れ
る
と
き
に
、
私
人
閣
に
現
わ
れ
る
関
係
と
法
律
的
に
全
く
同
様
で
あ
る
。
乙
の
理
由
に
よ
り
、
そ
の
訴
訟
は

司
法
裁
判
所
お
よ
び
私
法
に
帰
属
す
る
。
」
「
乙
れ
は
、
第
一
に
、
与
え
ら
れ
た
活
動
が
一
つ
の
公
役
獲
を
構
成
す
る
と
い
う
乙
と
の
確
信
を
お
く
と
と
で

あ
り
、
つ
い
で
、
そ
の
直
後
に
、
乙
の
性
格
以
外
の
他
の
一
の
要
素
に
よ
り
、
権
限
が
司
法
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
と
と
で
あ
る
。
」
そ
し
て
、
乙
れ

ら
二
つ
の
並
置
に
よ
り
、
行
政
活
動
の
公
役
務
の
性
格
が
行
政
裁
判
所
の
権
限
お
よ
び
そ
れ
と
並
ん
で
行
政
に
特
別
な
公
法
を
も
た
ら
す
と
い
う
公
役
湧

学
説
は
否
定
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
、
さ
ら
に
、
ブ
ラ
ン
コ
判
決
の
用
語
は
訂
正
さ
れ
た
乙
と
に
な
る
、
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

凶
巧
即
日

Z
P
ロ
免
帽
仏
曲
ロ

mmAwgめ
円
凶
広
島

g
E匂

zzn・
5
8
u
-
V
叶

5
・
ワ
リ
ヌ
は
、
乙
の
判
決
は
私
的
組
織
と
の
類
似
を
理
由
に
し
て
い
る
が
、
と
の

事
件
は
む
し
ろ
被
害
者
た
る
子
供
の
父
と
乙
の
林
間
学
校
施
設
と
の
聞
の
契
約
責
任
に
関
す
る
事
例
で
あ
り
、
乙
の
契
約
申
に
は
普
通
法
外
条
項
が
包
含

さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
司
法
裁
判
所
の
権
限
に
帰
属
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
批
判
し
て
、
公
役
務
概
念
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
「
真
実
は
、
公
役
務
概
念
は
、
も
は
や
言
語
の
古
い
羽
田
慣
以
上
に
判
決
中
に
現
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
と
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
人
は
、

権
限
強
判
所
が
乙
の
確
備
か
ら
何
ら
の
結
果
を
引
き
出
そ
う
と
も
考
え
て
い
な
い
の
で
、
何
ゆ
え
に
林
間
学
校
施
設
を
公
役
艶
と
資
格
づ
け
る
必
要
を
感

じ
た
の
か
を
、
特
に
自
問
す
る
。
も
し
も
そ
れ
が
(
我
々
の
側
の
理
由
の
な
い
仮
説
で
あ
る
が
二
九
三
七
年
の
(
学
校
職
員
の
責
任
に
関
す
る
)
法
律
の
適

用
を
携
除
す
る
た
め
に
そ
れ
を
述
べ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
、
単
に
社
会
的
な
目
的
を
表
示
す
る
林
間
学
校
施
設
は
公
の
敬
背

の
何
ら
か
の
役
湯
と
何
ら
の
関
係
を
も
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
の
確
定
を
含
み
、
同
-
の
結
果
に
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
。
逆
K
、
も
し
も
公
役
書
概
念
が

だ
ん
だ
ん
に
判
決
に
お
い
て
無
益
な
生
存
を
現
わ
す
と
す
れ
ば
、
権
限
K
つ
い
て
の
判
例
の
決
定
の
第
一
の
プ
ラ
ン
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
概
念
は
、

私
的
活
動
と
類
似
し
ま
た
は
類
似
し
な
い
活
動
(
組
織
)
の
そ
れ
で
あ
る
。
訴
訟
権
限
の
真
の
標
準
と
し
て
徐
々
に
確
信
さ
れ
て
い
る
の
は
、
乙
の
類
似
ま

た
は
不
類
似
で
あ
る
。
」

聞

の

-
F
S
N
ω
-
Y
Nめ
・
骨

M
N
o
r
m
3
H
K
円
高

a
z
z
g巾
含
今
皇
宮
r
r
p
H
由民
-
-
N
R

鋭論~

/ -

な
お
、
乙
の
判
決
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
出
、
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， ~ 、、

第
一
章
第
三
節
五
、
北
法
ご
ニ
巻
一
号
九
六

l
九
七
頁
参
照
。

刷

r
a
・
4

司
色
ゐ
g
F
E
E
S
-
n
F
F
同
日

15NlH包・

m
F
E
E
e
R
叶

g
w
b
E
g
g
S
5・
N
E・
司
・
也
叶

NU∞・

倒
。
・
開

-
H
8品
-N・
印
・
〉

gonFS窓
口
市
-
出
回
岡
田
町
骨

U
F
g
m
u者
色
"
回
目

E
E
W
C唱
-nx・司・

ωa-

捌

乙

の
Z

ル
・
ア
ミ
デ
イ
ア
事
件
の
判
決
は
、

ζ

の
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。
「
ア
ル
ジ
エ
リ
1
の
家
族
手
当
の
制
度
お
よ
び
私
的
な

機
構
を
構
成
し
て
い
る
補
償
基
金
に
関
す
る
法
女
の
規
定
の
全
体
か
ら
く
る
と
乙
ろ
を
勘
案
す
れ
ば
、

ζ

れ
ら
の
基
金
が
公
役
務
の
管
理
を
確
保
し
て
い

る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
帰
属
す
る
使
用
者
と
家
族
給
与
の
受
益
者
と
の
そ
れ
ら
の
関
係
は
私
法
の
関
係
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
基
金
の
一
と

一
の
使
用
者
と
の
聞
に
生
じ
、
当
該
の
機
構
に
上
述
の
使
用
者
を
加
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
負
担
に
帰
属
す
る
訴
訟
は
、
司
法
機
関
の
権
限
に
属
す
る
。
」

側

F
a
・
4
司
色

&
S
E
E
D唱
-nwF
司・

8
H・

同フランス行政法における公役海概念について

第
三
節

職
業
団
体
の
行
為
と
公
役
務
理
論

序
説
"
そ
の
生
成
を
め
ぐ
る
状
況
の
概
要

公
役
務
理
論
の
第
二
の
危
機
は
二
九
四

O
年
以
降

ω職
業
的
組
織
ま
た
は
同
業
組
合
的
な
機
構
の
出
現
に
よ
っ
て
生
じ
た
。

そ
れ
は
、

次
の
よ
う
な
法
律
制
度
の
変
遷
に
基
因
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
伝
統
的
な
公
役
務
概
念
に
よ
れ
ば
、
公
役
務
は
行
政
庁
の
作
用
、

そ
の
一
の
構
成
要
素
と
し
て
探
用
し
て
い
た
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
公
役
務
の
組
織
的
な
要

公
権
力
に
緊
密
に
依
存
す
る
作
用
を
、

素
は
、

一
九
三
九
年
以
前
に
お
い
て
も
、
必
ら
ず
し
も
具
備
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
行
政
に
所
属
す
る
機
構
以
外
の
私
人
に
よ
っ
て
公
役
務

が
管
理
さ
れ
る
事
例
も
存
在
し
た
。

そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
事
例
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
第
一
に
、

公
役
務
の
特
許
(
}
同

noロ
n
g包
O
ロ

内
同
市

S
2
K
2
M
g
g
F
n
)
の
場
合
を
挙
げ
る
乙
と
が
で
き
た
。

:
f
、

J
ム
ム
ハ
N

ζ

の
公
役
務
の
特
許
は
、
契
約
に
よ
っ
て
公
権
力
に
罵
束
さ
れ
、

制
度
は
外
見
上
一
定
し
て
お
り
、
固
に
対
す
る
緊
密
な
依
存
関
係
が
見
ら
れ
る
の
で
、

と
の
場
合
に
は
、
公
役
務
の
組
織
的
な
要
素
の
消
そ
の
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説

失
は
、
特
に
問
題
と
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
他
花
、
判
例
は
行
政
以
外
の
私
的
機
構
の
活
動
を
公
役
務
と
し
て
い
る
乙
と

論

が
あ
り
、
乙
の
よ
う
な
事
項
と
し
て
、
商
業
会
議
所

(nEBσ
尽

r
h
o
g
B
R
n
m
)
お
よ
び
財
産
所
有
者
組
合
(
〉

Eon-色
0
5
4ロ
岳
口
止

g

r
M
v
g官
罫
包
括
曲
)
の
事
例
を
挙
げ
る
ζ

と
が
で
き
る
が
、

ζ

れ
ち
の
機
構
に
、

そ
れ
に
関
す
る
制
度
が

乙
の
場
合
に
は
、

判
例
は
、

体
と
し
て
公
法
の
規
定
に
服
す
る
公
施
設

2
w
b
E
)
E
8
g
g
Z
E
E
n
)
の
'
貨
格
を
付
与
し
て
き
た
の
で
、

こ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
公
役

務
の
伝
統
的
な
理
論
は
維
持
さ
れ
て
き
た
、
と
壬
一
ワ
つ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
前
に
お
い
て
は
、
行
政
以
外
の
機
構

に
公
役
務
の
管
理
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
事
例
は
少
な
く
、

公
役
務
の
組
織
的
な
要
素
と
行
政
の
権
限
と
の
関
連
は
、

し
た
が
っ
て
、

だ
明
確
な
形
で
、

そ
の
問
題
が
提
示
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
第
二
次
大
戦
前
の
状
態
は

一
九
四

O
年
に
大
き
く
変
容
し
た
。

一
九
凶

O
年
八
月
一
六
日

こ
の
変
化
は
、

の
法
律
な
ど
に
よ
っ
て
、
国
の
監
督
の
も
と
に
、

凶
の
経
凶
的
な
組
織
お
よ
び
職
業
組
織
を
規
制
す
る
多
く
の
機
構
が
出
現
し
た
乙
と
に

由
来
す
る
。

こ
れ
ら
の
新
ら
し
い
制
度
は
、
法
律
的
な
構
造
の
種
々
の
甘
水
素
に
お
い
て
、
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
、

こ
れ
ら
の

機
構
が
遂
行
す
べ
き
任
務
の
性
質
は
、
明
白
に
、
年
円
通
法
外
の
特
権
の
投
与
を
必
要
と
す
る
純
粋
に
公
益
的
な
任
務
で
あ
り
、
し
た
が
つ

て
、
乙
れ
ら
の
機
構
に
は
公
役
務
の
基
本
的
古
典
的
な
要
素
が
現
わ
れ
、

そ
の
公
法
へ
の
帰
属
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、

れ
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
機
構
に
は
、

そ
れ
は

乙
の
公
益
的
事
業
の
遊
行
の
た

一
の
極
め
て
独
特
な
面
が
取
り
い
れ
ら
れ
て
い
る
。

乙
れ
ら
の
機
構
に
大
幅
に
私
人
の
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
る
点
に
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、

は
や
、
公
施
設
の
資
格
を
付
与
さ
れ
て
き
た
古
い
商
業
会
議
所
や
財
産
所
有
者
組
合
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
と
と
が
で
き
な
い
。

め
に
、

こ
れ
ら
の
新
ら
し
い
機
構
は
、
も

ζ

れ
ら

の
機
構
は
、

そ
れ
ら
の
公
施
設
の
よ
う
に
、
単
な
る
間
休
の
利
益
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
活
動
は
国
の
将
来
お
よ
び
国
家
生
活

K
関
す
る
震
大
か
つ
宏
大
な
機
能
を
果
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、

切
り
離
さ
れ
た
独
特
な
制
度
と
し
て
、

公
施
設
の
概
念
に
救
い
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， 、、、

を
求
め
が
た
い
性
質
の
機
構
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
一
九
問
。
年
に
そ
の
出
況
を
み
た
新
ら
し
い
機
構
の
法
律
的
性
格
は
、
他
の
点
に
お

い
て
、

よ
り
一
一
層
不
明
確
な
要
素
を
供
給
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
立
法
者
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
機
構
の
服
す
る
手
続
が
、
あ
る
面
で
は

普
通
法
、
特
に
株
式
会
社
。
曲

g
a食
品

goロ可
g
g
の
法
律
手
続
を
援
用
し
て
い
る
事
実
に
由
来
し
、

と
の
よ
う
に
、

乙
れ
ら
の
機
構
は
、

公
法
の
属
性
を
現
わ
す
と
同
時
K
、
他
の
面
で
は
、

S
V江
向
日
開
曲
)
と
し
て
の
存
在
を
も
っ
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
従
来
見
ら
れ
る
と
と
の
で
き
な
か
っ
た
機
構
の
法
律
的
な
定
義
は
、
立
法
者
に

商
法
上
の
会
社
の
法
律
的
な
性
質
を
も
表
示
す
る
混
合
的
な
機
構
(
。
誕
百
町
田

g

よ
っ
て
何
ら
付
与
さ
れ
て
お
ら
ず
、

し
た
が
っ
て
、
そ
の
複
雑
な
性
格
は
、
そ
の
後
の
判
例
に
よ
っ
て
、
多
く
の
問
題
を
投
げ
か
け
た
の

で
あ
っ
た
。

同

と
れ
ら
の
職
業
的
な
組
織
ま
た
は
同
業
組
合
的
な
機
構
に
関
す
る
判
例
は
、

フ
ラ
ン
ス
行
政
法
の
一
連
の
基
本
的
な
理
論
に
大
き
な
修

フランス行政法 1<:: おける公役~概念について

そ
れ
は
、
行
政
行
為
の
理
論
、
越
権
訴
訟
の
理
論
、
公
役
務
理
論
、
そ
し
て
最
後
に
、
行
政
法
の
適
用
領
域
の
理
論
に
、

変
動
を
生
じ
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
れ
ら
の
機
構
の
行
為
に
関
す
る
判
例
が
、
そ
の
判
決
に
際
し

正
を
加
え
た
。

て
準
拠
し
た
理
論
が
、

実

κ、
先
の
商
工
業
的
役
務
に
つ
い
て
の
判
例
に
見
ら
れ
た
の
と
同
様
の
い
わ
ゆ
る
機
能
的
公
役
務
の
理
論
旬
開

手
合
同
公

LMMZ3-n巾
宮

E
n
向
。
白
色
。
ロ
ロ
巾
】
)
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

乙
の
機
能
的
公
役
務
の
理
論
の
判
例
に
よ
る
採
用
に
よ
っ
て
、
伝
統

的
な
公
役
務
理
論
は
、

ζ

の
事
項
に
お
い
て
も
、
平
田
主
人
な
一
つ
の
欠
陥
を
露
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

乙
の
よ
う
に
、

フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
い
て
は
、

シ
ュ
ノ
(
の

Z
g丹
)
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
「
一
九
三
九
年
の
戦
争
前
か
ら
、

隔
絶
化
さ
れ
た
判
決
に
お
い
て
、

ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、

立
法
者
が
公
団
体
で
は
な
か
っ
た
あ
る
種
の
機
構
の
活
動
を
会
法
の
制
度
に
服

従
さ
せ
よ
う
と
し
た
乙
と
を
確
認
し
て
い
た
。
(
だ
が
)
統
制
経
済
窓
口
O
口。
5
5
門
同
区
な
巾
)
と
職
業
組
織
の
制
度
の
設
定
は
、

一
九
四

O
年
以

来、

ζ

の
法
律
問
題
の
社
会
的
な
論
点
を
完
全
に
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
戦
前
の
い
く
つ
か
の
判
決
が
極
め
て
慎
重
に
記
し
て
き
た
例 コ
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税

外
は
、

そ
の
と
き
、
国
の
組
織
中
に
お
い
て
、
会
役
務
の
概
念
が
、
公
行
政
の
概
念
お
よ
び
企
業
の
概
念
か
ら
さ
え
、
決
定
的
に
分
齢
慨
さ

れ
る
よ
う
な
一
つ
の
地
位
を
占
め
た
じ
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
変
遷
を
惹
起
し
た
の
が
、
一
九
四
二
年
の
モ
ン
プ
ウ
ル
事
件
(
冨
O
ロ
3
a
g

論

に
始
ま
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
一
連
の
判
決
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、

次
に
、

こ
れ
ら
の
機
構
に
関
す
る
代
表
的
な
い
く
つ
か
の
判

決
を
紹
介
し
て
、

と
れ
ら
の
新
ら
し
い
機
構
の
出
現

K
よ
り
、
公
役
務
概
念
が
ど
の
よ
う
な
動
揺
を
生
じ
、

フ
ラ
ン
ス
行
政
法
の
理
論
が

判
例
上
ど
の
よ
う
な
修
正
を
蒙
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
考
察
を
進
め
て
ゆ
く
乙
と
に
し
よ
う
。

。。同曲己・

0司・円伊丹・司・

HωHlHωN・

2
8
0
p
r
g位
。
ロ
骨

B
E
n巾
宮

E
n
仏
阻
ま
-
ご

E
名
目
品
。
ロ
ロ
巾

bnoロ
o日
正

S
E
C
s
a一
旬
開
門
出

F
H
W
H
E
2
2
g
E
S
S
E
-
H
8
0・

匂・

3
・
と
れ
ら
の
事
例
に
つ
い
て
の
判
例
は
、
乙
の
シ
ユ
ノ
の
鎗
文
中
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

聞

の

o
E
r
a
-
n
F
匂

-
H
8
1
E
r

凶

回

ω
g
g
g
p
F・師同町含窓口口刷出口同
F
H
K
g
P
2
H
E
E
w
戸

T
o
-
E
E
E
L
S
-
H
℃

EEn-Hgt・匂
-NNH-

悶

n
v
g
o
P
3・
n
x
-
E
E
2
2
仏

0
2
g
g
p
H
U
g
w
司

-E-

(2) (1) 

行
政
の
権
限
を
容
認
し
た
判
決
と
そ
の
意
義

(1) 

モ
ン
プ
ウ
ル
事
件
の
判
決
と
そ
の
意
義

右
の
よ
う
な
同
業
組
合
的
な
機
構
お
よ
び
職
業
間
体
の
行
為
に
対
し
て
公
役
務
概
念
を
適
用
し
よ
う
と
す
る
判
決
は
、

モ
ン
プ
ウ
ル
事
件
の
判
決
に
よ
っ
て
、
ま
ず
第
一
に
出
現
を
み
た
。
こ
の
事
件
は
、

一
九
四
二
年
の

一
九
四

O
年
八
月
一
六
日
の
法
律
に
よ
っ
て
設
置
さ

れ
た
産
業
生
産
の
組
織
の
任
務
を
負
う
開
業
組
合
的
な
制
度
で
あ
る
経
済
組
織
委
員
会

2
g
n
o
g
-広
由
円
円
。
晶
曲
目
抜
阻
ま
ロ
)
の
決
定
に
つ
い

て
‘
越
権
訴
訟
の
方
法
に
よ
っ
て
出
訴
さ
れ
た
事
件
で
あ
っ
た
が
、

ζ

の
事
件
に
お
い
て
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
グ
タ
は
、

そ
の
使
命
の
一
般

/ 
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的
な
利
益
の
性
質
と
と
の
機
構
に
授
与
さ
れ
た
公
権
力
の
特
権
と
を
開
由
に
行
政
の
権
限
へ
の
帰
属
を
主
張
し
た
政
府
委
員
セ
ガ
ラ

(ω
お
弘
主
の
論
告
を
容
れ
て
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
経
済
的
な
領
域
に
お
け
る
公
権
力
の
介
入
を
や
む
を
元
ず
必
要
と
し
た
環
境
に
よ
っ
て
、

一
九
四

O
年
八
月
一
六
日
の
法
律
は
、
生

産
物
の
品
質
お
よ
び
価
格
に
つ
い
て
と
同
様
に
そ
の
効
率
の
観
点
か
ら
、
前
も
っ
て
回
収
さ
れ
た
減
少
し
た
現
在
す
る
資
源
の
で
き
る
か

ぎ
り
最
良
の
利
用
を
確
保
し
、
企
業
と
賃
銀
労
働
者
と
に
共
通
の
利
誌
に
お
い
て
、
労
働
力
の
使
用
を
改
普
す
る
た
め
に
、
産
業
生
産
に

つ
い
て
の
一
の
暫
定
的
な
組
織
を
整
備
し
た
。

上
述
の
法
律
が
乙
の
結
果
に
対
し
て
一
つ
の
公
役
務
を
設
定
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
ζ

と
は
、

そ
れ
ら
の
規
定
の
全
体
か
ら
由
来
す
る
。
職
業
的
な
組
織
が
そ
の
決
定
的
な
形
式
を
受
け
い
れ
る
ま
で
の
問
、

そ
の
役
務
を
管
理

同

す
る
た
め
に
、

そ
の
法
律
は
、
大
臣
(
田
市
口
広
宮
町
市
仏
両
門
伊
丹
)
の
監
勝
目
の
も
と
に
、
生
産
お
よ
び
製
造
の
計
画
を
決
定
し
、
そ
れ
ら
の
活
動
の

フランス行政法における公役務概念について

一
般
的
な
条
件
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
企
業
に
課
せ
ら
れ
る
べ
き
規
定
を
定
め
、
生
産
物
お
よ
び
役
務
の
価
格
報
酬
を
権
限
あ
る
機
関

に
提
示
す
る
機
能
を
委
ね
ら
れ
た
委
員
会
の
設
置
を
規
定
し
た
。

と
の
よ
う
に
、
経
済
組
織
委
員
会
は
、
立
法
者
が
そ
れ
を
公
施
設
と
し

一
つ
の
公
役
務
の
執
行
に
参
加
す
る
任
務
を
負
い
、

そ
れ
ら
が
ζ

の
職
権
内
に
お
い
て
す
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た

な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

決
定
は
、
命
令
の
方
法
に
よ
る
の
で
あ
れ
、
個
別
的
な
処
分
に
よ
る
の
で
あ
れ
、
行
政
行
為
を
構
成
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
は
、

こ
れ
ら
の
行
為
か
ら
生
じ
う
る
訴
を
審
理
す
る
権
限
を
有
す
る
。
L

と
の
モ
ン
プ
ウ
ル
事
件
の
判
決
は
、

一
般
に
、
次
の
二
点
を
認
め
た
も
の
と
註
釈
さ
れ
た
。

そ
の
第
一
は
、
私
的
機
橋
、
少
な
く
と
も

行
政
機
関
の
資
格
を
有
し
な
い
機
構
に
よ
っ
て
権
威
の
公
役
務
が
分
判
さ
れ
る
こ
と
の
認
容
で
あ
り
、

そ
の
第
二
は
、

こ
の
よ
う
な
私
的

機
構
、
少
な
く
と
も
行
政
機
関
の
資
格
を
有
し
な
い
機
構
の
法
律
行
為
な
い
し
は
一
方
的
な
決
定
が
行
政
行
為
を
構
成
す
る
と
と
の
認
容

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

ζ

の
モ
ン
プ
ウ
ル
判
決
は
、
そ
の
権
限
の
帰
属
に
つ
い
て
、
組
織
の
法
律
的
な
性
質
に
依
拠
せ
ず
、
公
役
務
の
執
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説

行
行
為
の
性
格
が
行
政
法
の
適
用
の
可
能
性
の
標
準
と
な
っ
た
と
と
を
一
不
し
乞
い
る
れ

と
の
怠
味
で
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、

そ
し
て
、

論

そ
れ
以
前
の
組
織
的
概
念
に
よ
る
行
政
行
為
の
観
念
を
一
の
客
観
的
な
概
念
に
よ
る
行
政
行
為
の
概
念
に
代
置
し

た
、
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
の
判
決
に
お
い
て
、

と
の
モ
ン
プ
ウ
ル
判
決
は
、
確
か
に
、
経
済
納
織
委
司
会
が
公
施
設
の
性
格
を
有
し
な
い
旨
を
明
言
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

乙
の
事
実

は
、
メ
ス
ト
ル
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
伝
統
的
な
行
政
法
理
論
に
よ
れ
ば
、
乙
の
経
済
組
織
委
員
会
の
法
律
的
な
性
格
を
私
施
設
、
す

内

sv

《

ev

な
わ
ち
私
法
人
と
見
る
乙
と
に
な
り
、
と
の
委
員
会
を
私
施
設
と
す
る
見
解
は
、
か
つ
て
ワ
リ
ヌ
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
。

だ
が
、
最
近
の
一
般
の
学
説
は
、

乙
の
判
決
に
お
け
る
と
の
委
員
会
に
対
す
る
公
施
設
の
資
格
心
授
与
の
否
認
に
も
拘
わ
ら
ず
、

乙
の
委

員
会
を
私
施
設
な
い
し
は
私
法
人
と
す
る
こ
と
を
百
認
し
て
は
い
な
い
υ

そ
し
て
、

こ
の
傾
向
を
代
表
す
る
エ
イ
ゼ
ン
マ
ン
は
、

こ
の
モ

ン
プ
ウ
ル
判
決
を
も
っ
て
、
私
的
機
構
に
よ
る
公
役
務
の
付
与
と
見
る
の
は
、

こ
の
判
決
の
栂
端
な
か
っ
誤
っ
た
解
釈
で
あ
る
と
し
、

の
経
済
組
織
委
員
会
は
、

公
施
設
に
属
し
な
い
会
的
機
州
、
す
な
わ
ち
公
法
人
の
性
格
を
有
す
る
も
の
三
あ
る
と
し
、

こ
の
こ
と
は
、
生

産
の
管
理
の
よ
う
な
公
権
力
の
行
使
が
私
的
機
構
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
フ
ラ
ン
ス
法
の
観
念
に
全
く
相
以
す
る
考
え
方
で
あ

お
よ
び
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
乙
の
事
件
で
こ

ω委
員
会
の
行
為
に
つ
い
て
越
権
訴
訟
を
受
理
し
て
い
る
の
は
、

行
政
庁
と
同
様
に
み
な
し
て
い
る
と
と
な
ど
の
事
実
か
ら
明
瞭
で
あ
り
、
乙
の
事
件
に
お
け
る
政
府
委
員
セ
ガ
ラ
の
論
告
も
、

組
織
委
員
会
が
公
的
制
度

(
5丘
町
戸

E
o
s
-
E
r
-
-
A
5凹
)
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
、
と
主
張
す
る
。

ヲ
令
乙
ル
』
、

乙
の
機
構
を

ζ

の
経
済

そ
れ
ゆ
え
、

乙
の
よ
う
な

説
に
従
え
ば
、

と
の
そ
ン
プ
ウ
ル
事
件
の
真
の
効
県
は
、

そ
の
表
而
的
な
考
察
か
ら
く
る
私
法
人

K
よ
る
公
役
務
の
負
担
と
い
う
こ
と
に

あ
る
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
、
行
政
法
人
の
新
ら
た
な
分
類
の
付
与
、
す
な
わ
ち
、

人
の
存
在
を
肯
定
し
、

公
施
設
に
付
け
加
え
ら
れ
る
べ
き
新
ら
た
な
公
法

そ
れ
以
前
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た
公
施
設
の
標
準
に
よ
る
定
義
を
放
棄
し
た
ζ

と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

北法 13(2・40)25行
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公
役
務
、
越
権
訴
訟
、
お
よ
び
行
政
行
為
の
諸
概
念
な
ど
の
行
政
法
の
多
く
の

基
本
的
な
事
項
に
関
す
る
従
来
の
見
解
を
く
つ
が
-
-
し
、
そ
れ
に
修
正
を
加
え
た
。
そ
れ
で
は
、
乙
の
判
決
に
お
い
て
、
公
役
務
概
念
は

コ
ラ
イ
ユ
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
、
彼

こ
の
よ
・
つ
に
、

と
の
モ
ン
プ
ウ
ル
判
決
は
、
会
施
設
、

ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

乙
の
市
…
に
つ
い
て
、

は
、
乙
の
判
決
に
お
い
て
は
、

そ
の
経
済
組
織
委
口
会
の
機
構
の
制
度
的
な
性
質
決
定

2
同
古
田

-
S
2
5ロ
E
E
z
z
oロロ叩
-F)
は、
i

そ
の

法
律
行
為
の
性
質
を
定
義
す
る
た
め
に
、
第
二
義
的
附
属
的
な
性
格
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
考
え
る
。

こ
の
こ
と
は
、

乙
の
委
員

会
を
法
律
的

K
定
義
す
る
乙
と
が
半
ば
不
可
能
で
あ
る
乙
と
の
確
認
で
あ
り
、

乙
の
委
員
会
を
新
ら
し
い
型
の
機
構
と
見
て
い
る
こ
と
の

現
わ
れ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

と
の
判
決
が
む
す
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、

そ
の
制
度
の
性
質
決
定
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
法

同

律
行
為
、
す
な
わ
ち
そ
の
行
政
行
為
を
そ
れ
に
同
白
の
性
質
に
よ
っ
て
定
義
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ζ

の
判
決
に
お
い
て
、

乙
の
委
員
会
の

フランス行政法における公役軍事概念について

決
定
が
行
政
裁
判
所
に
帰
属
す
る
の
は
、

と
の
委
員
会
が
生
産
の
公
役
務
の
任
を
負
っ
て
い
る
純
開
内
で
あ
り
、

モ
ン
プ
ウ
ル
事
件
に
お
い
て
は
、
行
政
行
為
は
組
織
的
な
標
準
に

乙
の
場
合
に
は
、

行
為
は
公
権
力
の
特
権
を
用
い
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

よ
っ
て
定
義
さ
れ
ず
に
、

そ
の
行
為
の
固
有
の
性
絡
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
普
通
法
外
の
手
続
の
概
念
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
、

乙
の
判
決
に
お
い
て
、
公
役
務
概
念
は
、
従
来
の
行
政
の
組
織
的
な
観
点
に
立
つ
伝
統
的
な
定
義
に
反
し
て
、
純
粋
に
機

能
的
な
観
点
か
ら
定
義
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

(~ 

プ
ウ
ガ
ン
事
件
の
判
決
と
そ
の
意
義

右
の
よ
う
な
モ
ン
プ
ウ
ル
事
件
の
判
決
の
趣
旨
は
、

さ
ら
に
二
九
四
三
年
の
プ
ウ
ガ
ン
事
件
(
切
。
ロ
空
自
)
の
判
決
に
よ
っ
て
、
職
業
的

な
団
体
の
行
為
に
対
し
て
踏
襲
さ
れ
た
り
乙
の
事
件
は
、
一
つ
の
附
属
診
察
所

(
g
g
rぽ
2
8
8昆
田
町
立
を
そ
れ
が
現
在
設
置
さ
れ
て
い

る
以
外
の
市
町
村
に
お
い
て
維
持
す
る
乙
と
を
一
名
の
医
師
に
照
否
し
た
上
級
医
師
会
(
の

8
3
-
2
1
3
5
r
F
L
Z仏
g
g
E
w
g帥
)

そ
の
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説

の
決
定
を
、
越
権
訴
訟
の
方
法
で
争
っ
て
出
訴
し
た
事
件
で
あ
っ
た
が
、

の
開
業
組
合
的
な
性
格
に
も
拘
わ
台
、
ず
、

そ
の
使
命
は
、
単
な
る
職
業
的
な
利
益
の
防
禦
だ
け
に
関
す

こ
の
事
件
に
お
い
て
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
医
師
会
が
、
そ

一
つ
の
点
の
公
役
務
を
執
行
し
、

論

る
も
の
で
は
な
く
、
、
何
よ
り
も
ま
ず
、

一
般
的
な
利
誌
の
目
的
に
お
け
る
職
業
の
組
織
お
よ
び
懲
戒
に
関
す
る
と
論
じ
た
政
府
委
員
ラ
グ

ラ
ン
ジ
ユ

(
F
晶
冨
ロ
ぬ
巾
)
の
論
告
を
容
れ
て
、
そ
の
一
茶
阿
権
限
を
有
す
る
乙
と
を
認
め
、
次
の
よ
う
に
判
一
ぶ
し
た
。

「
懲
戒
の
事
項
お
よ
び
名
簿
へ
の
登
録

(
5
Rロ
宮
5
ロ

z
g
E
E
C
)
の
事
項
に
つ
い
て
と
ら
れ
た
上
級
医
師
会
の
決
定
に
対
す
る
請
求

が
越
権
訴
訟
の
方
法
に
よ
っ
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
提
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
予
定
す
る
、

攻
撃
さ
れ
た
決
定
の
日
に
効
力
を
本
し

て
い
た
一
九
問
。
年
一

O
月
七
日
の
規
定
的
全
体
を
勘
案
す
る
と
、
立
法
者
は
、
医
師
の
職
業
の
行
使
の
紺
織
お
よ
び
監
督
を
一
つ
の
公

役
務
と
し
よ
ろ
と
し
た
。

る

乙
の
上
級
医
師
会
が
一
つ
の
公
施
設
を
構
成
し
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
上
述
の
役
務
の
作
用
に
協
力
し
て
い

と
の
資
格
で
す
る
べ
く
求
め
ら
れ
た
決
定
:
:
:
に
対
し
で
申
し
セ
て
ら
れ
た
訴
を
審
理
す
る
こ
と
は
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
帰
属

す
る
。
」

乙
の
プ
ウ
ガ
ン
事
件
の
判
決
は
、

そ
の
権
限
を
俗
信
す
る
た
め
に
、
機
能
的
な
公
役
務
概
念
の
み
を
援
用
し
て
お
り
、
そ
の
機
構
が
公

施
設
を
構
成
す
る
か
否
か
の
制
度
の
法
律
的
な
件
質
決
定
に
依
拠
し
て
は
い
な
い
。

こ
の
点
に
お
い
て
、

と
の
ブ
ウ
ガ
ン
判
決
は
、
先
の

モ
シ
プ
ウ
ル
判
決
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
諸
尿
剤
を
そ
の
ま
ま
医
師
会
に
拡
張
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
置
か
れ
た

一
般
原
理
は
、
職
業
的
な
事
項
の
全
体
に
適
用
を
見
る
に
至
っ
て
い
信
こ
の
よ
う
に
、
統
制
経
済
に
関
す
る
機
構
の
行
為
に
当
初
に
出

現
を
み
た
機
能
的
公
役
務
概
念
の
も
と
に
行
政
の
権
限
の
適
用
を
是
認
す
る
こ
の
見
解
は
、

乙
れ
以
後
、
職
業
的
な
団
体
の
行
為
に
波
及

し
、
統
制
経
済
に
関
す
る
法
制
度
が
縮
小
し
た
今
日
に
お
い
て
も
、

て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

な
お
そ
の
存
在
意
義
を
保
ち
、
行
政
判
例
中
に
そ
の
地
位
を
確
立
し

北法 13(2・42)25R



(斗

山

(

U

・肘・

5
C・叶・
ωH・
宮

Oロ
匂
即
日

F
ω
E
wア
忌
品

M・
E-ω
叶・

0
同巴

ONWHEN-
司
-
H
8・

凶
乙
の
事
件
は
、
経
済
組
織
委
員
会
の
電
球
の
ガ
ラ
ス
管

(
-
g
g
v
g
E
2口
巾
旬
。
ロ
円
曲
目
旬
。
己
主
の
製
造
を
許
可
さ
れ
る
企
業
を
定
め

Z
決
定
に
対

し
て
、
モ
ン
プ
ウ
ル
民
か
ら
産
業
生
産
大
臣
(
戸
町
田
町

nHFE同
町
内

E
a
伊

E
M
M
g
E
n氏
。
ロ
広
島

5
E色
町
)
に
講
求
が
提
出
さ
れ
、
大
臣
が
乙
れ
を
棄
却
し

た
の
に
対
じ
、
そ
の
大
臣
の
決
定
の
取
消
を
求
め
た
事
件
で
あ
る
。

間
乙
の
点
に
つ
い
て
、
セ
ガ
ラ
は
次
の
よ
う
に
論
告
し
て
い
る
。
「
現
在
の
環
境
に
お
い
て
、
生
産
の
よ
き
進
行
に
む
す
び
つ
け
ら
れ
る
一
般
的
な
利
益
、

法
律
が
組
織
委
員
会
に
指
定
し
て
い
る
使
命
の
性
質
お
よ
び
範
囲
一
、
法
律
が
授
与
し
て
い
る
公
権
力
の
特
権
、
乙
れ
ら
は
、
判
例
が
公
役
務
を
定
義
し
特

徴
づ
け
る
た
め
に
保
持
し
て
い
る
繍
要
素
で
あ
る
。
」

凶

開

F
m
g
g
g
p
毛
-nFH・
円
雪

ozaoロ
含

母

OFH
吉げ
}Hnu
司
・
隠

MlNN印・

間
宮
恒
国
可
♂
ロ

O丹市

E
ω
町内

WFH由
主
・
口

H・
H-
だ
が
、
メ
ス
ト
ル
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
な
が
ら
も
、
乙
の
経
済
組
織
委
員
会
を
公
法
人
と
考
え
て
い
る
。

附

巧

島

ロ

p
d
g
官
官
印
伝
言
内
明
日

F
R含
宮

Cロ司
2
H
F
P
C
-
H
F
S
-
L
E
U
-
ヲ
冨
・

nx恥
・
宮
門
司
・
出

-
S
F
E
F冊子

H
E叶
・
ロ

F
E
-

m
乙
の
輔
圏
構
訴
訟
に
関
す
る
法
交
は
二
八
七
二
年
の
法
律
お
よ
び
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
つ
い
て
の
一
九
四

O
年
の
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
現
在
一

九
四
五
年
七
月
三
一
日
の
命
令
す

E
Cロロ同ロ
nm)
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
る
が
、
乙
の
命
令
の
第
三
二
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
訴
訟
に
つ
い
て
裁
判
す
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
種
々
の
行
政
庁
の
行
為
に
対
し
て
申
し
立
て
ら
れ
た
越
権
を
理
由
と
す
る
取
消
請
求
に
つ
い
て
、
最
終

的
に
判
決
す
る
。
」
し
た
が
っ
て
、
乙
の
法
交
に
よ
れ
ば
、
行
政
庁
に
該
当
し
な
い
機
構
の
行
為
に
対
し
て
は
、
越
権
訴
訟
は
提
起
で
き
な
い
わ
け
で
あ

玄
制
。

附
何
回
回

g
B
S
P
8・
nFH~雪
o
-
E
g
E
骨

皇

官

E
F
司

NN罰
iE0・
同
己
目
、

Z
2
5
5
H
2ロ
ω宮
可
同
忌
岳

bpH由
主

-wFC口問
ud弓
色

u
F
a
E
F

OMynFMM・
N
出
0・・
H』
a-v包
静
岡

ou
吋
同
色
広

b-bgmHMg
一HapNbL・同
y
H品出・

間
回
目
ロ
自
民
岡
田

wO同
y
n戸

FwTo-55ロ向山口

ιgH片
守
口

r-HnwHYN品
ω
g
m
-

側

ロ

ン

u
ウ
ェ
イ
ル
・
プ
レ
パ
ン
の
手
に
な
る
行
政
判
例
の
註
釈
書
に
よ
れ
ば
、
乙
の
モ
ン
プ
ウ
ル
判
決
が
行
政
の
基
本
的
な
事
項
を
く
つ
が
え
し
た
点
と

し
て
、
次
の
五
点
に
つ
い
て
鎗
及
し
て
い
る
4

て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
そ
れ
に
明
日
に
公
施
設
の
性
格
を
否
定
す
る
法
人
格
を
有
す
る
公
役
お
が
現

在
存
在
し
、
伝
統
的
な
公
施
設
の
概
念
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
c

二
、
公
役
務
の
概
念
が
そ
の
組
織
的
意
義
を
決
定
的
に
喪
失
し
、
公
役
務
の
管
理
が
会

施
設
の
性
格
を
有
せ
ず
行
政
の
部
門
を
構
成
し
な
い
陣
内
構
に
委
ね
ら
れ
、
公
役
務
が
一
般
的
な
利
益
の
活
動
と
同
一
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
ζ

と
。
三
、

立
法
者
が
行
政
庁
の
行
為
に
対
し
て
関
か
れ
て
い
る
と
宣
言
し
て
い
る
越
権
訴
訟
が
、
公
役
務
の
管
理
の
枠
内
で
活
動
す
る
か
さ
り
、
行
政
的
で
な
い
機

関
の
行
為
に
対
し
て
提
起
さ
れ
る
と
と
が
で
き
る
と
と
。
問
、
伝
統
的
に
行
政
か
ら
発
せ
ら
れ
る
行
為
の
意
義
に
理
解
さ
れ
て
き
た
行
政
行
為
の
繍
念

フランス行政法における公役務概念について
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説

が
、
公
役
湧
の
管
理
の
枠
内
で
と
=
ら
れ
た
行
為
の
意
味
を
獲
得
し
た
こ
也
九
」
泣
い
十
混
広
口
的
な
法
制
度
の
発
生
の
結
果
、
公
法
人
と
私
法
人
と
の
古
典
的
な

区
別
が
そ
の
重
要
牲
を
失
っ
た
乙
と
、
の
諸
点
が
乙
れ
で
あ
る

o
F
E吋
者
向
』
γ切
『
包
宮
口
F

O
匂

-nFf
℃・
8
0
1
N

戸

山

ゎ

o
S
F
r
o句
-
n
F
F
M
Y
H叶
ωlH叶
印
・

間
ゎ
・
開

-HE-PN-F区宮
g
w
F
9
H
E
こロ
-H-E-sLE-一℃
-mN・

聞

の

C
H
a
r
o匂
-
n
F
同

Y
H
&・
な
お
、
コ
ラ
イ
ユ
は
、
と
の
事
件
に
お
い
て
は
一
般
的
な
利
益
の
概
念
は
暖
昧
で
あ
り
、
国
に
対
す
る
依
容
と
公
法
の
手

続
と
が
そ
の
公
法
行
為
を
特
徴
づ
け
る
に
充
分
で
あ
る
と
し
、
と
の
事
件
で
公
法
行
為
を
特
徴
づ
け
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
「
会
役
お
の
作
用
へ
の
協
力
」

と
い
う
判
例
の
文
書
が
清
め
て
い
る
の
は
、
と
れ
ら
二
つ
の
要
素
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
O
P
E
-
匂
-

H

芯・

間

F
D口
開

u
d
r
F
T
∞E
F
S
H
-
。ヲ

nw-
唱・ぉ
ω
・

間

F
o
a
u
d『
帽
子
回
B
E
E
S
-
n
F
F
司
-
N
N
U
・

論

権
限
の
二
元
性
を
容
認
し
た
判
決
と
そ
の
立
五

そ
の
審
理
が
行
政
の
権
限
に
帰

属
す
る
旨
の
み
を
判
示
す
る
諸
判
決
に
対
し
て
、
他
方
、
同
業
組
合
的
な
機
構
の
活
動
が
、
あ
る
行
為
に
つ
い
て
は
行
政
行
為
を
構
成
し
、

右
の
よ
う
な
同
業
組
合
的
な
機
構
お
よ
び
職
主
同
休
の
行
為
ピ
対
し
て
、

公
役
務
の
資
格
を
付
与
し
、

他
の
行
為
に
つ
い
て
は
行
政
的
な
性
格
を
有
し
な
い
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
行
為
'
に
関
す
る
権
限
の
二
元
性
を
明
白
に
容
認
す
る
判
決
が
存

一
九
阿
六
年
の
モ
ラ
ン
事
件

(
Z
S
S
L
)
の
判
決
を
引
用
す
る
乙
と

在
す
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
を
代
表
す
る
判
決
と
し
て

そ
し
て
、

が
で
き
る
。

そ
れ
ゆ
え
、

乙
の
新
ら
た
に
発
生
し
た
同
業
組
合
的
な
機
構
の
分
野
に
お
け
る
公
役
務
概
念
の
怠
義
を
探
究
す
る
た
め
に
、

次
に
、

乙
の
モ
ラ
ン
判
決
の
内
容
を
紹
介
し
て
、

こ
の
判
決
の
有
す
る
忠
義
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

乙
の
モ
ラ
ン
事
件
に
お
い
て
訴
訟
の
対
象
と
さ
れ
た
機
構
は
、
農
業
の
領
域
に
お
け
る
グ
ィ
シ
イ
政
権
の
立
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た

同
業
組
合
的
な
制
度
で
あ
る
。

一
九
四

O
年
二
一
月
二
日
の
法
律

乙
の
国
家
的
な
利
誌
の
口
的
の
だ
め
の
農
業
団
体
に
関
す
る
制
度
は
、

K
よ
っ
て
、
市
町
村
の
領
域
に
お
け
る
地
方
組
作
宏
司
ロ

en恒三。
2])、
こ
の
地
方
組
合
を
い
く
つ
か
集
合
し
た
地
方
連
合
団
体
(
可

E
Zロ

:lt法 13(2・44)260
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HbhtoEZ)1
お
よ
び
そ
の
頂
点
に
位
す
る
全
国
的
同
業
組
合
機
関

(
E
O
H
m
s刊

5
5ロ包
no召
0
2
2
5

の
三
つ
の
階
層
か
ら
な
る
機
構

彼
が
提
出
し
た
一
つ
の
地
方
農
業
組
合
の
委
員

(
閉
山
言
内
出
向
)
へ
の
任
命
要
求
が
そ
の
上
級
機
関
で
あ
る
地
方
農
業
同
業
組
合
連
合
団
体
に
よ
っ
て
黙
示
の
恒
否
決
定
を
受
け
た
の
に
対
し
、

と
し
て
、
組
織
さ
れ
て
い
た
。

原
牛
一
口
モ
ラ
ン
氏
は
、

そ
し
て
、

こ
の
事
件
に
お
い
て
、

そ
の
取
消
を
求
め
て
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
越
権
訴
訟
を
提
起
し
た
リ
だ
が

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は

乙
の
請
求
に
対
し
て
、
無
権
限

を
宣
言
し
て
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

一
九
四

O
年
一
二
月
二
日
の
法
律
に
よ
れ
ば
、
「
こ
の
法
律
K
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
農
業
同
業
組
合
組
織
(
ぽ
由
。
占

B
5
E
0
5
8
4
0
E
a

民

4
2
昌
弘

g-冊
目
)
は
労
働
法
典

(nor島
E
E
4
3
3
の
第
三
章
の
規
定
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
職
業
組
合

(
Z
2
u
B岳
2
仲間官。同

g
曲目

og冊目印)

同

規
律
さ
れ
て
い
た
。

す
べ
て
の
職
業
人
(
官

o
r
z
gロ色)、
企
業
組
合
員
ま
た
は
そ
の
他

に
つ
い
て
の
立
法
に
よ
っ
て
、

し
か
し
、

フランス行政法における公役務概念について

(回一百円出ρ
忌

o
c
gロ
)
に
つ
い
て
義
務
的
な
命
令
を
定
め
る
権
能
を
そ
の
組
織
に
委
ね
て
、
立
法
者
が
農
業
の
組
織
お
よ
び
監
督

K
関
す
る

公
役
務
の
執
行
を
確
保
す
る
乙
と
を
そ
れ
ら
に
負
担
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、
上
述
の
法
律
の
第
二
条
、
第
五
条
お
よ
び
第
七
条
か
ら
導

き
出
さ
れ
る
。

そ
れ
ら
(
の
組
織
)
が
乙
の
使
命
の
遂
行
に
お
い
て
す
る
べ
く
求
め
ら
れ
た
決
定
は
、
行
政
行
為
を
構
成
し
て
き
た
。
だ
が
、

こ
れ
ら
種
々
の
私
的
機
構
の
作
用
の
制
度
ま
た
は
状
態

(
B
O
E
Z
t
)
に
関
す
る
地
方
組
合
、
地
方
連
合
団
体
、
お
よ
び
全
国
委
員
会
の
評

こ
の
よ
う
な
(
行
政
的
な
)
性
格
を
お
び
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
と
と
が
で
き
な
い
じ
し
た
が
っ
て
、

モ
ラ
ン
氏
が
組
合
委
員
K
任

議
は
、

命
さ
れ
る
た
め
に
提
出
し
た
請
求
に
つ
い
て
、
地
方
農
業
同
業
組
合
連
合
団
体
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
た
沈
黙
か
ら
く
る
棄
却
の
黙
示
の
決

定
を
争
う
訴
は
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
お
い
て
受
理
さ
れ
る
ζ

と
が
で
き
な
い
。

乙
の
農
業
開
業
組
合
組
織
は
、
判
旨
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
労
働
法
典
の
第
三
章
の
規
定
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
職
業
組
合
に
関

す
る
立
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
る
の
で
、
明
白
に
私
的
な
性
格
を
有
す
る
機
構
で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
乙
の
職
業
組
織
が
、
あ
る

北法 13(2・45)261
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部
分
は
公
法
に
よ
っ
て
、
他
心
部
分
は
私
法
に
よ
っ
て
、
規
律
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

そ
れ
ら
が

そ
し
て
、

ど
の
範
囲
で
、

ど
ち
ら
の
制
度
に
服
す
る
の
か
の
点
に
つ
い
て

そ
の
任
務
と
す
る
行
政
裁
判
所
に
帰
属
す
る
公
役
務
の
執
行
(
質
業
の
組

乙
の
判
決
は
、

論

織
お
よ
び
監
督
)
に
際
し
て
こ
の
職
業
組
織
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
決
定
と
、

は
状
態
に
関
す
る
措
置
と
を
、
区
別
し
て
い
る
。
乙
の
判
決
に
お
い
て
は
、
私
的
機
構
と
い
う
表
現
は
、
も
は
や
私
法
の
み
に
属
す
る
機

そ
の
権
限
の
帰
属
の
問
題
を
決
定
す
る
に
当
っ
て
、
と
れ

司
法
裁
判
所
の
権
限
に
帰
属
す
る
そ
れ
ら
の
作
用
の
制
度
ま
た

構
と
い
う
古
典
的
な
意
味
に
理
解
さ
れ
る
乙
と
が
で
き
な
い
。

乙
の
判
決
は
、

ら
の
機
構
の
法
律
行
為
の
あ
る
種
の
定
義
に
む
す
び
つ
け
て
い
る
。

そ
の
性
質
を
決
定
す
る
た
め
に
訴
え

こ
の
よ
う
に
、

乙
の
判
決
が
、

そ
れ
ゆ
え
に
、
公
法
の
行
為
が
定
義
さ
れ
て
い
る
の
は
、

れ
ら
の
優
越
的
な
性
格
、
使
用
さ
れ
て
い
る
法
手
続
の
性
格
に
よ
っ
て
で
あ
つ
れ
山

て
い
る
の
は
、
先
の
諸
判
決
と
同
様
に
、
公
役
務
の
機
能
的
概
念
で
あ
り
、

と
の
モ
ラ
ン
判
決
は
、

そ
の
基
礎
と
な
っ
た
一
九
四

O
年
の
法
律
の
廃
止

K
よ
っ
て
、
実
際
的
な
利
益
を
失
っ
た
。
だ
が
、
右
の
よ
う

な
と
の
判
決
の
趣
旨
は
、
今
な
お
多
く
の
例
を
見
出
す
こ
と
の
で
き
る
職
業
的
な
機
構
の
法
律
制
度
に
そ
の
指
針
を
提
供
す
る
こ
と

κよ

一
の
狸
論
的
な
重
要
性
を
保
有
す
る
。
と
の
判
決
は
、
公
式
に
私
的
と
認
め
ら
れ
て
い
る
一
の
機
構
の
行
為
に
行
政
的
な
性
格
を

っ
て
、

授
与
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
行
政
判
例
中
に
あ
っ
て
、
特
に
注
目
す
べ
き
判
決
で
あ
る
。

そ
し
て
、

と
の
よ
う
な
そ
の
機
構

の
定
義
が
全
く
度
外
視
さ
れ
、

そ
の
機
構
の
定
義
と
全
く
相
反
す
る
法
律
制
度
の
適
用
を
容
認
す
る
判
決
に
よ
っ
て
、
公
役
務
概
念
は
そ

の
組
織
的
な
要
素
を
い
ち
じ
る
し
く
喪
失
し
、
従
来
の
制
度
的
な
行
政
訟
理
論
は
、

よ
り
一
一
層
そ
の
価
値
を
失
う
と
と
に
な
っ
た
の
で
あ

っ
た
。(2) (1) 

円
U

・開・

5
怠
・
品
-
慎
玄
O
同
自
門
け

ω山
町
内
ア

H
p
h
N
E
-
5・

献
一
ポ
の
痘
否
決
定
と
は
、
当
事
者
の
請
求
に
対
し
て
、
権
限
あ
る
機
関
が
四
ヶ
月
以
上
の
問
、
そ
の
請
求
に
応
答
す
る
乙
と
な
く
泌
獣
を
守
っ
た
場
合

J 
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、ィ-、
J 

に
、
乙
の
神
仙
験
が
棄
却
の
決
定
に
相
当
す
る
(
百
三
門
広
丘
団
芯
ロ
仏
O
B
E
)
も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
を
い
い
、
そ
の
当
事
者
は
、
乙
の
四
ヶ
月
の
期
間

の
経
過
し
た
後
に
、
乙
の
獣
示
の
恒
否
決
定
を
棄
却
と
み
な
し
て
争
う
乙
と
が
で
き
る
。
広
い
意
味
で
の
不
作
為
に
対
す
る
違
法
確
認
の
訴
の
手
段
と
し

て
、
フ
ラ
ン
ス
法
で
認
め
ら
れ
て
き
た
制
度
で
あ
っ
て
、
こ
の
制
度
は
現
行
法
上
で
も
寄
在
し
て
い
る
。

聞

の
O
H
色・
0
唱

-
S・匂
-
E
N

川
間

M
M

・
出
・
ロ
O
お

Eω
町

3
・H
E
吋
-
H
H
H
・

s・
乙
の
ノ
l
ト
に
よ
れ
ば
、

ζ

の
判
決
に
よ
る
区
別
は
、
モ
ン
プ
ウ
ル
事
件
に
お
け
る
政
府
委
員
セ
ガ
ラ
の

諭
告
が
主
張
す
る
、
行
政
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
公
役
務
の
管
理
と
私
法
に
服
す
る
組
織
の
内
郁
作
用
と
の
聞
の
区
別
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
、
と

い
う
。

附

わ

OEra-n-F
句
・
ロ
や
む
由
・

剛
司
・
国
・
ロ
O
R
司
弘
円
山
骨
格

P

同

四

公
役
務
に
参
与
す
る
組
織
の
行
為
に
行
政
の
権
限
を
否
定
し
た
判
決
と
そ
の
意
義

フランス行政法における公役務概念について

右
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
同
業
組
合
的
な
機
構
な
い
し
は
職
業
団
体
の
行
為
は
、
判
例
上
、

公
法
お
よ
び
私
法
の
混
合
す
る
二
元
的

な
法
制
度
に
服
す
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
権
限
の
帰
属
の
決
電
'
K
際
し
て
適
用
さ
れ
る
公
役
務
概
念
は
、

そ
の
組
織
的
な
要
素
の
衰
退
の
点
を
別
と
し
て
も
、
も
は
や
昔
日
の
公
役
務
概
念
と
は
そ
の
意
義
を
異
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

ζ

の
点

の
差
異
を
明
白
に
す
る
た
め
に
、
次
に
、
混
合
的
な
性
格
を
有
し
な
が
ら
も
、
多
く
の
点
で
公
法
に
関
述
し
、
法
律
上
公
役
務
に
参
与
さ

行
政
の
権
限
を
否
定
し
た
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
一
つ
の
判
決
を
紹
介
し
て
、

せ
ら
れ
て
い
る
機
構
の
行
為
に
つ
い
て
、

そ
の
意
義
を
検

討
し
て
み
る
乙
と
に
し
よ
う
。

一
九
四
八
年
六
月
二
五
日
の
輸
入
一
般
会
社
事
件
の
判
決
で
あ
る
。

乙
の
コ
ラ
イ
ユ
の
引
用
す
る
判
決
は
、

と
の
事
件
は
、
戦
時
に
お

け
る
国
家
組
織
に
関
す
る
一
九
三
八
年
七
月
一
一

υ
の
法
律
を
適
用
し
て
設
置
さ
れ
、

一
定
の
地
聞
の
資
源
の
集
合
お
よ
び
分
配
に
つ
い

て
の
す
べ
て
の
活
動
を
国
の
監
督
の
も
と
に
行
な
-
つ
た
め
に
構
成
さ
れ
た
全
国
購
買
団
体
(
ロ
ロ

m
g
d官
B
2
2
E
-
o
E
}円
凶

W
R
E
C
K関
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し
て
い
る
。

ζ

の
団
体
の
法
律
的
な
構
造
は
複
雑
で
あ
る
。

ζ

の
構
造
は
、
ま
ず
第
一
に
、
法
律
上
一
八
六
七
年
七
月
二
四
日
の
法
律
に
よ

っ
て
規
律
さ
れ
る
株
式
会
社
の
形
式
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
、
私
法
に
属
す
る
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
。
だ
が
、
い
く
つ
か
の
留
保
が
、

論

乙
の
初
期
の
性
格
を
全
く
変
質
す
る
法
文
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

乙
の
留
保
は
、

た
と
え
ば
、
国
務
大
匝
の
み
が
、

そ
れ
を
要
求

さ
れ
る
情
況
に
あ
る
と
き
に
は
、

こ
の
よ
う
な
会
社
の
構
成
を
認
可
す
る
ζ

と
が
で
き
る
と
か
、

そ
の
団
体
は
行
政
庁
に
よ
っ
て
任
命
さ

れ
た
職
員
に
よ
っ
て
の
み
設
立
さ
れ
る
と
と
が
で
き
、
行
政
庁
の
同
意
が
す
べ
て
の
未
決
定
の
株
主

(
R
t
g
E
F見
守
g
E巳
)
に
課
せ
ら

れ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
形
で
現
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
普
通
法
に
低
触
す
る
性
格
は
、
機
能
に
つ
い
て
の
原
則
に
お
い
て
は
、
品
閥
単
富
に
見

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ま
た
、
他
方
、
乙
の
団
体
は
、
食
糧
補
給
組
織

q
O
H
m
s
-∞
白
色

O口
合

E4FE--mggH)
に
関
す
る
一
九
四
一
年
一

O

月
二
三
日
の
法
律
に
よ
っ
て
、
公
役
務
に
参
与
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
り

乙
の
事
件
は
、
輸
入
一
般
会
社
が
購
買
団
体
へ
の
加
入
(
邑
5
5
3
E
を
要
求
し
た
の
に
対
し
、

乙

ω
団
体
の
管
理
委
員
会
(
-
冊

gロ
目
色

門
町
包
B
E
E
E
Z。
ロ
)
が
こ
の
要
求
を
拒
否
し
た
こ
と
に
基
副
し
、

こ
の
よ
う
な
拒
否
決
定
が
行
政
裁
判
所
に
委
ね
ら
れ
る
ζ

と
の
で
き
る

法
律
行
為
を
構
成
す
る
か
否
か
に
関
す
る
事
件
で
あ
り

コ
ン
セ
イ
ユ
・
テ
タ
は

そ
の
権
限
を
否
認
し
て
、

乙
の
山
一
に
つ
い
て
、

よ
う
に
判
示
し
た
。

「
一
九
四
一
年
一

O
月
二
二
日
の
法
律
の
第
二
条
の
川
定
に
よ
り
、
そ
れ
を
要
求
さ
れ
る
情
況
に
あ
る
と
き
に
は
、
国
の
一
般
的
な
食

糧
補
給
に
必
要
な
輸
入
ま
た
は
輸
出
の
活
動
の
よ
う
な
国
家
的
な
枠
内
に
お
け
る
購
買
お
よ
び
売
却
の
商
業
活
動
は
、
商
業
会
社
の
形
式

を
有
す
る
全
国
購
買
団
体
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
ら
の
作
用
お
よ
び
そ
れ
ら
の
構
成
員
と
の
関

こ
れ
ら
の
会
社
が
、
特
に
、

係
に
関
す
る
事
項
に
お
い
て
、
私
法
の
原
則
に
服
す
る
と
い
う
と
と
は
、

ζ

の
法
文
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。
」

乙
の
判
決
の
文
言
は
、
確
か
に
暖
昧
で
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
見
解
に
よ
っ
て
、
行
政
の
権
限
が
否
定
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
明
確
性

¥， 
、
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次
の



J 
¥ 
ザ

を
欠
い
て
い
る
。

こ
の
判
決
は
、
当
初
の
評
釈
に
お
い
て
は
、
そ
の
制
度
の
定
義
を
保
持
す
る
古
典
的
な
学
説
に
関
連
す
る
立

そ
し
て
、

場
か
ら
、
乙
の
団
体
の
組
織
が
商
業
的
で
あ
り
私
生
に
服
す
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
訴
訟
は
荷
事
裁
判
一
明
に
提
起
さ
れ
る
べ
き
事
件
で
あ
り
、

モ
ン
プ
ウ
ル
判
決
と
そ
の
趣
旨
を
異
に
す
る
判
決
と
し
て
、
註
釈
さ
れ
た
と
い
う
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
判
決
の
解
釈
は
、

よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
強
硬
な
反
対
を
う
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

コ
ラ
イ
ユ
に

コ
ラ
イ
ユ
に
よ
れ
ば
、

と
の
判
決
の
趣
旨
は

そ
の
団
体
が
食
糧
補

給
の
公
役
務
に
加
入
し
て
い
る
と
し
て
も
、

こ
の
団
体
の
管
理
委
員
会
に
よ
る
拒
否
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
法
律
状
況
が
私
法

に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
が
ゆ
え
に

そ
の
行
為
は
、
職
業
機
構
の
あ
る
種
の
行
為
が
特
徴
づ
け
る
優
越
的
な
性
格

を
何
ら
表
示
し
な
い
が
ゆ
え
に
、

行
政
的
な
性
格
を
有
せ
ず
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
付
託
さ
れ
る
と
と
が
で
き

そ
れ
に
対
す
る
訴
は
、

同

こ
の
よ
う
な
立
場
を
採
れ
ば
、

な
い
、
と
い
う
趣
旨
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
、
と
説
く
。

乙
の
判
決
に
お
い
て
も
、
行
政
的
な

そ
し
て

フIランス行政法における公役務概念について

法
律
行
為
を
定
義
す
る
た
め
に
行
政
判
例
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
き
た
方
法
は
明
白
に
説
明
さ
れ
る
と
と
に
な
り
、

乙
の
判
決
は
、

プ
ウ
ル
事
件
と
何
ら
矛
盾
し
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

む
し
ろ
そ
れ
を
踏
襲
す
る
判
決
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。

山

。

-
F
Sぉ
・
∞
-

N

印・の
O
B宮
町
ロ
即
帽
の
宮
b
H
丘
町
己
B
H
5
1
邑
o
p
p
c品
目

C
三曲

-wshお
・
匂
・
臼
ω・
た
だ
し
、
乙
の
ド
ロ
ア
・
ソ
シ
ア
ル
は
診
照
す

る
と
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
特
異
な
判
決
と
み
な
さ
れ
た
た
め
か
、
ダ
ロ
l
ズ
お
よ
び
シ
レ
イ
の
判
例
集
中
に
も
晃
当
ら
な
い
の
で
、
す
べ
て
、
コ
ラ
イ

ユ
の
説
く
と
乙
ろ
に
よ
っ
た
。

nFH恥

MMmw吋
《

U
D
E
F
-
-
d
℃
・
門
戸
市
・
H
8
2
ω

・

閉
そ
の
例
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
乙
の
代
表
取
締
役

2
8
L可
2
芯
ロ
ヨ
間
宮
今
回
国
同
)
、
監
査
役

2
2

g
g田町
g町
g
g
H
g
g
B回
)
は
、
行
政
の
同
意
を
も
っ
て
の
み
任
命
さ
れ
る
こ
と
、
政
府
委
員
が
予
定
さ
れ
、
担
否
権

(
E
L吋
O
町

骨

量
O
}

を
有

す
る
と
と
、
行
政
的
な
監
督
が
そ
の
基
本
的
な
行
為
に
つ
い
て
行
使
さ
れ
る
と
と
、
な
ど
が
と
れ
で
あ
る
。

聞
の
・
者

-
g
H
O
B
O
S
-
2
R
E
S
S・句・
ω
ロ-
n
忘
宮
円
。
D
H
E
f
o
古・

2
・司

-
H
2・

川

閣

の

C
H曲目

r
o句
-
n
F
M
M
-
H
∞N
l
H
∞ω・

モ
ン
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説

五

び

む

す

以
上
に
述
べ
て
き
た
と
と
か
ら
了
解
す
る
と
と
が
で
き
る
よ
う
に

一
九
四

O
年
以
降
に
発
生
を
み
た
新
ら
た
な
同
業
組
合
的
な
機
構

論

の
行
為
は
、
判
例
上
、
公
法
と
私
法
と
の
錯
綜
し
た
混
合
的
な
法
制
度
に
服
し
、

と
の
状
態
は
、
職
業
団
体
の
行
為
に
そ
の
領
域
を
拡
張

さ
れ
て
、
現
在
の
判
例
に
受
け
い
れ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、

乙
の
分
野
に
お
け
る
あ
る
数
の
判
例
が
、

そ
の
審
理
権
の
帰
属
の
決
定
に

当
っ
て
、
公
役
務
の
標
準
に
依
拠
し
て
い
る
と
し
て
も
、

こ
の
場
合
の
公
役
務
概
念
は
、
も
は
や
昔
日
の
伝
統
的
な
公
役
務
概
念
で
は
あ

り
え
な
い
。

そ
の
組
織
的
な
観
点
の
稀
薄
化
の
点
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、
行
為
の
行
政
的
な
性
格
は
、
か
つ
て
ア
リ
ペ

乙
の
差
異
は
、

ー
ル
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
行
為
者
の
資
格
な
い
し
は
そ
の
行
為
者
の
法
律
的
な
性
質
を
第
一
の
要
件
と
し
て
、
決
定
さ

れ
る
ζ

と
が
で
き
な
勺
こ
れ
ら
の
場
合
に
判
例
に
よ
っ
て
援
用
さ
れ
た
公
役
務
概
念
は
、
そ
の
機
能
の
権
力
的
な
性
格
、
お
よ
び
そ
の

一
般
的
な
利
益
の
性
格
に
依
拠
し
た
い
わ
ゆ
る
機
能
的
、
客
観
的
な
公
役
務
概
念
で
あ
る
。

そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
公
役
務
の
表
現
は
、

そ
れ
が
余
り
に
も
広
汎
な
膿
昧
か
つ
多
蚊
な
意
味
を
有
す
る
結
果
、
現
実
に
混
乱
を
惹
起
す
る
危
険
性
が
存
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
他

方
、
ま
た
、
現
行
の
行
政
判
例
に
お
い
て
は
、

た
と
え
ば
モ
ラ
ン
判
決
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
公
役
務
に
際
し
て
遂
行
さ
れ
て
は

い
る
が
、
行
政
的
な
性
格
を
有
し
な
い
行
為
も
存
在
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
に
よ
っ
て
新
ら
た
に
発
生
し
た
こ
の
開
業
組
合

的
な
機
構
お
よ
び
職
業
団
体
の
行
為
の
分
野
に
お
い
て
も
、
公
役
務
概
念
と
行
政
制
度
と
の
関
連
は
薄
れ
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
り
、

ロ
パ
卓
ノ

ー
ル
の
主
張
す
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
機
構
の
行
為
が
公
役
務
を
構
成
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
行
政

モ
ン
プ
ウ
ル
判
決
な
ど
に
お
い
て

裁
判
所
に
帰
属
し
て
い
る
と
の
事
由
を
も
っ
て

一
方
で
、

行
政
裁
判
所

乙
れ
ら
の
分
野
の
訴
訟
制
度
に
お
い
て
、
「
公
役
務
概
念
は
、

の
権
限
の
一
つ
の
名
義
を
構
成
し
続
け
る
と
同
時
に
、
他
方
に
お
い
て
、
こ
の
概
念
は
、
乙
の
(
行
政
裁
判
所
の
)
権
限
の
一
つ
の
必
要
条
件

そ
の
限
定
に
役
立
つ
」
も
の
と
、
も
は
や
言
い
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
事
態
に
あ
る
の
で
あ
っ
た
。

で
あ
り
、

、
d 

ノ~ 
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そ
れ
で
は
、

乙
の
よ
う
な
公
役
務
概
念
と
の
関
連
の
稀
薄
化
に
よ
っ
て
、

乙
の
分
野
に
お
け
る
行
政
行
為
ま
た
は
行
政
裁
判
権
の
適
用

の
基
準
は
、
ど
の
よ
う
な
標
準
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
標
準
は
、

ド
・
ソ

1
ト
(
巴
伸
一
山
。

g)
な
ら
び
に
コ
ラ
イ
ユ
が
説
い

そ
の
行
為
が
創
造
す
る
普
通
法
外
の
状
況
、
そ
の
行
為
が
使
用
す
る
公
法
の
手
続
に
置
か
れ
て
い
る
と
す
る
の
が
、
最

も
適
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ζ

の
よ
う
な
普
通
法
外
の
状
況
な
い
し
は
公
法
の
手
続
の
標
準
は
、
こ
れ
ら
の
機
構
に
よ
っ
て
惹
起

て
い
る
よ
う
に
、

さ
れ
た
損
害
賠
償
責
任
の
領
域
、
お
よ
び
と
れ
ら
の
機
構
の
職
員
の
法
律
的
な
地
位
の
分
野
に
お
い
て
も
、
同
様
に
妥
当
す
る
。

そ
し
て
、

同

乙
の
モ
ン
プ
ウ
ル
判
決
に
始
ま
る
一
連
の
判
決
に
よ
っ
て
、
行
政
制
度
の
適
用
の
標
準
と
し
て
、
公
管
理
の
概
念
が
確
信
さ
れ
、
と
の
公

管
理
と
私
管
理
と
の
対
置
の
結
果
、
行
政
機
構
は
正
常
に
法
律
制
度
の
二
元
性
に
服
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
行
為

者
の
性
質
に
依
拠
す
る
制
度
的
な
性
質
決
定
は
、
不
充
分
な
も
の
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

右
の
よ
う
に
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
行
政
機
構
に
直
接
的
に
帰
属
し
な
い
戦
時
中
の
同
業
組
合
的
な
機
構
お
よ
び
職
業
団

フランス行政法における公役務概念について

体
の
行
為
に
行
政
行
為
の
性
格
を
付
与
し
、

そ
れ
ら
の
行
為
に
関
す
る
訴
訟
に
、
わ
が
国
の
抗
告
訴
訟
に
当
る
越
権
訴
訟
の
手
段
の
利
用

そ
の
組
織
的
な
要
素
の
役
割
が
重
要
性
を
失
い
、
あ
る
意
味
で
は
、

を
あ
る
事
項

κつ
い
て
容
認
し
て
い
る
結
果
、

そ
の
重
点
が
行
為
の

権
力
的
な
性
格
に
移
行
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

た
と
え
ば
、

こ
の
職
業
団
体
の
行
為
に
関
す
る
訴
訟
が
、
民
事
訴
訟
に

そ
し
て
、

属
す
る
か
行
政
訴
訟
に
属
す
る
の
か
の
問
題
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
弁
護
士
会
に
よ
る
弁
護
士
の
懲
戒
に
つ
い
て
の
事
例
な
ど
に
関

し
て
、
発
生
す
る
乙
と
が
で
き
る
。
乙
の
点
の
わ
が
国
の
実
定
法
に
お
け
る
解
釈
に
つ
い
て
は
、
乙
の
論
稿
の
目
的
か
ら
離
れ
る
の
で
別

の
機
会
に
譲
る
と
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
職
業
団
休
の
行
為
K
行
政
的
な
性
格
を
容
易
に
付
与
す
る
乙
と
が
で
き
、

そ
の
判
例
が
と
の
方
向
に
踏
み
切
る
ζ

と
が
で
き
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
団
体
の
作
用
を
、
園
の
役
務
、
す
な
わ
ち
公
役
務
と
考
え
る
と

と
を
許
容
す
る
機
能
的
な
公
役
務
概
念
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
に
か
な
り
影
響
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
乙
と
は
、
想
像
に
難
く
な
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A
U
-
-
v
 

い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

そ
の
意
義
を
失
い
な
が
ら

と
の
よ
v

つ
に
、

在
来
の
会
役
務
概
念
は
、

そ
の
行
政
制
度
と
の
関
連
の
点
に
お
い
て
、

も
、
他
の
点
に
お
い
て
、

そ
の
無
形
の
効
果
を
判
例
に
及
ぼ
し
た
、

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
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N
E・同
y
N由
N
N旨・

問
。
叩

ω
2
9
M
N
2
0口
同
師
旬
。
口
同
叩
Hnb回
円
山
市
℃

0
5
3弓

2
5
5
2
2
t
oロ
ロ
百
5
b
n
oロ。
E
S
E
-
何
百
円
山
巾
ω
鬼
門
凶

0
2
5
2
F
H
U印
NW]M・
8
1
8
4
の
O

『
色
"

DMM・口
F
M
y
g串
1
5印
・
コ
ラ
イ
ユ
は
、
乙
の
行
政
行
為
を
、
「
行
政
に
緊
密
に
依
存
す
る
一
の
法
人
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
、
公
法
の
状
況
を
生
じ
さ
せ
る

行
為

(ω2m-宮
山
内
庁
自
巾

5
5
8
8
酔

5
町
田
町
同
己
主

g
号
骨
皇
官
芸
口
)
」
と
定
義
し
て
い
る
。

凶

の

o
g
p
e目
y
n
F
F
M
Y
S印
l
S由・

間
た
と
え
ば
、
弁
護
士
法
第
五
六
条
以
下
に
よ
る
懲
戒
手
続
、
特
に
そ
の
第
六
二
条
に
よ
り
東
京
高
裁
に
出
訴
さ
れ
る
訴
が
そ
の
例
で
あ
り
、

ζ

の
訴
が

異
滋
申
立
お
よ
び
出
訴
期
間
の
制
限
な
ど
の
外
形
的
に
行
政
訴
訟
と
類
似
す
る
規
定
を
置
い
て
い
る
の
で
、
乙
の
訴
が
民
事
事
件
と
行
政
事
件
と
の
ど
ち

ら
の
訴
訟
に
属
す
る
の
か
は
、
充
分
に
問
題
が
あ
る
。
た
だ
し
、
乙
の
弁
護
士
の
懲
戒
に
関
す
る
訴
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
制
度
上
、
明
文
の
規
定
で
、

控
訴
院
に
提
起
さ
れ
る
民
事
事
件
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

附
し
た
が
っ
て
、
と
の
よ
う
な
訴
の
帰
属
の
問
題
に
つ
い
て
の
わ
が
国
の
実
定
法
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
団
体
の
作
用
を
、
公
役
務
続
念
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
の
役
務
と
し
て
考
え
る
と
と
が
で
き
る
か
否
か
が
、
そ
の
解
釈
の
一
つ
の
問
題
点
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

第
四
節

固
有
化
企
業
の
発
生
と
公
役
務
理
論

固
有
化
企
業
の
発
生

公
役
務
概
念
の
第
三
の
危
機
は
、
第
二
次
大
戦
に
よ
る
解
放
後
の
一
九
四
四
年
以
降
に
そ
の
発
生
を
見
た
固
有
化
企
業

9
2
8可
若
江
宮
印

ロ由民
O
ロ
色
町
田
宮
凹
)
の
発
展

K
基
因
す
る
。

乙
の
国
ピ
よ
る
企
業
の
経
蛍
は
、
第
二
次
大
戦
前
に
お
い
て
も
、
兵
器
製
造
所
お
よ
び
鉄
道
な
ど

に
そ
の
事
例
を
見
る
と
と
が
で
き
た
。
だ
が
、

一
九
四

O
年
以
前
に
お
い
て
は
、

ζ

れ
ら
の
企
業
は
、
純
粋
に
国
営
化
さ
れ
て
い
る
か
、
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J 
¥， 

ま
た
は
公
役
務
の
特
許
の
手
続
に
依
拠
し
て
お
り

乙
の
意
味
に
お
い
て

行
政
法
上
に
新
ら
売
な
問
題
を
投
げ
か
け
る
制
度
で
は
な
か

っ
た
。と

と
ろ
で
、

一
九
四
四
年
以
後
に
出
現
し
た
国
有
化
企
業
は
、
右
の
よ
う
な
伝
統
的
な
行
政
法
に
よ
る
企
業
形
態
そ
も
は
や
維
持
す
る

的
な
利
益
を
、

一
九
四
四
年
以
後
の
企
業
の
固
有
化
は
、
ワ
リ
ヌ
の
表
現
を
借
り
る
な
ら
ば
、
「
あ
る
い
は
監
督
を
、
あ
る
い
は
資
本
家

そ
れ
ぞ
れ
除
去
す
る
た
め
の
変
遷
」
に
対
応
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
固
有
化
企
業
の
理
念
は
、

も
の
で
は
な
い
。

一
方
に
お
い
て
、
私
的

資
本
の
役
割
を
排
除
し
て
、
企
業
の
管
理
を
一
般
的
な
利
益
に
置
き
か
え
る
と
同
時
に
、
他
方
、
乙
の
企
業
を
国
営
化

(bgS8与
す
る
と

同

そ
の
経
営
を
直
接
固
に
帰
属
さ
せ
ず
、
国
か
ら
分
離
す
る
乙
と
に
あ
り
、
乙
の
明
白
に
矛
盾
す
る
こ
つ
の
点
の
調
和
が
、
固
有

化
企
業
の
基
盤
に
存
在
す
る
。

ζ

の
よ
う
に
、
と
の
国
有
化
企
業
に
お
い
て
は
、
第
二
次
大
戦
前
の
国
営
企
業
と
異
な
り
、
国
と
の
そ
の

と
な
く
、

ヲランス符政法における公役務概念について

組
織
的
な
結
合
は
、
充
分
に
強
固
な
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
固
有
化
企
業
は
、
公
権
カ
か
ら
の
独
立
を
享
有
し
て
、

公
権
力
を
受
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
こ
の
企
業
の
性
格
は

一
般
に
私
企
業
の
よ
う
に
作
用
す
る
と
と
も
に
、
他
面
、
時
折
、

明
白
性
を
欠
き
、
し
た
が
っ
て
、

ζ

の
固
有
化
企
業
の
出
現
は
、

そ
れ
以
前
の
行
政
法
に
お
い
て
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
制
度
を
、
現

実
に
発
生
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

乙
の
固
有
化
企
業
の
分
野
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
て
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
企
業
が
存
在
す
る
。

一
九
四
四
年

の
仮
政
府
(
戸
向
。

0
5一四百
2
5
E
H
u
g
i
g
-同
町
)
は
、
ま
ず
第
一
に
、
ノ

I
ル
県
お
よ
び
パ
・
ド
・
カ
レ
の
炭
坑
(
出

o
E口
町

g
n
E
Z
o
a
a

内同町一一対曲師
em
同町一

sn色
白

山

切

)

の

固

有

化

を

、

ル

ノ

オ

工

場

吉

田

山

口

開

河

g
S
F
)、

会
社
負
担
回

2
5
z
g
z
c
g
g
の
g
g
m
R
H
N
V
O口
市
}
お
よ
び
航
空
運
町

rつ
い
て
実
現
し
た
。

つ
い
で
、

一
九
四
五
年
に
、

グ
ノ

1
ム
お
よ
び
ロ

1
ヌ
の
発
動
機

え
す
り
に
、

仮
政
府
の
後
を
・
づ
け
た
国
民

議
会
は
、

と
の
固
有
化
の
範
囲
を
広
大
な
経
済
的
な
分
野
に
拡
大
し
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
お
よ
び
大
銀
行
、
ガ
ス
お
よ
び
電
気
、
大
保
険
会
社
、
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全
部
の
炭
坑
、

お
よ
び
占
領
下
に
お
い
て
作
業
し
て
い
た
新
聞
刊
行
物
出
版
企
業
(
】

2
R
E
E
F
S回

E
2
2
2
2
2
5
b
u

の
国
有
化
を
達
成
し
た
。

乙
の
国
有
化
企
業
の
名
称
の
も
と
に
包
括
さ
れ
る
企
業
の
内
容
は
多
岐
に
富
み
、

こ
の
よ
v

つ
に
、

ζ

れ
ら
の
園

論

有
化
企
業
中
に
は
、

従
来
か
ら
公
役
務
と
さ
れ
て
き
た
企
業
(
電
気
お
よ
び
ガ
ス
の
生
産
な
ら
び
に
臨
分
)
、

公
役
務
と
類
似
の
地
位
に
あ
っ
た

企
業
(
壁
、
お
よ
び
純
私
企
業
と
さ
れ
て
き
た
企
業
(
そ
の
他
の
企
業
)
の
そ
れ
ぞ
れ
性
格
の
相
異
な
る
企
業
包
含
さ
勺
そ
れ
に
適
用

さ
れ
る
法
律
的
な
規
定
も
、
各
企
業
に
つ
い
て
一
定
し
て
は
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
目
的
と
す
る
論
点
か
ら
や
や
離
れ
は
す
る

が
、
乙
の
分
野
に
お
け
る
公
役
務
概
念
の
役
割
を
理
解
し
う
る
た
め
に
も
、
次
に
、

と
れ
ら
の
企
業
を
め
ぐ
る
複
雑
な
法
律
制
度
を
検
討

し
、
そ
の
制
度
の
概
況
を
簡
単
に
紹
介
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

山
巧
曲
目
ロ
P
F
g
E
H
F
O
E
-
E
t
o
g
-
O
H
o
-
H
∞
2
E
L
E
P
司
・
∞

P
E
b
u自
の

D円曲目
-uG-nx・句・

8ω
・

仰

の

o
E
r
o
u
e
n
w
匂

-NFw
国

E
F
C
常
5
8
2
2
5吉明。
J
戸
芸
宮
2
2
-
g
E
H
F
C仏
自
白
骨
骨
早
口

D
g
g
m
H
n
z
r
n
v
z
a
母

事
苦
闘
。
噌
~
阿
佐
含
丸
岡

OFH8N1MM・
8
・
(
『
乱
H
8
5
5
5
含

砕

DFH
甘
口
〈

b
a
E
仏
門

OF骨
噌
戸
『

-
R
2
}
6
5
1
8
吉
r
z
宮刊し

聞

の

o
E
r
a
-
n
F
匂
・
自
叶
・

凶

ζ

の
企
業
は
、
後
の
一
九
四
八
年
の
法
律
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
航
空
会
社

F
の
c
g官
官
ぽ

E
号
E
F
〉
弓

-P百
円
。
)
と
な
っ
て
、
現
在
に
至
っ
て

、，る。

通
常
、

ω・2・
同
・
岡
山
と
略
称
さ
れ
て
い
る
企
業
が
ζ

れ
で
あ
る
。

(
V
B目
r
a
-
n
F
F
唱

-Na・

(6) (5) 

固
有
化
企
業
を
み
ぐ
る
法
律
制
度
の
概
況

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

乙
の
国
有
化
企
業
を
特
徴
づ
け
る
固
有
化

(
S
Z
S包
ぽ
邑
。
ロ
)
の
制
度
は
、
資
本
家
的
な
経
営
と
国
営
化
と

を
、
同
時
に
排
除
す
る
ζ

と
を
そ
の
理
念
と
し
て
い
る
。
だ
が
、

そ
の
制
度
の
創
設
以
後
数
年
の
期
間
が
経
過
す
る
と
、

こ
の
国
有
化
の

意
義
は
、

一
の
追
憶
(
己
ロ
田
OHMSP互
に
す
ぎ
な
く
な
る
傾
向
も
あ
り
、

こ
れ
ら
の
国
有
化
企

こ
の
よ
う
な
当
初
の
観
点
が
消
失
し
、
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一戸

、ー‘

業
を
よ
り
広
大
な
公
企
業
の
範
鳴
に
吸
収
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
観
取
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

ζ

の
国
有
化
企
業
に
関
す
る
法
律
制
度
は
、

一
面
に
お
い
て
、

乙
の
国
有
化
の
理
念
の
尊
重
を
残
置
す
る
と
同
時
に
、
他
方
に
お
い
て
、

そ
れ
と
は
全
く
別
個
に
、
国
の
権
利
の
必
然

的
な
防
禦
の
考
え
方
が
反
映
さ
れ
、

一
般
的
に
言
っ
て
、

立
っ
て
、
立
法
上
に
規
定
さ
れ
て
い
る
現
状
に
あ
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
全
く
妥
協
し
が
た
い
二
つ
の
傾
向
の
均
衡
の
上
に

乙
の
制
度
は
、

同

ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な

一
九
四
六
年
一

O
月
二
七
日
の
憲
法
の
前
文
の
第
九
項
は
、
暗
黙
に
、
そ
れ
ら
が
公
役
務
に
帰
属
す
る

と
と
を
容
認
し
、
学
説
も
、
た
と
え
ば
ル
ノ
オ
工
場
に
ま
で
乙
の
公
役
務
の
資
格
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
一
部
に
異
識

が
見
ら
れ
る
と
し
て
も
、
一
般
的
に
、
と
れ
ら
の
企
業
が
公
役
務
で
あ
る
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
。
だ
が
、
乙
の
場
合
の
公
役
務
の
概
念

そ
れ
で
は
、

乙
の
国
有
化
企
業
に
関
す
る
法
律
制
度
は
、
具
体
的
に
、

国
有
化
企
業
に
づ
い
て
、
ま
ず
、

フランス行政法における公役務概念について

の
意
味
は
暖
昧
で
あ
り
、
リ
グ
エ
ロ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

《

-
e
}

も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、

乙
の
公
役
務
の
資
格
め
付
与
は
、
も
は
や
、
何
ら
の
意
義
を
も
有
す
る

こ
れ
ら
の
固
有
化
企
業
に
対
し
て
、
法
律
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
企
業
の
外
形
も
、

は
な
は
だ
多
岐
に
富
ん
で

た
と
え
ば
、
銀
行
お
よ
び
保
険
企
業
は
国
が
単
一
の
株
主
で
あ
る
会
社
と
し
て
の
形
態
を
と
り
、

い
る
。

ル
ノ
オ
工
場
お
よ
び
新
聞
刊
行

物
出
版
国
有
会
社
は
商
工
業
的
施
設

(bg呂
田
お
呂
白
E
p
n
R
R
5
5
E
E由
H
E
m
-
2
8自
白
2
2
M
L
)
と
し
て
、
電
気
、

ガ
ス
お
よ
び
鉱
業

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
性
質
を
決
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
航
空
に
至
つ
て
は
、
そ
の
一
部
の
株
式
の
所
有
を
私

的
資
本
に
留
保
し
て
い
る
単
な
る
会
社
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
国
有
化
企
業
は
、
そ
の
あ
る
も
の
、
た
と
え
ば
銀
行
お

は
公
施
設
と
し
て
、

よ
び
保
険
企
業
に
つ
い
て
言
え
ば
、
株
式
会
社
の
地
位
を
保
有
し
、
他
の
も
の
、
す
な
わ
ち
、
電
気
、

ガ
ス
、
炭
坑
、

ル
ノ
オ
工
場
お
よ

び
新
聞
刊
行
物
出
版
企
業
圏
有
会
社
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
と
類
似
の
地
位
に
あ
り
、

と
れ
ら
の
固
有
化
企
業
は
、
そ
の
か
な
り
の
分

野
に
お
い
て
、
商
人
と
み
な
さ
れ
、
商
事
法
の
規
定
な
ら
び
に
慣
行
(
ロ

E
m
g
)
に
服
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
会
社
方
式
の
適
用
と
商
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事
法
へ
の
服
従
の
京
は
、
国
営
化
の
排
除
を
目
標
と
す
る
国
有
化
の
理
念
の
一
の
表
明
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

乙
の
国
有
化
の
理
念
に
よ
る
影
響
は
、
と
れ
ら
の
固
有
化
企
業
の
管
理
機
関
の
制
度
に
関
し
て
、
か
な
り
修
正
さ
れ
た
形
で
受
け
容
れ
ら

画面

こ
れ
ら
の
固
有
化
企
業
の
管
理
は
、
一
般
に
、
園
、
そ
の
職
員
お
よ
び
そ
の
利
用
者
の
三
者
よ
り
な
る
管
理
委
員
会

(
F
g回
程
出

向円包
g
gぽ
可

azロ
)
と
、
そ
の
企
業
の
最
高
位
者
の
資
格
を
有
し
、
通
常
国
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
理
事
者

(-2
岳

5
2
2
g
)
と
の
こ
つ

の
機
関
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
商
法
上
の
株
式
会
社
の
形
式
号
明
白
に
す
る
保
険
、
銀
行
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
航
空
会
社
に
つ
い
て
は
一
、
そ

れ
て
い
る
。

れ
に
総
会

2
2
自
由
冊
目
宮
宮
田
畑
刷
恥
ロ
bs-g)
が
関
与
す
る
。

と
れ
ら
の
企
業
の
管
理
に
つ
い
て
の
法
律
制
度
は
、

国
の
機
関
と
し

そ
し
て
、

て
の
理
事
者
に
依
存
す
る
解
決
と
広
汎
な
自
律
権
を
そ
れ
ら
の
企
業
に
付
与
す
る
解
決
と
の
聞
に
矛
盾
し
た
形
で
現
わ
れ
、

そ
の
固
に
対

す
る
依
存
度
お
よ
び
そ
の
自
律
性
の
程
度
は
、
国

ω機
関
で
あ
る
理
事
者
と
国
有
化
の
理
念
に
合
致
す
る
管
理
委
員
会
と
の
聞
の
権
限
分

配
の
問
題
に
関
連
し
、
前
者
の
権
限
が
優
越
し
て
い
る
場
合
に
は
、
固
に
対
す
る
依
存
庄
が
強
く
、
後
者

ω
権
限
が
優
越
し
て
い
る
企
業
ほ

ど
、
そ
の
自
律
性
が
強
い
。

そ
し
て
、
と
の
点
化
関
す
る
立
法
は
、
た
と
え
ば
、
商
業
的
な
性
格
が
強
い
筈
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
ル
ノ
オ
工

場
の
場
合

κ、
理
事
者
の
権
限
が
管
理
委
員
会
の
権
限
に
優
越
し
て
い
る
な
ど
、
そ
の
聞
に
統
一
性
を
か
八
き
、
か
な
り
の
矛
盾
を
各
企
業
間

に
生
じ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

乙
れ
ら

ω国
有
化
企
業
の
管
理
機
関
な
ど
に
関
す
る
法
律
制
度
の
不
統
一
を
修
正
す
る
た
め
に

そ
し
て
、

設
け
ら
れ
た
一
九
四
八
年
一
二
月
三
一
日
の
公
企
業
の
地
位
に
関
す
る
案
(
ぽ
官

o
yご
佐
伯
S
Eご凶
2
8可
4
3
2
吉
匹
宮
g)
は
、
と
の

点
に
つ
い
て
、

一
般
的
な
利
益
の
役
務
を
経
営
し
法
律
上
ま
た
は
事
実
上

こ
れ
ら
の
固
有
化
企
業
を

A
お
よ
び

B
の
二
種
に
分
類
し
、

の
独
占
お
よ
び
半
独
占
の
形
態
を
と
る

A
に
属
す
る
企
業
に
つ
い
て
は
、

理
事
者
に
そ
の
基
本
的
な
役
割
を
授
与
し
、

管
理
委
員
会
を

そ
の
補
助
的
な
機
関
と
し
、

そ
の
作
用
が
私
人
と
競
合
す
る

B

K
自
問
す
る
企
業
に
つ
い
て
は
、

株
式
会
社
に
つ
い
て
の
普
通
法
が
適
用

さ
れ
、

管
理
委
員
会
の
役
割
は
公
企
業
上
級
委
員
会

(
E
n
o
g色
町
毛
主
何
日
仏
2
2可
3
5
m印刷
E
E
5
5田
)
に
留
保
さ
れ
る
旨
が
規
定

「 4 

-ノ
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〆

¥ーョ

さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
の
国
有
化
企
業
に
関
す
る
法
律
制
度
は
、

そ
の
修
正
の
動
き
を
見
せ
な
が
ら

も
、
国
有
化
の
理
念
と
国
の
介
入
の
二
つ
の
相
反
す
る
要
素
の
上
に
立
っ
て
、
充
分
に
統
一
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
各
企
業
ご
と
に
、
構
成

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

右
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
今
日
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
有
化
企
業
の
法
律
制
度
は
、
か
な
り
錯
綜
し
た
形
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
次
に
、

ζ

れ
ら
の
企
業
に
つ
い
て
の
公
役
務
の
性
格
も
充
分
に
明
確
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
だ
が
、

右
の
よ
う
な
法
律
制
度

K
服
す
る
と
れ
ら
の
企
業
の
出
現
に
よ
っ
て
、

公
役
務
概
念
に
基
づ
く
従
来
の
行
政
法
の
理
論
が
実
定
の
法
制
度

上
に
ど
の
よ
う
な
修
正
お
よ
び
影
響
を
蒙
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て
み
る
乙
と

K
し
よ
う
。

同フランス行政法における公役軍事概念について

山

m
F
a
g
-
円
相
広
岡
山
白
骨
島
町
一
曲
。
ロ
可
刊
唱
一
同
宮
町
田
口
同
氏
。
ロ

m
w
-
z
b
2
2
-
w含
D-zccロ

ιロ
仏

B
芹
包
B
E
Z同
HaFF
〉
HnrM話
印
内
山
内
司
『
己

C
8
1
H
F作
品

巨

仏

HOFF

M
Y
H品
切

-eHA匹申‘

仰

の

OH包
r
o匂
-
n
F
唱

-NUU・

間
乙
の
前
文
の
第
九
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
そ
の
運
管
が
、
国
家
的
公
役
務
ま
た
は
事
実
上
の
独
占
の
性
格
を
有
し
、
ま
た
は
、
そ

の
性
格
を
取
得
し
た
す
べ
て
の
財
産
、
す
べ
て
の
企
業
は
、
社
会
の
所
有
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

凶
た
と
え
ば
、
ロ
パ
デ
I
ル
は
、
固
有
化
企
業
が
公
役
務
を
構
成
す
る
の
は
、
そ
の
活
動
が
、
私
的
創
意
の
不
充
分
さ
に
備
え
て
、
集
団
的
な
利
益
の
満

足
の
た
め
に
国
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
場
合
の
み
で
あ
っ
て
、
産
業
的
な
公
企
業
は
行
政
の
一
つ
の
私
企
業
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
国
有
化
は
公
役

お
と
間
続
簡
で
は
な
い
と
述
べ
、
ル
ノ
オ
工
場
の
よ
う
に
、
か
つ
て
所
有
者
に
対
す
る
制
裁
の
名
鶴
で
(
b
C
R
a
w

忌

E
R
Eロ
)
固
有
化
さ
れ
た
企
棄
は
、

も
は
や
公
役
湧
で
は
な
い
と
い
う
。

H
h
g
E円
山
静
岡

0
・
吋

E
E
b
-
b
B
E
E
H
F
N
E
-
町

-
E
U・

悶

M
N
Z
R
9
4
-
n
F
F
〉
H
n
E
4
8
向
日
。
匂

E
O田
口
同

v
v
w
E
舟
C
F
F
M
M
-
H
E・

附

門

U
2
S
r
a
-
n
x・
句

-
N
8・

問

問

o
c
s
w
O唱
・
江
戸
〉

Hnzd諸
国
内
同
居
間

MFFZgM】
rHOι
ロ
含
CHF
同

y
J
3
2
由・

つ
い
て
は
、
田
中
昭
「
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
公
企
業
」
比
較
法
研
究
一
七
号
、

な
お
、
乙
の
国
有
化
企
業
に
対
す
る
商
事
法
の
規
定
の
適
用
の
内
容
に

一
九
頁
以
下
容
照
。
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鋭

附
乙
の
理
事
者
の
任
命
の
態
様
も
種
々
な
手
続
を
と
る
。
そ
の
手
続
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
純
粋
な
任
命
手
続
に
よ
る
も
の
(
ル
ノ
オ
工
場
)
、
そ
の
任
命

の
た
め
に
管
理
委
員
会
の
勧
告
ま
た
は
提
案
を
必
要
と
す
る
も
の
(
フ
ラ
ン
ス
電
気
、
フ
ラ
ン
ス
ガ
ス
、
石
炭
お
よ
び
炭
坑
)
、
管
現
委
員
会
に
よ
っ
て
大

自
に
提
出
さ
れ
た
り
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
選
摂
さ
れ
て
任
命
さ
れ
る
も
の
(
新
聞
刊
行
物
出
版
国
有
会
社
て
お
よ
び
若
干
そ
の
任
命
の
方
法
会
異
に
す
る
も

の
と
し
て
、
管
理
委
員
会
の
構
成
員
の
聞
か
ら
選
択
さ
れ
、
乙
の
委
員
会
の
提
案
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
も
の
(
フ
ラ
ン
ス
航
空
)
、
の
各
種
が
あ
る
。

附
乙
の
理
事
者
と
管
理
委
員
会
と
の
権
限
の
優
劣
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
企
業
を
次
の
三
つ
の
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、

理
官
事
者
が
優
越
性
を
示
し
て
い
る
企
業
主
メ
オ
工
場
、
新
聞
刊
行
物
出
版
国
有
会
社
)
、
第
二
に
、
行
政
的
な
性
格
が
殆
ん
ど
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
普

通
法
が
企
業
に
-
一
般
的
に
適
用
さ
れ
、
園
の
権
力
は
理
事
者
の
任
命
ま
た
は
同
意
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
企
業
(
銀
行
お
よ
び
保
険
企
業
)
、
第
一
二
に
、
管
理

委
員
会
が
優
越
性
を
示
し
て
い
る
企
業
(
電
気
、
ガ
ス
、
鉱
業
燃
料
企
業
)
、
の
三
種
の
も
の
が
容
在
す
る
。

叫

C
E
r
oヲ
n
p
匂
-

N
お
l
N

戸

論

圏
有
化
企
業
の
行
為
と
公
役
務
理
論
と
の
関
連

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、

乙
れ
ら
の
固
有
化
企
業
に
関
す
る
法
律
制
度
は
、

ζ

れ
ら

か
な
り
の
範
囲
に
お
い
て
商
事
法
の
規
定
に
服
し
、

の
企
業
の
作
用
は
、
商
業
的
な
性
格
を
強
度
に
保
有
す
る
点
に
お
い
て
、
先
述
し
た
国
の
商
工
業
的
役
務
の
作
用
と
類
似
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、

こ
れ
ら
の
国
有
化
企
業
は
、
先
の
商
工
業
的
役
務
が
園
に
緊
密
に
依
存
し
て
い
る
の
に
反
し
、

そ
の
大
な
る
部
分
に
お
い
て
固
と

別
個
な
機
関
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
国
の
商
工
業
的
役
務
と
の
聞
に
差
異
を
生
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
乙
れ
ら

の
国
有
化
企
業
は
、
国
の
商
工
業
的
役
務
に
比
し
て
、
行
政
と
の
む
す
び
つ
き
が
よ
り
一
一
層
稀
薄
で
あ
り
、

乙
れ
ら
の
企
業
の
行
為
に
対

し
て
私
法
が
大
幅
に
適
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
ζ
と
は
、
先
述
し
た
商
工
業
的
役
務
へ
の
私
法
の
適
用
領
域
の
広
汎
さ
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、

容
易
に
首
肯
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

乙
の
固
有
化
企
業
に
関
す
る
法
律
制
度
は
、
極
め
て
広
汎
に
私
法
の
規
定
の
適
用
を
う
け
、
こ
れ
ら
の
企
業
に
つ
い
て

の
訴
訟
は
、
極
め
て
一
般
的
に
司
法
裁
判
所
に
帰
属
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
企
業
に
対
す
る
大
幅
な
私
法
の
適
用
は
、
た
と
え
ば
、

こ
の
よ
う
に
、

、司蜘
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」合

一
九
四
八
年
三
月
一
六
日
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
勧
告
が
、
「
国
有
化
企
業
の
財
産
は
、
立
法
者
の
意
図
に
お
い
て
、
園
の
私
産
主

o
g
aロ叩

官
な
恥
)
の
部
分
を
構
成
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
解
答
し
て
い
る
乙
と
か
ら
も
、
明
瞭
に
推
察
す
る
乙
と
が
で
き

る
。
だ
が
、

と
れ
ら
の
企
業
の
私
法
へ
の
服
従
は
、
決
し
て
純
粋
か
つ
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
他
方
に
お
い
て
、

と
れ
ら
の
企
業
に
関

と
え
ば
、

九
四

七
年
の
コ
ン
セ

イ
ユそ
の

デ
訴

タ 訟
の の
ジ
審

ヤ
日理
が

3 1] 

J4語
宇判
イ牛 月

ET の
口権
者.限
gι 

ZZ 
き~ ~易
'i!::."足』

き5
25 
急手
でス

き L

売る

伊!
と
し
て

し
て
、
公
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
、

ζ

の
事
件
は
、

フ
ラ
ン
ス
固
有
鉄
道
会
社

3
2
5
b
Z目
tog-開門
田
町
田
〈

U
Z
E
S
骨
m，
R
F
g
m
g
)
の
管
理
委
員
会
の
一
構
成
員
が
、
鉄
道
の
ス
ト
ラ
イ

キ
の
主
導
者
と
な
っ
た
た
め
に
罷
免
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
越
権
訴
訟
の
方
法
で
出
訴
さ
れ
た
事
件
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
判
決
に
お
い
て
、

同

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
乙
の
罷
免
決
定
は
一
つ
の
行
政
行
為
で
あ
る
と
し
て
、

た
。
乙
の
判
決
は
、
リ
グ
エ
ロ
が
註
釈
し
て
い
る
よ
う
に
、
管
理
委
員
会
の
構
成
員
の
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
介
入
と
い
う
例
外
的
な
状
況

そ
の
訴
訟
を
受
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
判
示
し

フランス行政法における公役務概念について

(口町

g
g窓
口

ngm桝
S
Z
8
5
F凹
)
に
よ
り
、
行
政
的
な
性
格
を
と
の
事
件
に
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ

L
て、

乙
の
よ
う
に
、
例
外

的
な
場
合
に
か
ぎ
っ
て
、
判
例
は
、

こ
れ
ら
の
企
業
に
つ
い
て
の
訴
訟
に
、
行
政
の
権
限
を
容
認
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

と
れ
ら
の
企
業
の
行
政
契
約
の
使
用
に
関
す
る
事
例
に
明
暗
帽
に

と
の
分
野
に
お
い
て
、
当
初
の
一
九
五

O
年
の
コ
ン
セ
イ
ユ
ニ
ア
タ
の
判
決
は
、
フ
ラ
ン
ス
電
気
と
そ
の
利
用
者
と
の

閣
の
契
約
の
一
方
的
な
破
棄
に
つ
い
て
争
う
訴
訟
に
お
い
て
、
「
フ
ラ
ン
ス
電
気
は
立
法
者
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
商
工
業
的
な
性
格
に

乙
の
広
汎
な
私
法
へ
の
服
従
と
部
分
的
な
公
法
の
適
用
と
は
、
ま
た
、

反
映
さ
れ
て
い
る
。

よ
る
と
同
時
に
、

判
示
し
、
固
有
化
施
設
に
つ
い
て
、
行
政
契
約
の
使
用
の
可
能
性
を
全
く
排
除
す
る
よ
う
な
見
解
を
示
し
た
。
だ
が
、

そ
れ
ら
の
性
質
に
よ
っ
て
、

と
の
よ
う
な
契
約
が
私
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
一
定
し
て
い
る
、
」
と

そ
の
後
の
判
決
に

お
い
て
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
「
役
務
の
作
用
の
特
別
の
条
項
ま
た
は
特
別
の
条
件
が
存
在
し
な
い
か
ぎ
り
」
と
い
う
閣
の
産
業
地
役 た
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鋭

務
に
関
す
る
行
政
契
約
に
お
い
て
使
用
し
て
き
た
慣
例
的
な
文
言
を
固
有
化
企
業
の
分
野
に
再
生
し
て
導
入
し
、

論

と
れ
ら
の
企
業
の
契
約

に
私
法
契
約
の
排
他
性
を
容
認
し
か
ね
な
い
先
の
判
決
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
態
度
を
修
正
し
て
、
行
政
契
約
の
締
結
さ
れ
る
余
地
を
常
総

し
た
の
で
あ
っ
た
。

右
の
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
国
有
化
企
業
に
関
す
る
法
律
制
度
は
、
広
汎
な
私
法
の
適
用
を
容
認
し
、
私
法
と
公
法
と
の
混
合
的
な
法
制

度
に
服
し
て
い
る
。

と
と
に
お
い
て
、
公
役
務
概
念
は
、
権
限
の
分
配
に
関
し
て
、
も
は
や
何
ら
の
役
割
を
も
果
す
も
の
で
は
な
く
、
行

政
法
の
基
礎
的
概
念
と
し
て
の
統
一
的
な
意
義
を
失
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
判
例
は
、
い
ま
だ

K
、
あ
る
点
に
お
い
て
、

ζ

れ
ら
の
企
業

に
、
公
役
務
一
概
念
か
ら
由
来
す
る
原
則
の
忠
実
な
適
用
を
示
し
て
は
い
る
杓
v

と
れ
ら
の
企
業
の
全
体

K
一
般
的
に
公
役
務
の
性
質
を
穂

め
る
結
果
、

と
れ
ら
の
企
業
に
関
す
る
公
役
務
概
念
は
そ
の
意
義
が
不
確
実
と
な
り
、

と
れ
ら
の
企
業
の
制
度
を
具
体
的
に
決
定
し
て
ゆ

く
と
き
に
は
、

と
の
概
念
を
借
り
る
ま
で
も
な
く
、
同
一
の
結
果
に
到
達
す
る
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、

ほ
と
ん
ど
重
要
性
を
右
し
な
い
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
っ
た
c

さ
の
公
役
務
概
念
は
、

れ
ら
の
企
業
に
関
す
る
場
合
、

と
の
固
有
化
企
業
の
分
野
に
お
け
る
公
役
務
概
念
の
役
割
の
喪
失
は
、
他
方
、

公
役
務
理
論
に
依
拠
す
る
従
来
の
伝
統
的
な
行
政
法
の

誇
概
念
に
、

そ
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ま
ず
第
一

K
、
こ
れ
ら
の
国
有
化
企
業
に
関
す
る
訴
訟
が
行
政
裁
判
所
の
権
限
に
属
し
、
ま
た
は
バ

ド
ラ
ゴ
お
よ
び
若
干
の
判
例
が
主
張

こ
れ
ら
の
企
業

K
一
般
の
私
法
と
異
な
る
取
扱
い
が
見
ら
れ
る
ζ

と
が
あ
っ
て
も
、

と
の
と
と
は
、

し
て
い
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
企
業
が
公
施
設
の
資
私
を
付
与
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
経
済
的
な
い
し
は
商
業
的
な
会

施
設
は
、
大
幅
に
私
法
の
適
用
を
う
け
、

そ
の
訴
訟
が
司
法
裁
判
所
K
帰
属
す
る
場
合
は
極
め
て
多
い
。

し
た
が
っ
て
、

公
施
設
は
必
ら

ず
し
も
行
政
法
の
適
用
を
惹
起
せ
ず
、

乙
の
新
ら
だ
な
企
業
の
出
現
K
よ
っ
て
、

価
値
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
伝
統
的
な
公
施
設
の
性
質
は
、
も
は
や
名
目
的
な
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と



と
の
固
有
化
企
業
の
発
生
の
第
二
の
影
響
は
、
従
来
の
公
産
と
私
産
と
の
区
別
に
よ
る
財
産
制
度
(
}
即
応

m
g
m
r
F
L
o
g
s
-弘
正
)
に

つ
い
て
現
わ
れ
る
。

乙
の
公
産
の
制
度
は
、
も
は
や
固
有
化
企
業
の
財
産
に
は
適
合
せ
ず
、
先
述
し
た
一
九
四
八
年
三
月
一
六
日
の
コ
ン

セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
勧
告
に
よ
れ
ば
、
固
有
化
企
業
の
財
産
一
は
国
の
私
産
に
該
当
す
る
。
だ
が
、
乙
の
私
産
を
構
成
す
る
こ
れ
ら
の
企
業
の
財

産
が
常
に
私
法
に
服
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。

乙
の
点
は
、
こ
れ
ら
の
財
産
の
譲
渡
の
禁
止

2wFE--吉
田

E
疋
)
お
よ
び
差
押
の
禁
止
の
可

能
性
(
コ
ロ
富
山
田
町

Ez--広
)
に
つ
い
て
問
題
と
さ
れ
、

そ
の
差
押
の
可
能
性
に
関
し
て
は
、

特
に
新
聞
刊
行
物
出
版
国
有
会
社
の
財
産
に
つ

同

い
て
、
と
の
企
業
が
公
施
設
で
あ
る
が
ゆ
え
に
普
通
法
の
執
行
方
法
か
ら
除
去
さ
れ
、
そ
の
財
産
は
差
押
え
る
乙
と
が
で
き
な
い
と
す
る

判
決
と
、
乙
の
企
業
は
す
べ
て
に
つ
い
て
商
業
的
な
企
業
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
財
産
は
差
押
え
る
と
と
が
で
き
る
と
す

る
判
決
の
二
つ
の
対
立
し
た
傾
向
を
、
控
訴
院
の
判
決
中
に
出
現
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
破
虫
院
は
、
一
九
五
一
年
の
判
決
に
お
い
て
、
乙

フランス行政法における公役務概念について

の
新
聞
刊
行
物
出
版
国
有
会
社
が
公
施
設
の
性
質
を
持
た
ず
、
利
得
を
目
的
と
せ
ず
に
公
役
務
を
管
理
し
、
あ
る
種
の
公
権
力
の
特
権
を

そ
の
財
産
に
対
す
る
差
押
決
定
を
違
法
と
判
断
し
た
。
こ
の
財
産
の
差
押
の
禁
止
は
、
新
聞
刊
行
物
出
版
国

そ
れ
と
も
す
べ
て
の
固
有
化
企
業
に
拡
大
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
見
解
の
差
異
は
あ
る
が
、
こ
の
判
決
に
よ

保
有
す
る
乙
と
を
理
由
に
、

有
会
社
に
限
定
さ
れ
る
か
、

っ
て
、
少
な
く
と
も
公
産
に
属
し
な
い
財
産
に
一
般
の
私
法
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

し
た
が
っ
て
、
従
来
の
公
産
と
私
産

と
の
区
別
に
よ
り
そ
の
法
制
度
の
適
用
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
理
論
は
、
国
有
化
企
業
に
つ
い
て
は
、
必
ら
ず
じ
も
妥
当
す
る
ζ

と
の
で

き
な
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

ζ

の
国
有
化
企
業
の
出
現
に
よ
る
第
三
の
影
響
は
、
特
許
の
制
度
に
波
及
す
る
。

こ
れ
ら
の
固
有
化
企
業
に
関
す
る
法
律
制
度
は
、
特

に
電
気
お
よ
び
ガ
ス
企
業
と
地
方
団
体
と
の
聞
の
契
約
関
係
に
お
い
て
、
特
許
の
制
度
を
借
用
し
た
。
だ
が
、

乙
の
特
許
の
制
度
は
、
従

来
の
特
許
が
公
法
人
と
私
人
と
の
聞
に
存
在
し
、
特
許
権
者
は
こ
れ
ら
の
公
法
人
に
よ
っ
て
自
由
に
選
択
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
反
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説

し
、
固
有
化
企
業
¢
場
合
に
お
い
て
は
、
私
人
と
は
言
い
が
た
い
企
業
が
特
許
権
者
と
な
る
関
係
上
、
適
法
な
独
占
を
授
与
さ
れ
る
特
許

権
者
が
法
律

K
よ
っ
て
地
方
団
体
に
対
し
て
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
、

ζ

の
ニ
者
の
関
係
は
、
従
来
の
特
許
が
不
平
等

鎗

関
係
の
契
約
で
あ
っ
た
の
に
反
し
、
固
有
化
企
業
に
対
す
る
特
許
は
、

ζ

の
者
の
い
ず
れ
も
が
公
権
カ
の
所
有
者
で
あ
り
一
般
的
な
利
益

こ
の
特
許
の
制
度
は
、
従
来
の
形
式
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、

し
た
が
っ
て
、
固
有
化
企
業
の
分
野
に
お
い
て
は

そ
の
内
容
を
い
ち
じ
る
し
く
異
に
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

の
名
目
で
作
用
す
る
関
係
上
、
む
し
ろ
法
律
的
ピ
平
等
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。

以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
公
役
務
概
念
な
い
し
は
乙
の
概
念
に
基
づ
く
伝
統
的
な
行
政
法
理
論
に
よ
っ
て
は
、
も
は
や
、
固
有
化

企
業
に
つ
い
て
の
法
律
制
度
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ζ

の
分
野
に
お
い
て
、

乙
の
公
役
務
概
念
は
、

ほ
と
ん
ど
法
律
的
な
結
果
を

生
じ
さ
せ
て
は
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
企
業
の
作
用
に
つ
い
て
、

公
法
と
私
法
と
の
適
用
分
野
を
精
密
化
す
る
の
は
、
公
役
務
の
何
ら
か
の

概
念
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、

こ
の
適
用
分
野
を
決
定
す
る
標
準
は
、
何
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、

イ
ユ
は
、

乙
の
区
別
の
標
準
は
、
公
管
理
と
私
管
理
の
区
別
、
す
な
わ
ち
、
行
為
、
状
況
ま
た
は
関
係
の
優
越
的
な
性
格
に
よ
る
も
の
と

し
、
「
固
有
企
業
の
法
律
制
度
は
、
何
よ
り
も
、
こ
の
企
業
の
活
動
が
生
じ
さ
せ
る
法
律
状
況
の
分
析
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
、
」
と
主
張

す
る
。
そ
し
て
、

ζ

の
見
解
は
、
先
述
し
た
一
九
五

O
年
の
ア
ル
パ
・
ラ
・
ス
ウ
ル
ス
事
件
の
判
決
に
お
い
て
、
純
粋
な
特
権
、
公
権
力
の

行
使
を
構
成
す
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
電
気
企
業
の
一
方
的
な
契
約
の
破
棄
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
私
法
契
約
と
し
、
行
政
裁

判
所
の
権
限
を
排
除
し
て
い
る
点
な
ど
の
例
外
が
存
す
る
乙
と
を
容
認
し
な
が
ら
台
、
リ
グ
エ
ロ
に
よ
っ
て
一
般
的
に
受
け
い
れ
ら
れ
、

国
有
化
企
業
に
つ
い
て
の
訴
訟
が
行
政
裁
判
所
に
属
す
る
か
、
司
法
裁
判
所
に
属
す
る
か
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
む
す
び
つ
け
ら
れ

る
の
は
、
各
々
の
訴
訟
に
お
い
て
討
論
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
法
的
状
況
の
性
質
で
あ
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
い
可
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国
間
乙
の
事
件
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
職
員
の
代
表
者
と
し
て
の
資
格
で
フ
ラ
ン
ス
固
有
鉄
道
会
社
(
通
常
∞

-Z-P司
・
と
略
称
さ
れ

る
)
の
管
理
委
員
会
の
構
成
員
で
あ
っ
た
原
告
ジ
ヤ
リ
ジ
ヨ
ン
民
が
、
作
業
を
停
止
し
、
転
轍
器
操
縦
(
包
凹

EFF開
伶
)
の
ポ
ス
ト
を
占
拠
す
る
乙
と
を
喰
員

に
勧
誘
す
の
一
つ
の
小
冊
子
育
担
己
)
に
署
名
し
、
鉄
道
に
お
け
る
閉
業
運
動
の
主
導
者
と
な
っ
た
た
め
に
、
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
、
そ
の
委
員
の
磁
を
園
田
免

さ
れ
た
。
と
の
措
置
に
対
し
て
、
原
告
は
越
権
訴
訟
を
提
起
し
た
と
ζ

ろ
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
一
方
で
、
原
告
の
地
位
の
観
点
か
ら
、
国
有
化
企

業
の
一
委
員
を
鱒
免
す
る
決
定
は
、
越
権
訴
訟
を
受
理
し
う
る
一
の
行
政
行
為
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
訴
の
適
法
性
を
認
め
、
他
方
、
公
役
お
理
輪
の
基

盤
に
基
づ
い
て
、
そ
の
免
蔵
処
分
の
正
当
性
を
容
認
し
、
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
た
の
で
あ
っ
た
。

附

田
2
8
・
P
O
R
E
ω
町
3
・
H
Z∞
-HHH・
8
・
リ
ヴ
エ
ロ
は
、
乙
の
評
釈
に
お
い
て
、
国
有
化
会
社
の
委
員
は
、
先
害
す
る
ど
の
よ
う
な
法
律
的
な
タ

イ
プ
に
も
正
確
に
類
似
し
て
い
な
い
の
で
、
全
く
新
ら
し
い
問
題
に
つ
い
て
判
示
す
る
も
の
で
あ
る
乙
と
を
述
べ
た
後
で
、
乙
の
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン

セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
公
役
お
の
鯵
続
性

(noロ
巴
ロ
ロ
忘
)
の
原
理
に
忠
実
で
あ
る
、
と
批
判
し

τい
る
。

m

p

円
露
出
・

9
5・
F
P
K
E
E
F
R
n
p
p
a
w
s
F
E
-
ロ・

問
フ
ラ
ン
ス
電
気
に
関
す
る
一
九
四
六
年
四
月
八
日
の
法
律
は
、
そ
の
第
一
九
条
第
二
項
に
お
い
て
、
そ
の
期
限
が
一
九
四
八
年
一
月
一
日
を
乙
え
る
民

事
お
よ
び
商
事
の
契
約
は
、
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
も
、
こ
の
日
ま
で
の
聞
に
解
除
さ
れ
る
乙
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
し
、
フ
ラ
ン
ス
電
気
に
、
こ

の
よ
う
な
一
方
的
な
契
約
の
解
除
機
を
付
与
し
て
い
る
。

附

ζ

の
判
決
は
、
乙
の
交
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。
「
そ
れ
ら
(
の
契
約
)
か
ら
生
ず
る
紛
争
は
司
法
裁
判
所
K
帰
属
し
、
フ
ラ
ン
ス
電

気
が
、
そ
れ
に
関
す
る
契
約
を
破
棄
す
る
た
め
に
、
一
九
四
六
年
四
月
八
日
の
法
律
の
第
一
九
条
の
定
め
る
権
利
を
用
い
た
と
し
て
も
、
乙
の
状
況
は
、

上
述
の
契
約
の
法
律
的
な
性
質
を
修
正
し
、
攻
撃
さ
れ
た
決
定
に
行
政
行
為
の
性
格
を
付
与
す
る
効
果
を
有
せ
ず
、
現
在
の
訴
訟
を
審
理
す
る
乙
と
は
、

司
法
裁
判
所
に
の
み
帰
属
す
る
。
」
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た
だ
し
、
乙
の
点
の
ド
一
フ
ゴ
の
主
張
は
明
確
性
を
欠
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
も
、
他
の
判
決
の
評
釈
中
で
は
、
国

有
化
施
設
は
、
国
と
の
関
係
に
お
い
て
弘
法
に
服
す
る
が
、
そ
れ
ら
が
、
経
済
的
な
機
能
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
私
人
と
契
約
し
、
私
人
と
し
て

J

行
動
す
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ら
は
普
通
訟
に
従
う
と
述
べ
、
こ
れ
ら
の
企
業
K
、
私
管
理
の
概
念
の
適
用
を
認
め
て
い
る
。
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と
え
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、
後
述
す
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新
聞
刊
行
物
出
版
国
有
会
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の
財
産
の
差
押
の
禁
止
に
関
す
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判
決
、
註
倒
参
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。
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産
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押
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め
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控
訴
院
判
決
と
し
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、
ド
ラ
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が
副
引
用
し
て
い
る
判
決
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乙
の
判
決
の
会
文
を
引
用
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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回
)
は
差
押
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
八
六
二
年
五
月
三

一
日
の
デ
タ
レ
の
第
-
条
は
、

ζ

の
性
格
を
公
施
殺
の
金
員
に
館
め
た
。
一
九
四
六
年
五
月
一
一
日
の
法
律
が
、
新
聞
刊
行
物
出
版
国
有
会
社
に
民
恵
的

な
人
格
と
財
政
的
な
自
立
と
を
保
有
す
る
商
工
業
的
な
性
格
を
付
与
し
、
財
産
お
よ
び
会
計
の
管
理
の
事
項
に
お
い
て
、
商
工
業
的
な
会
社
に
お
け
る
慣

行
の
諸
原
則
に
服
さ
せ
て
い
る
と
し
て
も
。
乙
の
法
律
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よ
び
新
聞
刊
行
物
出
版
固
有
会
社
の
組
織
お
よ
び
作
用
の
た
め
の
命
令
を
定
め
る
一
九
凶
六
年

六
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六
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タ
レ
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定
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、
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施
設
を
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成
す
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こ
と
を
確
信
さ
せ
る
ζ

と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
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れ
は

商
事
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社
か
ら
全
く
区
別
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
利
得
を
も
目
械
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
公
役
務
の
管
理
を
確
保
し
て
い
る
。
そ
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あ
る
数
の
公
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重
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反
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的
な
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も
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で
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制
限
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に
解
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さ
れ
る
べ
き
で
あ
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、
と
鋭
い
て
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四

む

す

び

右
に
述
べ
て
き
た
よ
う

κ、
ζ

の
}
群
の
国
有
化
企
業
の
発
生
に
よ
っ
て
、

公
役
務
理
論
お
よ
び
公
役
務
概
念
に
基
づ
く
行
政
法
理
論

は
、
い
ち
じ
る
し
い
打
撃
を
蒙
っ
た
。

乙
の
公
役
務
概
念
の
衰
退
は
、
確
か
に
、
固
有
化
企
業
の
出
現
に
よ
っ
て
、
初
め
て
見
ら
れ
る
現

判

象
で
は
な
い
。
同
様
の
傾
向
と
危
機
は
、
国
の
商
士
業
的
役
務
に
つ
い
て
か
な
り
早
く
か
ら
観
取
さ
れ
、

こ
の
固
有
化
企
業
の
制
度
は
、

ゴランス行政法における公役務続念について

す
で
に
口
火
を
切
ら
れ
て
い
た
進
化
を
拡
大
し
か
っ
深
刻
化
し
、

と
の
制
度
の
影
響
は
、
あ
る
商
に
お
い
て
は
、
そ
の
と
き
ま
で
穏
和
で

あ
っ
た
領
域
に
動
揺
を
生
じ
さ
せ
、
他
の
面
で
は
、
先
存
し
た
危
機
を
明
示
し
か
っ
増
大
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
の
勃
発
後
に
生
じ
だ
新
ら
し
い
制
度
は
、
す
で
に
第
二
次
大
戦
前
か
ら
そ
の
徴
候
を
見
せ
て
い
た
公
役
務

概
念
に
よ
る
行
政
法
の
体
系
化
の
欠
陥
を
具
体
的
な
形
で
明
示
し
た
。

そ
れ
は
、
国
の
商
工
業
的
役
務
の
拡
大
、
国
の
監
督
ま
た
は
介
入

の
も
と
で
公
益
目
的
を
実
現
す
る
機
構
の
出
現
、
お
よ
び
国
有
化
企
業
の
発
生
な
ど
に
よ
っ
て
、
公
益
と
私
益
と
の
混
同
が
見
ら
れ
、
古

い
自
由
主
義
的
な
基
盤

κ立
つ
行
政
法
の
構
造
が
、
新
ら
し
い
経
済
的
社
会
的
な
進
展
に
充
分
に
即
応
し
え
な
く
な
っ
た
と
と
を
意
味
す

る
。
そ
し
て
、

乙
の
意
味
で
、

フ
ラ
ン
ス
行
政
法
は
、
何
ら
か
の
形
で
、
従
来
の
伝
統
的
な
基
盤
の
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
現
在
一
の

転
換
期
に
直
面
し
て
い
る
と
言
う
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
動
向
は
、
極
め
て
注
目
に
値
す
る
も
の
が
あ
る
。
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